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フルメタル・パニック！


自慢にならない三冠王？





賀東招二
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　すれ違ちがいのホスティリティ










　千ち鳥どりかなめは腕うで時ど計けいをにらんでいた。


　一二時二八分。文も字じ盤ばんの上を、ゆっくりと進んでいく秒びよう針しん。昼休みまであと一歩だが、まだ教室は授じゆ業ぎよう中ちゆうだ。教きよう壇だんに立った現代国語の教師が、なぜかハイチの怪あやしい土ど俗ぞく宗しゆう教きようについて熱く語っている。


「──つまりブードゥーとは一つのライフスタイルであり、脈みやく々みやくと受け継つがれてきた生活の知ち恵えなのですね。いわゆるゾンビというのは、映画が作り出した虚きよ像ぞうにすぎず──」


　つい三分前まで、夏なつ目め漱そう石せきの生しよう涯がいについて話していたはずなのだが。


　それがなぜ、ゾンビ？


（ったく。脱だつ線せんするくらいなら、さっさと終わりにしろってのよね……）


　殺さつ気きだった目で教師をにらむが、彼は気付きもしない。


　廊ろう下かから、ちらほらと話声や足音が聞こえてきた。早めに授業が終わったほかのクラスの連中だ。駆かけ出している奴やつらもいる。


（くっ、まずいわ……）


　かなめの整ととのった細ほそ面おもてが、焦しよう燥そうにかげった。


　学食がないこの陣じん代だい高校では、昼休みにパン屋が出しゆつ張ちよう販はん売ばいに来る。駅前商しよう店てん街がいの『ハナマルパン』である。


　味はなかなかいい。ピザパンやコロッケパン、焼きそばロールなど、どれも及きゆう第だい点てんのうまさである。ただ一つ、大量に売れ残るコッペパンを除のぞいては。


　弁べん当とうのない生徒たちは、昼休みが終わるなりこの出張販売に殺さつ到とうする。それこそゾンビのように。そしてその場に馳はせ参さんじるのがすこしでも遅おくれれば、悲ひ惨さんな運命が待っているのだ。


　売れ残ったコッペパン。


　それだけはイヤだった。バターもジャムもなく、ただひたすら味あじ気けない──コッペパン。貧まずしいランチタイム。想そう像ぞうしただけで涙なみだがこぼれそうになってくる。


（ああ……）


　カスタードパンが食べたい。ほどよい甘あまさの、柔やわらかい、舌したがとろけるようなカスタード。豊ほう饒じようのランチタイム。想像しただけでよだれがこぼれそうになってくる。


　だというのに、この教師は……！


「──このように、サム・ライミ監かん督とくというのはわけのわからん映画も撮とってるのですね。私としては『クイック＆デッド』などは、『必ひつ殺さつ！』シリーズ的な馬ば鹿かっぽい殺しの演出が多た発はつしていて、非ひ常じように好きなのですが──」


　そこで四時間目終しゆう了りようのチャイムが鳴なった。


　現国教師はぴたりと話すのをやめ、しばしの間、天てん井じようを仰あおいだ。


　かなめは指先で机つくえをこつこつと叩たたく。ほか何名かの教室内の生徒も、椅い子すから腰こしを浮うかして、つま先をじりじりと動かしていた。


（はやく……）


「あー……ほかには……」


（さあ、はやく……！）


「ええと……」


（はやくって思ってるのが聞こえないの!?）


「ん、以上です」


　相手が言い終わるか終わらないかのうちに、かなめは叫さけんだ。


「起き立りつ!!　礼!!」


　号ごう令れいした本人は礼さえせずに、教室の出口にすっ飛んでいく。廊ろう下かに出るなり猛もうダッシュ。駆かけ足の生徒を何人かごぼう抜ぬきして、階段へと突とつ進しんするが──


「く……っ！」


　階段付近は体育の終わった生徒たちで混こん雑ざつしていた。あんな人ごみをかきわけていたら、軽く一五秒はロスする。なんとか近道をしなければ……！


　かなめは手近な窓まどをがらりと開けて、迷いもせずにそこから跳ちよう躍やくした。


「はっ！」


　二階の窓から自転車置き場の屋や根ねの上に飛び移うつると、ガンガンとけたたましい足音をたてて疾しつ走そうする。下にいる男子生徒たちが、ぽかんと彼女を見上げていたが、問題ない。こんなこともあろうかと、すでにブルマーは装そう着ちやく済ずみだ。屋根の終わりでひらりと地じ面めんに飛び降おりて、正面玄げん関かんへとまっしぐら。角でぶつかりそうになった一年の女子を、驚きよう異い的てきなフットワークで回かい避ひする。


（見えた……！）


　正面玄関の脇わきで、『ハナマルパン』の出張販売が行われていた。出店はすでに飢うえた人ひと垣がきに包ほう囲いし尽つくされ、いまなおその数は増ぞう殖しよくを続けている。


「おばちゃん、俺おれ、ウィンナーロールとピカチューパンね！」


「カレーパンとアンパンマン！」


「フレンチトーストと揚あげパンをくれ！」


　押し合いへし合い、怒ど号ごうが交こう錯さくする。まるで株かぶ価かの大だい暴ぼう落らくだ。


　かなめは果か敢かんに五〇〇円玉を握にぎり締しめ、混こん乱らんのるつぼへと突とつ入にゆうしていった。どすん、とはげしい衝しよう撃げきが襲おそう。しかし彼女はひるまない。人間の荒あら波なみの中をもがくように前進し、熱気をかきわけ──力いっぱい叫さけんだ。


「コロッケパンとカスタードパン!!」


　ここで大事なのは気き迫はくである。すこしでも遠えん慮りよのかげりがあろうものなら、パン屋のおばちゃんは見向きもしてくれない。


（届とどけ、あたしの魂たましいの声……!!）


　かなめにとっては永遠とさえ思えるような時間が過すぎたあと──


「はいよ、二九〇円」


　おばちゃんが応こたえ、コロッケパンとカスタードパンを手早く袋ふくろに入れはじめた。


　貫ぬけた、通った……！


　かなめは安あん堵どして五〇〇円玉を手て渡わたし、お釣つりとパンを受け取る。会かい心しんの笑えみを浮かべながら、前と同じ苦労をして人ごみの外に出た。


「ふ……ふはは……。やった」


　人ひと心ごこ地ちついてつぶやくと、目の前に同じクラスの相さ良がら宗そう介すけが立っていた。むっつり顔にへの字口。どこか考えあぐねたように、出張販売の人垣を遠巻きに眺ながめている。
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「どしたの、ソースケ？　あんたもパン？」


　かなめが声をかけると、宗介は腕うで組ぐみして、


「肯こう定ていだ。乾ほし肉も野や菜さいも切らしてしまってな。しかし……この有あり様さまでは、とうていパンなど買えん」


　戦せん場じよう育ちの宗介が尻しり込ごみしている様よう子すを見て、かなめはからからと笑った。


「なーに言ってんのよ、あんたらしくもない。そんなトコでモタモタしてると、ホントに売り切れちゃうわよ？」


「それは困る」


「だったら突っ込めっ！　ほらっ！」


　かなめは宗介の背中をどん、と押おした。


「む……」


「でっかい声で注文しないと、あのおばちゃん、ずっとシカトだから。気き迫はくよ、気迫！」


「わかった。気迫だな」


　うなずくと、彼は人ごみの最さい外がい郭かくまで歩いていった。背せ筋すじを伸のばし、大きく息を吸すいこんで、声を張はり上げる。


「コッペパンをよこせっ!!」


「…………」


「コッペパンを要よう求きゆうするっ！」


「あのね、あんた。そのパンだったら──」


　かなめがため息をついて口を挟はさもうとすると、宗介は腰の後ろのホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜いた。


「おとなしくコッペパンを出せ！　さもなくば──射しや殺さつする！」


「ちょ……」


　ぱかんっ!!


　宗介が空に向かって威い嚇かく射しや撃げきした。出店に群むらがっていた生徒たちが銃じゆう声せいに驚おどろき、一いつ斉せいに身をひるがえす。ぎゅうぎゅうに押し合っていた彼らのうち何人かが、だれかの足につまずいた。バランスを崩くずした何人かが、さらに何人かを強く押した。


　連れん鎖さ反はん応のうのように将しよう棋ぎ倒だおしが起きて──


「あ……」


　どたたたっ！　がらがら、ぐしゃっ！


　パンを並ならべた机つくえと、その向こう側がわにいたおばちゃんが、十数人の生徒たちに押しつぶされた。





　その日の放ほう課か後ご、生徒会室で──


「──全ぜん治ち二週間だそうだ」


　生徒会長・林はやし水みず敦あつ信のぶは言った。白の詰つめ襟えり。オールバックに真しん鍮ちゆうフレームの眼め鏡がね。怜れい悧りな容よう貌ぼうの青年である。


　彼の執しつ務む机づくえの対たい面めんには、宗介とかなめがパイプ椅い子すに座すわる。どちらもげっそりと疲れた顔だった。事ヽ故ヽのあと、かなめが散さん々ざんに宗介を叱しかり飛ばしたせいである。


「二週間……ですか」


「うむ。応おう急きゆう処しよ置ちをした養よう護ご教きよう諭ゆの話では、実じつ際さいにはそう大げさな怪け我がでもないそうだが、パン屋側は『当分、出張販売を休業する』と言っている。遠回しな抗こう議ぎのつもりなのだろう」


「むぅ……」


　かなめと宗介が同時にうなり、腕組みした。


「これは深しん刻こくな食しよく糧りよう問題だ」


　林水は立ち上がると、背を向けて窓の外を眺ながめた。野球部と陸上部が練習にいそしんでいるグラウンドを見下ろして、


「信しん頼らいできる統とう計けいでは、我わが校の弁当自じ給きゆう率りつは約八八パーセント。この数字にはコンビニ弁当の利用者も含ふくまれる。したがって、パンの出張販売に依い存ぞんしている一二〇名の生徒が飢うえることになる。その結果は明らかだ。暴ぼう動どうと略りやく奪だつ、人じん心しんの荒こう廃はい……校内の治ち安あんは一いつ気きに低てい下かすることだろう」


　顔を曇くもらせうなずく宗介。その横でかなめは肩かたを落とす。


「あのー。陣う高ちはアフリカの発はつ展てん途と上じよう国こくですか……？」


「どこだろうと図式は同じだよ。倉そう廩りん実みちて則すなわち礼れい節せつを知る。昼食抜きで殺さつ気き立だった生徒たちが、理性的に行動するとも思えん」


「でも、昼ごはんくらいでそこまで大おお騒さわぎする人なんて……」


　生徒会長の目がきらりと光った。


「そうかね？　しかし私は今日、パンを買うための近道に、自転車置き場の屋根を爆ばく走そうしている女子生徒を見かけたのだが……」


「う……」


　返答に詰つまったかなめには一いち瞥べつもくれず、林水は執しつ務む机づくえの引き出しに手をのばした。中から書類とメモを取り出し、


「そこで。校長と協きよう議ぎした結果、臨りん時じに生徒会が食料の仕入れと販売を行うことになった。資し本ほん金きんは正規の会計から出す。ついては、そのマネージャーを決めなければならないのだが……」


「あたしはイヤですよ」


　さっそく身み構がまえると、宗介が眉み間けんのしわを一いつ層そう深くした。


「千鳥。それは無む責せき任にんが過すぎるのではないか？　事じ故このいきさつを鑑かんがみると──やはりこれは俺おれたちの役目だろう」


　当たり前のように言う。かなめは『がたっ！』と立ち上がると、彼に躍おどりかかるやいなや、その首にスリーパー・ホールドをがっちりと極きめた。


「あ・ん・た！　一人のせいでしょうがっ!!　あんた一人の！」


「うお……」


　宗介の首を容よう赦しやなくギリギリと締しめ付ける彼女を、林水は冷静に眺ながめながら、


「……しかし、千鳥くん。私は目もく撃げき者しやから、『千鳥が相良をけしかけた』と報ほう告こくを受けている。もし君が『自分には一切責任がない』と胸を張はり、身の潔けつ白ぱくを天に誓ちかえるのなら話は別だが……。どうなのだね？」


「うぅ……」


　そう言われてしまうと、『絶ぜつ対たいに自分のせいではない』と言い切れなくなってしまった。宗介を制せい止しできなかった自分に、彼女も少しは負おい目を感じていたのだ。


　彼女はスリーパー・ホールドをやめて、ぐったりとした宗介を放ほうったまま、室内をウロウロした挙あげ句くに、


「……わかりましたよ！　やればいいんでしょ、やれば？」


「けっこう。書類はここだ。仕入れ先のリストもある。それではよろしく」


　茶色いマニラ封ぶう筒とうを、林水が差し出した。





　林水との相談が終わり、宗介とかなめは生徒会室を後にした。


「あー、もう、面めん倒どうくさ……」


「案ずることはない。仕事は俺がやっておこう。君は何もしなくていい」


　飄ひよう々ひようと言う宗介を、かなめは横目でにらみつけた。


「ダメ。あんたに任まかせておいたら、ロクなことにはならないから」


「そんなことはないぞ」


「どうせクソまずい軍用食料とか、得え体たいのしれない変な干し肉くらいしか仕入れないつもりでしょ？　『安いから』とか言って」


「…………。なぜわかった？」


「わかるに決まってるでしょ。ったく」


　宗介はおもむろに腕組みして、


「だが、野や戦せん食しよくがまずいと思うのは間ま違ちがいだぞ。特に米軍のＭＲＥレーションはなかなかのものだ。君にも食べさせたことがあるだろう」


　以前のある昼休みに、かなめは彼が持ってきた米軍の野戦食を、興きよう味みで食べたことがあったのだった。味は──ひどいものだった。


「あのブツ切りになったドロドロのツナ・ヌードル？　あんなの、人間が食べるモンじゃないわよ。ビニール臭くさいし、歯ごたえも変だし。あんなモンばっか食ってるから、兵隊ってのは怒おこりっぽくなって戦争するのよ」


「さすがに、それはないと思うが……」


「とにかく、パンの仕入れや販売はあたしが全部やるから、あんたは黙だまって見てなさい」


「む……」


　二人がそんなやりとりをしていると──


「校長！　私は納なつ得とくできませんぞっ!!」


　廊ろう下かの角の向こうから、野の太ぶとい男の声が聞こえてきた。すたすたと早足で歩く中年女性──校長の後に、大おお柄がらな教師が付き従っている。角刈り、ジャージ姿すがたで、年のころは三〇前後。


　体育科の小こ暮ぐれ一いち郎ろう教きよう諭ゆである。生活指し導どうの担たん当とうでもあり、たいていの生徒から煙けむたがられている人物だった。


「なにからなにまで生徒任せというのは、もはや『自主性の尊そん重ちよう』とは呼びません。単なる野の放ばなし、無む法ほう状じよう態たいです！」


　断だん固こたる口く調ちようの小暮。一方の校長はしかめっ面つらで、


「いいではないですか、昼食の販売くらいなら……」


「いいえ！　そもそも、事じ故この原因は生徒側にあるのをお忘れですか？　それを考えもせず、よりによって飲食物を生徒たちに売らせるなどとは……これは大問題ですぞ！」


「学園祭の延えん長ちようみたいなものですよ。そう目くじらをたてることはないでしょう」


「しかし──」


「これ以上話すことはありません！」


　校長は『議ぎ論ろんはこれまでだ』とばかりに手を振ふり、足早に校長室へと姿を消してしまった。小暮教諭は扉とびらの前に立ち尽つくしたあと、なにか小声で悪あく態たいをついて──はじめてその場に宗介たちがいることに気付いた。


（なんか、こっちを見てるわよ。しかも怒ってる）


　かなめがひそひそささやくと、宗介はむっつり顔のまま、


「そうなのか」


　他ひ人と事ごとのようにつぶやく。その彼に、小暮が大おお股またで近付いてきた。


「これはこれは、相良じゃないか。今日も元気そうだな。とても人ひとりを病院送りにした後には見えないぞ？」


　目いっぱいの皮ひ肉にくをこめて、小暮が言った。


「お褒ほめにあずかり光こう栄えいです、先生」


「……だれも誉めたりなど、しとらん！」


「はっ、先生」


　背せ筋すじを伸ばした宗介を、小暮は鬼おにのような形ぎよう相そうでにらみつけた。


「……ちょうどいい機き会かいだ。ここで言っておくぞ」


　体育教師は人差し指で、宗介の胸を乱らん暴ぼうに小こ突づいた。


「いいか、相良？　おまえや林水のような生徒をのさばらせておくことが、私には我が慢まんならんのだ。まったくおまえらときたら、そこらの不良生徒よりもタチが悪い。礼れい儀ぎ正ただしいフリをして、いつも腹の中では教師をバカにしとる。校長や職員会議の意い向こうには逆らえんが──私は私なりのやり方でプレッシャーを加えていくからな！」


「了りよう解かいしました」


　宗介は直立不ふ動どうで応こたえる。その反応がさらに神経を逆さかなでしたらしく、小暮は肩をぶるぶると震ふるわせた。


「と、とことん馬ば鹿かにしおって……！　いまに見ておれよ！」


「はっ。いまに見ております」


「こ、このっ……！」


　小暮はこめかみに血管を浮うき立たせ、なにかを怒ど鳴なろうと口をぱくぱくさせた。けっきょく罵ののしり言葉が思い付かなかったらしく、きびすを返し、彼はその場をのしのしと立ち去っていく。


　かなめはその後ろ姿を眺めながら、


「やーね。カルシウム不足かしら？　保健体育の先生なのに……」


「いや。小暮先生は指ドリル導・イン教ストラ官クターとしての責せき務むを果たしているだけだ。あの激げつ昂こうぶり。さすがはプロだな」


　これっぽっちの皮肉も交まじえず、宗介は率そつ直ちよくな感想を漏もらした。かなめはその顔をしげしげとのぞきこんで、


「ひょっとしてあんた、実は他人の悪意にものすごい鈍どん感かんだったりしない……？」


「？　なんの話だ？」


「いや、まあいいんだけど……。それにしても、とうとうソースケも小暮のオヤジににらまれたわけねぇ。こりゃ、大変だわ」


　かなめは難むずかしい顔で腕うで組ぐみした。


「そうなのか」


「うん。気を付けた方がいいわよ。あの先生、かなり陰いん険けんなタイプだから。気に入らない生徒がいると体育の時間にナンクセつけて、『連れん帯たい責せき任にんだ！』とか言ってクラス全員に長ちよう距きよ離り走そうさせたりするの。もう最悪」


　それを聞いて宗介は眉まゆをひそめた。


「それのどこが悪いのだ。隊の一員の失しつ態たいは、全員で責任をとるのが常じよう識しきだろう」


「…………」


「クラスが一個の生物として機き能のうし、作戦目標を遂すい行こうできるように教育しているのだ、小暮先生は。立りつ派ぱではないか」


「……本人にそう言ってやったら？　きっと感かん激げきするわよ」


　あきれた声でかなめは言った。





　体育教官室に戻もどった小暮教諭は、自分の椅い子すにどしっと腰を下ろした。


（まったく、気に入らん……）


　この陣代高校に赴ふ任にんしてから二年。


　いまだに小暮一郎は、この学校ののんびりとした校風に馴な染じめずにいた。


　彼が目の仇かたきにしているいくつかの事こと柄がら──飲酒や喫きつ煙えん、服装の乱れ、公共物の破は損そんなど──そうした真ま似ねをする生徒がいたとしても、それらをある程てい度ど容よう認にんしてしまうムードが、この学校にはあるのだ。


　小暮一郎の音おん頭ど取とりではじまった朝の持ち物検査も、ほかの教師たちの熱ねつ意いがなくて、いつのまにやら雲うん散さん霧む消しようしてしまった。


　だからといって、著いちじるしく風ふう紀きが乱れるわけでもない。学区内でやや高めのランクなせいか──入学してくる生徒たちも、比ひ較かく的てきにおっとりしている。


　喫煙くらいはする者もいるが、薬物なんぞに手を出す者はまずいない。その危き険けん性せいを理り解かいするだけの頭があるし、手を出すほどの悩なやみもないからだ。


　だれかが問題を起こしても、みんなの反応はだいたい決まっている。


　──『またあいつか？』、『仕し方かたがないなあ』、『まあ、いいか』。


　たいていこれで納なつ得とくしてしまうのである。教師も生徒も。変な学校である。


　その校風。小暮一郎のような教師はたいして必要とされない世界。


　そうしたイメージを具ぐ現げん化かした存在こそが、相良宗介だった。あれだけ問題を起こしているのに、なぜこの学校の連中は奴やつの存在が我が慢まんできるのか？　自分はぜったい、我慢できないのに。おかしいではないか。


　そんなこんなで、小暮一郎は宗介がひどく気に入らないのだった。


　不ふ機き嫌げん顔がおで缶かんコーヒーをすすっていた小暮に、同どう僚りようの教師が声をかけた。


「聞きましたか、小暮先生？」


「なにをです」


「明日からのパンの販売、あの相良がやることになったそうですよ。まあ、千鳥くんも付いてくれるそうですけど。また問題を起こさないといいんですがねぇ……」


「ほう……」


　それは初耳だった。自分が猛もう反はん対たいしていた、生徒によるパン販売を、相良宗介が担当するとは。これはますますもって──


（気に入らん……！）


　なんとか邪じや魔ましてやりたい。表おもて立だった妨ぼう害がいとまではいかなくとも、なんらかの嫌いやがらせくらいはしてやりたい。校長に咎とがめられないような方法で。


「…………」


　彼はしばらく沈ちん思し黙もつ考こうしてから、なにかぴんと閃ひらめいたように手を打って、陰険な声で小さく笑った。





　翌よく日じつ。二時間目と三時間目に挟はさまれた、ちょっと長めの休み時間。


　校舎の玄関前まで入ってきた軽トラックから、オレンジ色のケースが次々に積つみ下ろされる。運転手のパン屋と宗介が、ひょいひょいと力仕事をしている横には、クリップボードを握にぎったかなめの姿。


　彼女はケースの中にずらりと並ならんだパンを、ざっと数えてから注文書の写しにチェックを入れていく。積つみ下ろしが終わると、かなめは難むずかしい顔でパン屋の青年に質しつ問もんした。


「……焼きそばロールが一二コ足たりなくて、代わりにグラタンロールが一二コ多いみたいだけど？」


　青年はぽりぽりと後頭部を搔かいて、


「あー。それはね、ちょっと手違いがありまして。価か格かくは同じですから、今日はそれでガマンしてもらいたいんですが」


「ふむ……。まあ、いいでしょ。急な発注を強ごう引いんに引き受けさせたのはこっちだし。でも明日からは注文通りにお願いしますよ」


「そりゃあ、もう」


　パン屋の青年はもみ手すり手でニコニコすると、軽トラックに乗って学校を出ていった。


「コッペパンがない」


　ケースの中をのぞきこんで、宗介が言った。


「頼たのまなかったのよ。ほかにも人気のないパンはおしなべて少なめに。売れ残ると大変だから」


「そうか……」


　かなめは、どことなく無む念ねんそうな宗介の様よう子すを見て、


「もしかして、食べたかったの？　コッペパン」


「いや」


　宗介は素そ知しらぬ顔で彼女に背を向け、生徒会室から持って来た防ぼう水すいシートを取り出した。洗せん濯たく機きほどのサイズに積まれたケースの山に、がさがさとシートを被かぶせて重りをのせる。


「これでよし。あとは昼休みに売るだけね」


　かなめがぱんぱんと手をはたく。


「俺たちだけで販売するのか？」


「まさか。何人かに手伝いを頼んであるから。優先的に買える特とく典てんを付けたら、すぐ引き受けてくれたわよ」


　クリップボードを小こ脇わきに挟んで、彼女はとことこと教室に戻っていった。


　しっかりしたものだ、と宗介は思った。手て際ぎわもいいし、そつもない。かなめが生徒会の副会長や学級委員を任まかされるのには、それなりに理由がある、ということか。


　これでは自分がすることなど、なにもない。ただの役立たずだ。


（いや……）


　彼は考え直すと、シートを被せて放ほう置ちしたままのケースを凝ぎよう視しした。





「三人一組でパスの練習！　一〇分やったら練習試合をはじめろ！」


　四時間目の授じゆ業ぎようがはじまり、準じゆん備び体たい操そうが終わると、小暮教諭は生徒たちに告つげた。ジャージ姿の男子たちが、好き勝手に散ちらばってサッカーボールを蹴けりはじめる。


「ちょっと用がある。すぐ戻るからな」


　小暮はそばの生徒に言ってから、グラウンドを後にした。体育教官室に立ち寄よって、自分の机つくえの引き出しから、小さなビニール袋を取り出す。


「小暮先生、お探し物ですか？」


「いえ。ちょっと」


　非ひ番ばんの同どう僚りようの視し線せんを避さけるように、ジャージのポケットに袋ふくろを押おし込み、小暮は正面玄関へと向かった。授業中なので、あたりに人ひと気けはまったくない。


　その玄関の片かた隅すみに、防水シートをかぶったケースがあった。宗介たちが仕入れたパンだ。


　小暮はほくそ笑んだ。まったく、こんな場所に放置するとは、不ぶ用よう心じんにもほどがあるではないか……。


（ひとつ、教きよう訓くんを与あたえてやらんとな……）


　持ってきたビニール袋の中身を確かく認にんすると、思わず邪じや悪あくな笑い声がこぼれた。


　昆こん虫ちゆうの脚。それがおおよそ三〇本ほど。


　実じつ際さいにはペットショップで購こう入にゆうした、鳥の餌えさ用ようのイナゴの脚だったが──ゴキブリの脚にそっくりである。


　これをパンの中に混まぜておけば、たちまち悪あく評ひようが流れることだろう。宗介たちは非ひ難なんされ、パンはまったく売れなくなって、生徒会の予算も大だい打だ撃げき。宗介はもちろん、あの鼻持ちならない林水の面めん子つも丸つぶれだ。


「くっくっく……」


　脚入りのパンを食べる生徒や、パンの製せい造ぞう業ぎよう者しやには気の毒どくだが、運が悪かったと諦あきらめてもらうしかない。ヒ素そやら青せい酸さんやらを混ぜないだけ、感かん謝しやして欲しいくらいだ。


　まさしくテロリストの発はつ想そうであった。


「見ておれよ、相良め……」


　小暮一郎は意い気き込ごむと、ケースにかかった防水シートを手て荒あらに引き剝はがした。





　四時間目が終わる五分前になると、宗介とかなめはその授業の担当教師に許きよ可かを得て、早めに教室を出ていった。


「さーて、これからが大変よ。なにしろ一〇〇人以上が押しかけてくるわけなんだから」


　エプロン片手にかなめが言った。


「俺はなにをすればいい？」


「黙だまって立ってて。だいいち、あんたパンの種類と名前、わかってないでしょ」


「むう……」


　二人が正面玄関に出ると、すでに何人かの女子生徒がパンのケースの前に集まっていた。かなめが頼んだ手伝いの売り子だ。かなめが貸かしを作っておいた運動系クラブの生徒や、生徒会の後こう輩はい。持じ参さんしたエプロンをかけると、なかなか華はなやかでかわいらしい。


　防水シートは、すでにはがしてあった。売り子の一人が、パンの詰つまったケースに手を付けようとしているのを見て──


「触さわるなっ！」


　宗介が鋭するどく叫さけんだ。その女子生徒は、肩をびくりと震ふるわせて手を止める。


「え、なに……!?」


「どしたの、ソースケ？」


「いや。誰だれかがパンを盗ぬすむかもしれんと思ってな。ケースの取っ手に罠わなをしかけておいたのだ」


　宗介はケースの裏うらに置いてあった自動車のバッテリーに手をのばし、クリップ付きのコードを外はずした。そのとなりの小型変へん圧あつ器き──物ぶつ理り室しつからでも調ちよう達たつしてきたのだろう──を突つついてみせて、


「高こう圧あつ電でん流りゆうが流れて、獲え物ものを気き絶ぜつさせる仕し組くみだ。アンペア数が高いので、引っかかれば失しつ神しんするだけでは済すまん。意い識しきを回復した後も、頭痛や嘔おう吐と、動どう悸きや息切れ、倦けん怠たい感かんなどの諸しよ症しよう状じようが──」


「あんたね……」


　かなめがどこからかハリセンを取り出し、宗介の頭をはたき倒たおそうとしたところで。


「しっかり、小暮先生……！」


「いまタクシーが来ますからね。はやく病院に──」


　一同のすぐそばを、数人の教師が通りかかった。青ざめ、ぐったりとした小暮教諭を、二人の体育教師が両りよう脇わきから支えている。


「大だい丈じよう夫ぶですか、先生」


　宗介が声をかけると、小暮はうつろな目で彼を見て、


「う……きさま……」


　それだけ言うと、がっくりと首を折り、そのまま同どう僚りようたちに正門まで運ばれていった。


　かなめと宗介はその様よう子すを見送ってから、


「立ちくらみかしら？　きっとビタミンも不足してるのね……」


「頻ひん繁ぱんに怒ど鳴なる過か酷こくな職しよく務むだからな。過か労ろうかもしれん。気の毒に」


　口々にコメントして、パンを売る仕し度たくに取りかかった。会議室から借りてきた長机の上に、ケースをずらりと並ならべ、小こ銭ぜにやビニール袋などの小物を用意する。


「言い忘れてたけどね。明日っからは、あんなモノしかけちゃダメよ」


「電気トラップのことか。しかし──」


「ダメって言ったらダメ！」


「…………。わかった」


　チャイムが鳴り、やがて生徒が押しかけた。


　すばらしいことに、パンはとどこおりなく順じゆん調ちように売れ、その味も好こう評ひようだった。





　その翌よく日じつ。


　高圧電流のダメージも完全に癒いえず、ふらふらになりながら出しゆつ勤きんしてきた小暮は、なんとか三時間目までの授業を消しよう化かした。


　体育教官室の自分の机に突つっ伏ぷして、げっそりとした声をもらす。


「ぬう……」


　まさか、あんな悪質な罠がしかけてあるとは。なんと卑ひ劣れつな男だろう……!?　自分はただ、虫の脚をパンに混まぜてやろうとしただけなのに……！


　四時間目開始のチャイムが鳴ると、同僚の体育教師たちは教官室を出ていった。小暮はこの日、この時間は休みである。


　校内が静まり返ってから二〇分ほど待ち、彼は重たげに立ち上がった。用意しておいた紙袋を持って、正面玄関へと向かう。


　きのうと同様、二時間目の後に運び込まれたパンのケースが、防水シートを被って放置してあった。


「相良め……今日は違うぞ」


　つぶやくと、小暮は紙袋から二枚重ねのゴム手袋を取り出し、両手に装そう着ちやくした。絶ぜつ縁えん体たいで防ぼう護ごすれば、電気の罠など物の数ではない。これでパンに細さい工くができる。


　彼はポケットから取り出した小こ瓶びんの中身を確かく認にんした。


　白い粉ふん末まつ。下げ剤ざいの錠じよう剤ざいを砕くだいたものである。虫の脚など生なまぬるい、と考え直して用意したのだ。


　これを食らえば、腹はらをくだした生徒たちが騒さわぎたて、ほとんど食中毒に近い騒ぎになるはずだ。生徒会への校長の信用は失しつ墜ついし、宗介たちもさぞや肩かた身みの狭せまい思いをすることだろう。


「ふふ。覚かく悟ごしろよ……」


　陰いん湿しつに笑うと、小暮はケースにかかった防水シートを引き剝はがした。





　またも四時間目が終わる五分前、宗介とかなめは担当教師に断ことわりを入れ、早めに教室を出ていった。


　その数学教師はいい顔をしなかったが、結局は『行きなさい』と言ってくれた。職員会議かなにかで、校長からのお墨すみ付つきが出たおかげだ。


「さあ、今日もじゃんじゃん売るわよ！」


　かなめが威い勢せいのいい声を出す。仕事を押し付けられたときは、ひどく消しよう極きよく的てきだったのだが、いまはやる気充じゆう分ぶん、といった調ちよう子しだ。


「楽しそうだな」


「ん？　そーね。けっこう向いてるのかな、こういう仕事」


　正面玄関まで来ると、今日はまだだれも来ていなかった。二人が一番乗りだ。


「む……」


　ケースにかけてあったはずの防水シートがはがれているのを見て、宗介が眉まゆをひそめた。その様子に気付いたかなめが、


「どしたの？　あ……シートが。風で飛んだのかな」


「わからん。盗とう難なんはされてないようだが」


　言いながら、宗介はケースの一番上の段に取り付けてあった、濃のう緑りよく色しよくの小さなボンベを手に取った。


「なによ、これ」


「高圧電流を禁きんじられたので、別の罠をしかけておいたのだ」


「…………」


「防水シートをはがすと、このボンベから催さい涙るいガスが一定の量、噴ふき出すように細工しておいた。アダムサイトやＤＭなどと呼ばれる擾じよう乱らん剤ざいだ。目や鼻、喉のどに激はげしい痛みを与え、さらには呼こ吸きゆう困こん難なん、頭痛や吐はき気などの症しよう状じようを──」


「あんたね……」


　かなめがどこからかハリセンを取り出し、宗介の頭をはたき倒そうとすると。


「しっかり、小暮先生……！」


「もうすぐタクシーが来ます。安心してくださいね……！」


　二人の同僚に引きずられるようにして、小暮教諭が彼らのそばを通りかかった。目と鼻を真まっ赤かに腫はらし、涙なみだと鼻水で顔をくしゃくしゃにして、今日もぐったりしている。


「先生。どうしましたか」


　宗介が声をかけると、小暮は苦しげに顔をあげて、


「お、おのれ……」


　それだけ言うと、がっくりとうなだれ、ずるずると正門へ運ばれていった。


　二人はそれを見送ってから、それぞれ感想を述のべた。


「花か症ふん粉しようかしら？　重症の人って、大変らしいのよねぇ……」


「アレルギー性鼻び炎えんの一種だな。持じ病びようをおして出勤してくるとは……やはり小暮先生は立りつ派ぱだ」


　気を取り直して、いそいそと店を広げにかかる。手伝いの生徒たちもやって来て、それぞれ仕し度たくをはじめた。


　かなめはエプロンを着けながら、


「……あ、そうそう。明日からは、そのアダムなんとかってのも禁止よ。電気とかガスとか、そーいうのを仕し掛かけるのはやめなさい」


　宗介は眉み間けんにしわを寄せた。


「しかし、盗とう難なん防ぼう止しを考えれば──」


「ダメだって言ってるでしょ。とにかく、罠の類たぐいは一いつ切さい、ダメ！」


「…………。わかった」


　そこまで言うなら仕方がない。もう罠を仕掛けるのはやめよう、と宗介は思った。


　ほどなく昼休みがはじまり、腹を空すかせた生徒たちが、わっと押し寄せる。


　その日もパンは順じゆん調ちように売れて、クレームの類いは一切なかった。





　さらにその翌日。


　ほとんど一ひと晩ばん中じゆう、頭痛やら咳せきやらに悩まされた小暮教諭は、げっそりした顔で学校に出勤することになった。


（相良め……！）


　電気の次は催涙ガス。なんと陰いん湿しつな……なんとたちの悪い男なのだろう……？　被ひ害がい者しやの気持ちを考えたことがあるのだろうか!?　自分はただ、生徒たちのパンに下剤を仕し込こもうとしただけなのに……！


（もう許さんぞ……絶対に許さん！）


　などと、小暮一郎は身み勝がつ手てな復ふく讐しゆう心しんに燃えるのだった。


　四時間目の授業が始まると、彼は担当のクラスの生徒たちに怒ど鳴なりつけた。


「校庭を二〇周！　サボる奴がいたら、さらに一〇周追加だ！」


　悲鳴に近い声を背にして、小暮はグラウンドを後にした。体育教官室に寄って、自分のバッグを携たずさえて、パンの待つ正面玄関へと向かう。


　彼は二枚重ねのゴム手袋を着け、防毒用のガスマスクを装着した。きのうの夕方、無む理りをおして街まちのミリタリー店まで出かけて買った品である。


（さらに……！）


　ほかの罠に備そなえて、ついでに買ってきた防弾ベストとヘルメットを着ける。対たい閃せん光こう用ようのサングラスまでかける念ねんの入れようだ。これならば、爆ばく弾だんでも仕掛けてない限りは、まず問題ない。


（ふふっ……完かん璧ぺきだ……！）


　完全防ぼう備びで身を固めた小暮は、紙袋から弾ヽ薬ヽを取り出した。


　裁さい縫ほう用ようの針はりを二〇本。もうこうなったら、これくらいの打だ撃げきは与えてやらねば気が済まない。かてて加えて、きのう、おとといと使えなかった虫の脚と下剤も用意する。


「全部！　ブチ込んでくれるわ……！」


　ほとんど病的な声でつぶやくと、無む造ぞう作さに防水シートを引き剝がす。


　罠はなかった。


　続いて一番上のケースの蓋ふたを外す。


　ここにも、罠はなかった。


　無む防ぼう備びなまま、カスタードパンがその姿をさらしている。


（はて……？）


　すこし拍ひよう子し抜ぬけしながらも、小暮は裁さい縫ほう針ばりを一本、手にとった。一度、ごくりと唾つばを飲み込んでから、カスタードパンの一つに針をぶすりと突き立て押し込む。


　問題なし。成せい功こうだ。


　心ここ地ちよい達たつ成せい感かんが彼の心に押し寄せた。暗い情熱が胸を焦こがす。


（どうだ、相良……!?　貴き様さまはこれで、おしまいだ！）


　もはや自分が見えていない。哄こう笑しようをあげ、さらにもう一本。その隣となりにも、もう一本。


「ふははっ……食らえ！」


「もしもし」


「このっ、このっ！　どうだっ!?」


「ちょっと」


「思い知ったか！　食ら……え？」


　ふと顔を上げると、すぐそばにスーツ姿の中年女性が立っていた。


　校長である。


　彼女は青ざめた顔で、目を丸くし、まっすぐに小暮を凝ぎよう視ししていた。


「……小暮先生。あなた、いったいなにをしてるんです……!?」


「は？　あの。いえ、その……」


　彼はもっともらしい、正当な事情をひねり出そうと、必死に頭を絞しぼった。


　しかし。


　ゴム手袋とガスマスク、防ぼう弾だんベストとヘルメットを着け、一いつ心しん不ふ乱らんで生徒たちのパンに裁縫針を押し込んでいた男の事情──


　そんなものが、あるわけなかった。





　ハナマルパンが出張販売に復ふつ帰きしたのは、かなめたちがパンの販売をはじめてから一〇日後のことだった。


　その間、かなめと宗介は、つつがなくパンを売り続け、いくばくかの利り潤じゆんを生み出すことにさえ成功した。四日目からは宗介も仕事を覚え、かなめの負ふ担たんも軽けい減げんされた。


「いやまったく！」


　出張販売が再開した日の昼休み。かなめが大変な上じよう機き嫌げんで言った。


「今回は無ぶ難なんに終わったわねぇ。ソースケがパンを吹き飛ばしたりするんじゃないかって、最初は心配してたけど。よかった、よかった！」


「まったくだ。俺も安全面以外で貢こう献けんできて満足している」


　宗介はこくこくとうなずく。


　そのおり、教室にクラスメイトの常と盤きわ恭きよう子こが駆かけ込んできた。


「ねえねえ、ニュースニュース！」


「どしたの？」


「小暮先生、先週からずっと休んでたでしょ？　それがね、このまま休きゆう職しよくするんだって！」


　知らせを聞いて、二人は顔を見あわせた。


「やっぱり、病気かしら」


「おそらくは……。先週もひどく体調を崩していたようだからな」


「こわいわねぇ……」


「残ざん念ねんだ。立派な先生だったのだが……」


　宗介は珍めずらしくしんみりつぶやいて、手にしたコッペパンをぱくりとかじった。







〈すれ違いのホスティリティ　おわり〉


















　大だい迷めい惑わくのスーサイド










　放ほう課か後ごのグラウンド。


　野球のバッターボックスに、相さ良がら宗そう介すけが突つっ立っている。


　むっつり顔にへの字口。詰つめ襟えりを脱ぬいだ、ワイシャツ姿すがただ。なぜか彼はバットを持たず、そばにはキャッチャーもいない。


　宗介が厳きびしい目を向けるマウンド上には、同じクラスの男子生徒、小お野の寺でら孝こう太た郎ろうが立つ。スポーツ刈がりに、がっしりとした体つき。こちらもなぜかミットは持たず、両手に山ほどのボールを抱かかえている。


「おー。行くぞ、相良ぁ！」


「いつでも来い」


　宗介が応おうじる。小野寺は一度、大きく息を吸すい込んでから、両手いっぱいの軟なん球きゆうを、まとめて空高く放ほうり投げた。


　瞬しゆん転てん──


　宗介は腰こしの後ろのホルスターから、黒い自じ動どう拳けん銃じゆうを引き抜ぬき、小野寺の頭上に銃じゆう口こうを向けた。


　照しよう準じゆん。放ほう物ぶつ線せんの頂ちよう点てんにさしかかった六つのボールめがけて──


　たん、たたたん、たたんっ！


　銃じゆう弾だんに射い抜ぬかれ、すべてのボールが空中ではじけた。四し散さんしたゴムが、ぱらぱらと地面に降ふりそそぐ。それを見ていた八名あまりの男子生徒たちが、一いつ斉せいに嘆たん声せいをあげた。


「おお～～。スゲえ！」


「全部だぞ、全部っ!?」


「オレの勝ちだ。よこせ、三〇〇円」


「くそっ……一コくらい外はずせよなっ！」


　盛もり上がる生徒たち。マウンドを降おりてきた小野寺が、しきりにうなずいて宗介の銃を見た。


「しっかし、すごい威い力りよくだな。どういう改かい造ぞうしてるんだ？」


「レーザー・サイトは内ない蔵ぞうしているが、いまは使わなかった。ほかは摩ま耗もうした部品を交こう換かんしただけだ」


　淡たん々たんと答えて、宗介は銃をしまった。


　宗介の拳銃はオーストリア製せいの９ミリ・オートで、『グロック19』という。プラスティック製フレーム拳銃の先さき駆がけとなった、その筋すじでは有ゆう名めいな『グロック17』を短くしたバージョンだ。


　短いぶん、持ち歩くには都つ合ごうがいいが──特とく別べつに精せい度どがいいわけでも、威い力りよくがあるわけでもない。ほとんどカスタムもしていない、平へい凡ぼんな量りよう産さん品ひんだ。市し販はんされている超ちよう小こ型がたのレーザー照しよう準じゆん器き（日本でも入手は容よう易いである）を仕し込こんであるが、実じつ際さいに撃うつときは使わない。レーザー照準器は、別の目的で使うのだ。


「俺も欲しいなー。それ、いくら？」


「おおよそ一〇万円といったところか」


「高いなぁ……本物みたいじゃん。やっぱ、いらねえや」


　宗介が海外の戦場で育ち、平和な日本での常じよう識しきがまるでないことは、よく知られていた。しかし、いまだにほとんどの生徒たちは、宗介の銃を改かい造ぞうモデルガンの類たぐいだと思い込んでいる。


「ねえ、みんな。遊んでばっかりいないで、もうちょっと練習とかしようよ」


　風かざ間ま信しん二じが、あきれたように言った。小こ柄がらでおとなしい容よう貌ぼうの少年だ。


「せっかくグラウンド借りてるのに。球きゆう技ぎ大会まであと二日なんだよ？」


　球技大会。


　あさってに催もよおされる、陣じん代だい高校の行ぎよう事じの一つである。その練習のためにここ数日、体たい育いく系けいクラブはグラウンドや体たい育いく館かんを、一いつ般ぱん生徒に譲ゆずっているのだった。


　盛り上がっているクラスもあれば、まるでやる気のないクラスもある。宗介や小野寺、風間たちは、『野球部門（男子）』に出場する二年四組の代表チームであり──熱ねつ意いがゼロの集団だった。


「でもなぁ……」


「練習なんて、タルいじゃん」


「そうそう。一回戦でとっとと負けて、あとは屋おく上じようでウノでもやってようよ」


「だいたい風間。おめーが一番ヘタクソなんだろーが」


　口々に言うクラスメイトたち。信二がうろたえ、助けを求めるように小野寺を見ると、彼は肩をすくめるだけだった。


「まあ仕し方かたないさ。一回戦から、野球部員の多い七組と当たるんだからなぁ……。練習しても無む駄だだって」


「まあ、そうかもしれないけど……」


「その点、うちの女子は違ちがうよな。なあ、相良？」


「そのようだ」


　宗介は答えて、グラウンドの向こうの体育館に目を向けた。


「千ち鳥どりはやる気になっている」





　その体たい育いく館かんで──


　体たい操そう服ふく姿すがたの千鳥かなめは、チームメイトと激はげしい特とつ訓くんを繰くり広げていた。


　リボンで結ゆわえた長い黒くろ髪かみを振ふり乱みだし、かなめは鋭するどく叫さけぶ。


「はい！　そこでバック・チェンジするように見せかけ、いきなり猫ねこだまし！　ボールはぽとりと後ろに落として、ころころ～っと！」


　バスケットボールのコートの中で、かなめを含ふくめた五人の女子生徒が、ダンスのように走り回る。動きは激しい。だが、同時に妙みようでもある。


　見えない敵てきをあざ笑うようにステップしたり、相手チームの短パンをひきずり下ろす真ま似ねをしたり。いきなりボールをシャツの中にねじ込んで、身み重おもな妊にん婦ぷの真似をしたり。


　はた目には、真ま面じ目めに練習しているようには見えないのだ。


「よしよし、いいわよ……。あたしがパスを受け取ったら、無む意い味みだけどカッコいい、クロスオーバー・ドリブルをこうやってキメるから──」


　などと説せつ明めいしながら、彼女はボールを何度も股また下したに潜くぐり抜ぬけさせる、激しいドリブルをやってみせる。


　どこどこどこどこどこっ！


　体育館にボールの跳はねる音が響ひびき渡わたった。


「観かん客きやくや相手チームが、あたしのテクに見とれながらも、だんだんと飽あきてきた頃ころ合あいをみてね？　そこでキョーコが予よ備びのボールを持ってきて──」


　チームの一人の常と盤きわ恭きよう子こが、コートの外に置いてあったボールを拾ひろってかなめに近付いてくる。


「後ろから、ボールをあたしに『ばしっ！』とぶつける！」


「えいっ」


　言われた通りに、恭子はかなめのお尻しりにボールを投げつけた。ぽてっ、とボールがぶつかって、力なくころころと転ころがっていく。


　そのまま棒ぼう立だちした彼女を見て、かなめはドリブルをやめ、前まえ髪がみをくしゃくしゃと搔かいた。まるで芸げい術じゆつ家か肌はだの映画監かん督とくみたいに。


「ちがーう!!　そこは……ツッコミなのよ、ツッコミ！　もっとはげしく、悪意をこめて投げる！　そのあとに、こう、できるだけ……ひょうきんな（死し語ご）リアクションを見せて！」


「どんな？」


「なんてのか、『えーん、ミスっちゃった』とか、『ごめんね、テヘ[image: ]』とか、そういう感じの仕し草ぐさ！」


「うわ。それは……なんか、痛すぎるよ」


　恭子が露ろ骨こつにイヤそうな顔をする。


「この場合のキョーコのキャラ立ちは『かわいこぶりっ子（古こ代だい精せい霊れい語ご）』でいいのっ！　そうした方が、一部の観かん客きやくにアピールできるんだからっ！　自分の姿を鏡かがみで見なさい、鏡で！」


　あまりにもあまりな言い草だったが、恭子は怒おこった様よう子すも見せず、自分のおさげ髪と、愛あい敬きようたっぷりの丸メガネを両手で触さわった。


「うー……。そのノリはわかるような気もするけど。……でも、なんで球技大会でそこまでしなくちゃならないの？　普ふ通つうにやっても勝てるのに」


　かなめはもちろん、ほかの面めん子つも運動の得とく意いな者が揃そろっている（恭子だけは並なみだが）。ありていにいって、かなめのチームは今回の優ゆう勝しよう候こう補ほでさえあるのだ。


　恭子の疑ぎ問もんに、かなめは『ムキーッ』となって、ぷんぷん湯ゆ気げを噴ふき出して、


「だってみんな、チームが決まったときに、『どうせやるなら、楽しくしよう』って言ったじゃないー！」


「まあ、たしかに言ったけど……」


「観客を楽しませる芸を磨みがくには、血と汗あせの代だい償しようが不ふ可か欠けつなのよっ!?　人を笑わせる小説家が、どれくらいワープロの前で苦しんでるか、考えたことあるの、あんたたちはっ!?」


「なんか、カナちゃん、変なこと言ってる……」


　イベント前のかなめは、いつも異い常じようにテンションが高くなる。ともすれば周りが見えなくなり、一人で突っ走り過ぎることもしばしばなのだ。


「でもねぇ……。わざわざ、ドジやったり反はん則そくしたり」


「見み世せ物ものみたいなマネするなんて、スポーツマン・シップに反するんじゃない？」


「こーいうの、邪じや道どうだよね」


　チームメイトたちは口々にぶーぶーと言った。


「なにが邪道かっ！」


　かなめは四人を一いつ喝かつした。


「七〇年もの歴史を持つ、ハーレム・グローブ・トロッターズを知らないのっ!?　アメリカン・ショーバスケットの最さい高こう峰ほうよ!?　観客を笑わせ妙みよう技ぎを披ひ露ろう。それでいてきっちり勝利する。ブルズなんかより、よっぽど子供に夢を与あたえてるチームなんだから。あたしたちが目め指ざすべきは、そういうアレなのよ、アレ！　エンターテインメント！」


　渾こん身しんの力りき説せつ。ただし、そのチームのテクニックや実力は、かなめたちの百億万倍に相そう当とうする。


　こめかみを押おさえる恭子たちの前で、かなめはうっとりと天てん井じようを仰あおいだ。


「昔、トロッターズの試合を見に行った時なんか。憧あこがれのマニー・ジャクソン様に握あく手しゆしてもらって、サインまでもらって。嬉うれしかったなあ……ふふふ」


「始まったわ……このバカ」


「スポーツおたくだね……」


　そのおり、となりのコートから、女の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。


「──何回言わせるのっ!?　そんなヘナヘナなパスじゃ、敵にボールをあげてるようなものでしょっ!?」


「…………？」


　見ると、そちらのコートでは二年二組のチームが練習をしているところだった。


　怒鳴ったのは、リーダー格かくと思おぼしき長身の少女。怒鳴られたのは、もたもたとボールを拾ひろう小こ柄がらな少女で──


「お、ミズキ……」


　かなめは小柄な方の名前をつぶやいた。


　セミロングの髪で、顔つきはあどけなく、同時に気が強そうに見える。背せ丈たけは恭子よりやや高い程てい度どだが、出るとこは出ているトランジスタ・グラマー。


　その少女──稲いな葉ば瑞みず樹きは、半分涙なみだ目めになりながらも、きっと相手をにらみ上げていた。


「なによ、その目は？　あなたがチームの足を引ひっ張ぱるから、こうして鍛きたえてあげてるんじゃない」


「…………」


「そう。じゃあ、知らない。壁かべを相手に座すわってチェスト・パス。一人でやってなさい」


　冷たく言うと、リーダー格の少女は瑞樹に背を向け、ほかのチームメイトたちへの指し導どうをはじめた。


　瑞樹は何も言わずにコートを離はなれ、壁に向かって座ると、一人でパスの練習をはじめた。ボールを投げて、跳はね返ってきたところをキャッチする。その繰くり返しだ。


「なに見てんのよ」


　かなめの視し線せんに気付いて、瑞樹が顔をぶすっとさせた。かなめはとことこと歩いていって、彼女のそばにしゃがみこむ。


「あたしがパスの相手しよっか？」


　かなめの言葉を聞いて、案あんの定じよう、瑞樹は怒いかりをあらわにした。


「なによ、あんた……!?　同情なんか──」


「冗じよう談だんよ、冗談」


　にこりともせずかなめが言うと、瑞樹はさらに激げつ昂こうしかけて──やおら、ふっと肩の力を抜いた。とろんとした横目でかなめを見やってから、ボールを壁に投げつける。


「ったく……。カナメと話してると、妙に調ちよう子しが狂くるうのよね」


「あんたが頑がん固こなだけだってば」


　かなめの指し摘てきはおおむね正しかった。


　プライドが高く、かたくなな性た質ちで、しかもしばしば陰いん険けんな真似をするせいか、瑞樹にはあまり友達がいない。


　そんな瑞樹と明あけ透すけな態たい度どで付き合えるのは、校内ではかなめくらいのものだった。


「……球技大会なんか大だい嫌きらい。野や蛮ばんなスポーツで優ゆう劣れつを競きそうなんて、バカのすることよ」


　パスの練習を続けながら、瑞樹はぶつぶつとこぼした。


「んー。まあ、苦にが手てな人は適てき当とうに楽しんでればいいんじゃないの？」


「楽しめるわけないでしょ？　やりたい奴やつだけ、やってればいいのに」


「あたしもマラソン大会のときは、そう思うわねー……」


「つぶしてやりたいわ。校こう舎しやとか体育館に火でもつけてやるのよ」


「こらこら……」


　そこで先せん刻こくのリーダー格の女子が、かなめを指差して叫んだ。


「ちょっと、そこっ！　千鳥さんだったっけ？　練習の邪じや魔まをしないでくれる？」


「んん……？」


　かなめはその相手を知っていた。女子バスケ部の副部長をしている、東し海よう林じ未み亜あという生徒だ。背せ丈たけはかなめよりもさらに高く、髪は活かつ動どう的てきなショートカット。


　去年の球技大会──やはりバスケの試合だった──で、彼女は未亜と対戦したことがある。結果はかなめ側がわの勝利だった。洗せん練れんされたプレイにこだわる未亜のチームに対し、かなめのチームは『しょせんはガッコの球技大会』とたかをくくって、相そう当とうにラフでダーティなプレイをしたためだ（かなめは毒どく霧きりと栓せん抜ぬきまで用意していたのだが、さすがに使う機き会かいはなかった）。


　その敗はい北ぼくがひどくプライドを傷付けたらしく、以い来らい、東海林未亜はかなめを見かけると必ず不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする。最悪の別れ方をした元カレと、ばったり再会したような、そういう顔だ。今がまさしくその状じよう態たいだった。


「はいはい、これは失礼しました。……そんじゃね、ミズキ」


　かなめが立ち去ろうとすると、その背せ中なかに向かって、未亜が吐はき捨てるように言った。


「……しょせんは球技大会だけど。チャラチャラ練習してるの見てると、目め障ざわりで鬱うつ陶とうしいのよね」


「む……」


「恥はずかしくないのかしら、バカ丸出しで」


　そこまで言われると、かなめもカチンときた。彼女はぴたりと立ち止まり、


「ふっ。そのバカ丸出しどもに、みじめな敗北を喫きつするのよ。あんたたちは」


「なんですって……？」


　未亜が語ご気きを強めると、かなめは邪じや悪あくなテロリストのように笑った。


　すでに勝負は始まっている。これはいわば心しん理り戦せんなのだ。なるべく相手の怒りをあおるなり、逆ぎやくに怯おびえさせるなりしなければならない。ヘビー級のボクシングやらで、対戦者二人が同席する記者会見と同じである。


　こんなヤツ、メじゃねぇ。ぶっつぶしてやるぜぇ！


「去年の倍の屈くつ辱じよくを覚かく悟ごすることね。散さん々ざんからかい尽つくしたあげく、地じ獄ごくに叩たたき落としてくれるわ。うちの優勝に華はなを添そえる、あわれなピエロの運命をまっとうしてもらうわよ。くっくっく……」


　未亜は一いつ瞬しゆん、うろたえたものの、


「じょ……上等じゃないのっ!?　そっちこそほえ面づらかくんじゃないわよっ！」


「ふ……はっはっはっ！」


　かなめはそれを相手にもせず、大おお股またで自分のコートに戻っていった。





　その翌よく日じつ──つまり球技大会の前日。


　昼休みになると、生徒会長の校内放送が、かなめと宗介を呼び出した。


　かなめは生徒会の副会長。かたや宗介は『安全保ほ障しよう問もん題だい担たん当とう・生徒会長補ほ佐さ官かん』という怪あやしい役やく職しよくである。


「……ったく、バスケの練習したいのに」


　ぼやきつつ、かなめは生徒会室に向かった。無む言ごんで付いて来る宗介をちらりと見て、


「そういや、ソースケは野球のチームだったよね。ポジションはどこやるの？」


「守しゆ備びのことか？」


「そーよ」


「最さい前ぜん線せんだ。風間から『敵の進しん撃げきを、最初に阻そ止しする重要な拠きよ点てんだ』と聞いている」


　かなめは三秒ほど黙もつ考こうした。


「それ、もしかしてファーストのこと？」


「そうとも言うらしいな」


「……大だい丈じよう夫ぶなのかしらね。ランナーを撃うったり殴なぐったりしたらダメよ？」


　宗介はわずかに心しん外がいそうな顔をした。


「俺おれはそこまで馬ば鹿かではない。敵への直ちよく接せつ的てき暴ぼう力りよくは、ルールで禁きんじられている」


「ほほう。わかってるじゃないの」


「うむ。だから敵の予よ想そう進しん撃げきルート──つまり一いち塁るい線せん上じように、複ふく数すうの地じ雷らいを埋まい設せつしようかと思っている。敵は必ずそこを通るからな」


「…………」


　ヒットを打っては、一塁の手前であえなく爆ばく死ししていく選せん手しゆたちの姿すがたを、彼女は漠ばく然ぜんと想像した。


「問題は敵がイラン軍式に人じん海かい戦せん術じゆつをとった場合だ。敵チームの全員──九名が、まとめて一塁へと殺さつ到とうしてきたら──地雷だけでは支えきれない。なにかうまい方法があればいいのだが……」


　真しん剣けんに考え込む宗介の横顔を、かなめは絶ぜつ望ぼう的てきな目で眺ながめた。


「？　どうかしたか？」


「いや……。確たしかにルールには書いてないけど、地雷も禁きん止しよ？」


　宗介はすこしの間、沈ちん黙もくした。


「火薬を減へらし、殺さつ傷しよう力りよくを抑おさえるつもりだが。それでも──」


「ダメに決まってるでしょっ!?」


「むう……」


　そうこう言っているうちに、二人は生徒会室に着く。扉とびらを開けて中に入ると、部屋には生徒会長の林はやし水みず一人しかいなかった。


「あれ？　センパイだけなんですか？」


「そうだ。重要な相談なのでね」


　林水が答えた。オールバックに真しん鍮ちゆうフレームの眼め鏡がね。怜れい悧りな容よう貌ぼうの青年である。


「副会長と補佐官には、話しておいた方が良いと考えたのだ。まあ、座すわりたまえ」


　二人が適てき当とうな椅い子すに腰こし掛かけると、生徒会長は用件を切り出した。


「実は明日の球技大会が、中止されることになった。校長が決定し、今日のホームルームで公表されることになる」


「ふむふむ。……………………は？」


　かなめはしばらくの間、相手の言葉を理り解かいできないままでいた。


「聞こえなかったかね？　球ヽ技ヽ大ヽ会ヽがヽ、中ヽ止ヽにヽなヽるヽのヽだヽ」


　中止。球技大会が。前から楽しみにしていた球技大会が──


「…………なんですって!?　中止？　そんな、どうして!?　理由はっ!?」


　かなめは思わず立ち上がり、目の前の机を『ばんっ！』と叩たたいた。林水はその剣けん幕まくに動じることもなく、ワープロ文書が印いん刷さつされた、一枚のコピー紙を差し出した。


「これを読みたまえ。昨さく日じつ、生徒会室と校長室、それから職しよく員いん室しつにファックスで送られてきたものだ」


「どれ……!?」


　かなめが受け取り、宗介がそれを横からのぞきこんだ。





《球技大会の関係者の人へ


　──わたしは二年生の女子です。小さいころから運動が苦にが手てで、いつも周りのクラスメイトからバカにされてきました。体育祭とかマラソン大会とか。そういう行事が来るたびに、頭痛や胃痛に悩なやまされています。休みたいけど、わたしのチームの人が怒るし、親が絶対許さないので、休めません。


　もう死にたいです。


　どうか球技大会を中止してください。そうしないと、わたし死ぬかもしれません。


　わがままですみません。でも、おねがいします。わたし死んじゃいます》


　


　読み終えるやいなや──


　かなめはその紙を『ずぐしゃっ!!』と握にぎりつぶすと、『どびしっ！』と床ゆかに叩き付け、『どたたたっ！』と踏ふみつけまくった。さらにそれを蹴けり上げて、秒間一六発もの手しゆ刀とうを繰くり出し、空中で八やつ裂ざきにした。


「っ……」


　それでも気が済すまず、彼女は部屋の備び品ひんのライターとオイルスプレーを手に取って、それを即そく席せきの火か炎えん放ほう射しや器きとし、床に散ちらばった紙片を──怒いかりの炎ほのおで焼き尽くした。


「あたしがっ！　引いん導どうを渡してやるわっ!!」


　めらめらと燃え上がる紙片の中に仁に王おう立だちして、かなめは猛たけり狂くるった。


「…………」


　一方の宗介と林水は、落ち着いた物もの腰ごしで立ち上がると、それぞれ近くの窓と扉を開けた。二人はそこらのファイルケースで、ぱたぱたと部屋から煙けむりを追い出しにかかる。
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「程てい度どの差はさておき──」


　淡たん々たんと換かん気きを続けながら、林水が言った。


「君の憤いきどおりは理解できる。言うならば、これは自みずからの命を人ひと質じちにしたテロリズムだからな。だが校長は万一を考え、この文書の要よう求きゆうを呑のむと言っている」


　かなめは額ひたいに青あお筋すじを立てた。


「こんなの取り合ってたら、キリがないじゃないですかっ!?」


「その意見もよくわかる。だが、もしこの人物が、本当に精せい神しん的てきに追いつめられているとしたら？　そして、われわれがこの文書を無む視しした結果、彼女の遺い体たいが明あ日すにでも発見されたとしたら？　果たして、彼女の死の責任をだれがとるのかね？」


「う……。そ、それは……」


「校長か、あるいは私か。彼女の両親か。クラスメイトか。それともこの社会か。いったい、だれの責任だと思う？」


　かなめは答えに詰つまる。すると林水は宗介を見て、目線で『君はどう思うかね？』と告げた。


「その女の責任です」


　あっさりと宗介は答えた。


「その通り。当たり前の話だ。だが、われわれはしばしば、その道どう理りを忘れてしまう。千鳥くん、ちょうどいまの君のようにな」


「むー……」


　ことこうした問題については、宗介の方がよほど常じよう識しきがある。かなめはそれに気付いて、ばつの悪い気分になった。


「相良くん。もちろん自分の人ライ生フは自分で面めん倒どうを見るしかないのだが、『そうではない』という幻げん想そうが不ヽ健ヽ全ヽなヽまヽでヽにヽ肥ひ大だい化かしているのだよ、こヽこヽでは。あの校長が要求を呑んだのも、無む理りからぬことなのだ」


　なにやらディープな話だった。林水が小こ難むずかしいことを言うのはいつものことだが、かなめにはなぜか、彼が怒っているように思えた。普ふ段だんと同じ、物もの静しずかな容よう貌ぼうなのだが。


　たぶん、気のせいだろう。


「ですが、自分には納なつ得とくできません」


　やおら宗介が強い調ちよう子しで言った。


「たとえどのような形にせよ、脅きよう迫はくは脅迫です。一度テロリストに譲じよう歩ほしてしまえば、相手はどこまでも付け込んでくるでしょう。その女は、見つけ出して射しや殺さつすべきです」


　すぱんっ！


　かなめの手の中に、いつのまにか出しゆつ現げんしていたハリセンが、宗介の頭にヒットした。


「なかなか痛いぞ」


「……やかましいっ！　あんた、実は全っ然、話が見えてないでしょ!?」


「むう……」


　腕うで組ぐみして考え込む宗介を放ほう置ちして、かなめはすがるような目を林水に向けた。


「どうにかならないんですか？　こんな形で中止だなんて……」


「いや。まだそうと決まったわけではない。問題の生徒を見付け出し、自殺の心配が無なくなれば──おのずと中止の決定も翻ひるがえされることだろう。校長の言げん質ちもとってある」


「あたし、探しますっ！」


　かなめは即そく答とうした。


「二年生で、運動の苦手な女子でしょ？　それだったらかなり絞しぼり込めるし」


「文書の通りだったら、の話だがね。それに──君が反はん感かんを買うことになるよ」


「構かまいません、やります。とにかく……こんなバカな理由で大会が中止だなんて、絶対に許せませんから……！　それじゃ！」


　かなめはすぐさま、生徒会室を飛び出していった。





　かなめが出ていくと、部屋には宗介と林水の二人だけが残された。


「しかし、会長閣かつ下か。千鳥がいくら嗅かぎまわっても、相手が愉ゆ快かい犯はんだった場合は、とうてい見付からないのでは？」


　釈しやく然ぜんとしない様子で、宗介がたずねた。


「その点にぬかりはない。少々、陳ちん腐ぷではあるが……こういうものを作った」


　林水は自じ嘲ちよう気ぎ味みに言うと、新たなコピー紙を差し出す。そこには同じくワープロで、短い文章が印刷してあった。





《球技大会の関係者の人へ


　──あれから色々と考えてみて、自分が馬ば鹿かだったと悟さとりました。


　迷めい惑わくかけてすみません。死んだりなんかしませんから、中止のお願いは忘れてください。本当にすみませんでした》





「なるほど、偽ぎ造ぞう文書ですか」


「うむ。敵の匿とく名めい性せいを逆さか手てにとるわけだよ。最悪の場合は、これを校長室と職員室に送り付ける。彼らを欺あざむくことにはなるが──なに、脅迫文にさえ寛かん容ような人々だ。遠えん慮りよは要いらんだろう」


　もしその場にかなめが残っていたら、『この極ごく悪あく人にん……』とでもつぶやいたことだろう。


「自分は千鳥に付いています」


　宗介は立ち上がった。


「そうかね。しかし、君に手伝えることがあるとも思えんが──」


「いえ。千鳥が脅迫犯を暴あばいた場合、敵が彼女を亡なき者にしようと襲おそいかかるかもしれません。万一の用心です」


「その確かく率りつは天てん文もん学がく的てきだと思うが……まあ、君の好きにするといい」


「はっ。では……」





　林水に奥おくの手があるとも知らず、かなめは肩を怒いからせて、校舎内を駆かけずりまわっているのだった。


　彼女はいちばん教室の近かった二年八組から順に、めぼしい生徒を当たってみた。そのクラスの友人や知人から、運動音おん痴ちの女子を何人か聞き出して、その相手にあれこれカマをかけてみる手に出たのだ。


　やれ『明日、どの競きよう技ぎに出るの？』だの、『悩なやみ事はない？』だの、『ファックスにあなたの番号、出てたよ』だの。どうにも気まずく、不ふ愉ゆ快かいな作さ業ぎようだったが、ほかにやりようがなかった。


　昼休みのため教室にいない者も多く、そのたびに校内を探し回るはめになる。まったくもって手て間まのかかる作業だったが、いずれの場合も、たいていの答えは決まっていた。


『はあ？　あんた、なに言ってるの？』


　で、ある。ろくに話したこともない、ほかのクラスの生徒に、いきなり変なことを聞かれた者なら──だれでも見せる反はん応のうだ。


「ふう……」


　二年のクラスの大半、八組から三組までの聞き込みを終えると、かなめはため息をついた。すでに昼休みは終しゆう盤ばんにさしかかっている。


（いや……絶っ対、あきらめないわ！）


　あんな怪文書で大会が中止になるなど。彼女にはとうてい受け入れられなかった。


　ぱしっと両手で自分の頰ほほを打ち、気合いを入れ直す。


「苦戦しているようだな」


　先せん刻こくから、彼女の後に付き従っていた宗介が言った。


「ふん、まだまだよ……！　これから、いちばん怪あやしい容よう疑ぎ者しやに会うんだから」


「だれのことだ？」


「前ぜん科か持もちよ。きのうだって、あたしの前で……まあ、いいわ」


　体育館の入り口まで来て、彼女は答えた。


　バスケのコートでは、たくさんの生徒たちが練習に明け暮れていた。


　宗介を引き連れ、かなめはずけずけと体育館の隅すみに向かう。そこにはきのうと同じく、壁に向かって一人でパスの練習をしている稲葉瑞樹の姿があった。


「なによ？」


　瑞樹はかなめを一いち瞥べつして、ボールを壁に投げつけた。そばに突っ立っている宗介にも気付いた様子だったが、彼女はすぐに彼から視し線せんをそらした。


「ミズキ。話があるんだけど」


「……手て短みじかにしてよね。うるさい奴やつがそばにいるんだから」


　ちらりと、コートの方でチームメイトを怒ど鳴なりつけてる東海林未亜の方を盗ぬすみ見た。


　かなめは腰に手をあてて、切り出す。


「あたしね。ミズキのこと、そんなに悪い子じゃないと思ってる」


「？　そう。ありがと」


「前、あなたがあたしにしたことも、いまは笑い話だと思ってるし」


「あれは……悪かったわよ」


　すこし不愉快そうな顔をして、瑞樹はさらにボールを投げた。ばしっ、と鋭するどい音をたて、ボールが壁から跳ね返る。


「……だからね？　もしあなたが、のっぴきならない事じ情じようで、また──」


　そこまで言って、かなめは言葉を止めた。


（──またバカな真似をしたんだったら、正直にあたしに話してくれない？　悪いようにはしないから）


　そう告つげる前に、彼女は気付いたのだ。幸運にも。


　瑞樹が投げるボールの軌き道どうが、きのうより鋭く、正せい確かくになっていた。


　小柄な彼女は休むことなく、ボールを投げ、跳ね返ってきたところを受け取り、また投げる。顔には無む数すうの汗あせが流れていたが、それを拭ぬぐおうともしない。


　黙もく々もくとパスの練習を続け、それなりに成果を挙あげつつあるのだ。球技大会の中止を、あんな文書で要求するような人間が、いま、こんな努力をするだろうか……？


「どうしたんだ、千鳥」


「え……」


　宗介が不ふ審しん顔がおでこちらを見ている。瑞樹の方も、やや苛いら立だった様子で、


「それで？　あたしが変な事情で、なによ？」


「あ……。それは、その……」


　背中に冷水でもひっかけられたような気分だった。


　自分はいったい、なにをしていたのだろう？　ただ『疑わしい』というだけで、友達をつかまえて犯人扱あつかいしようとしていたなんて。カッとなって、頭がおかしくなっていたのかもしれない。普ふ段だんはこんな真似、絶対にしないのに……！


　たちまち恥はずかしさと自じ己こ嫌けん悪おが押し寄せてきて、かなめはうつむき、赤せき面めんした。


「は、はは……練習、ちゃんとしてるんだね」


「そーよ。あいつらの足引っ張ぱるなんて、悔くやしいもん」


　不ふ機き嫌げん顔がおで答えた瑞樹に、かなめは思わず『がばっ！』と抱だきついた。


「ちょ……!?　な、なに!?」


「ごめん、ミズキ！　あたしって最低だよね！　あなたのこと、勝かつ手てに誤ご解かいして！　すっごい、浅ましくて傲ごう慢まんで、身み勝がつ手てな思い込みして！　ミズキだって、やる時はやるんだよねっ!?」


　涙なみだをぶわーっと流しながら、瑞樹をギリギリと絞しめつける。


「ぐう……。だ、だから……なに……よ？」


「あたし……ぐすっ。ミズキの心をズタズタに痛めつけて、苦しめるところだったのっ！　許して。この通り……！」


「痛い。苦しい。ん、うぅ～～……」


「千鳥……完全に極きまってるぞ。死ぬ。やめろ」


　瑞樹は抗あらがい、指先を痙けい攣れんさせ、必ひつ死しに足をばたばたさせた。





[image: ]


「ちょっと、そこっ！　何回言ったらわかるの!?　練習の邪魔はするなって、きのうも言ったでしょう!?」


　東海林未亜が叫んだ。


「あら」


　かなめは、ぐったりとした瑞樹を床に横たえて（とりあえず宗介が介かい抱ほうにかかった）、相手に向き直る。未亜がそばまで来て、嫌けん悪おもあらわに彼女をにらみつけた。


「まったく！　た……大会で勝つ見込みがないからって、普通こういう嫌いやがらせをする？　どこまで汚きたないの、あなたは!?」


　かなめは眉まゆをひそめた。


「むー……。なにを言うかと思えば。あたしはその大会を実じつ現げんするために、こうして校内を駆かけ回ってるのよ？」


「なに？」


「匿名の生徒が球技大会の中止を、学校側に要求してきた。『さもなくば自殺する』という、甚はなはだ不ふ合ごう理りな脅迫だ。われわれ生徒会は、その生徒を内ない偵ていしている」


　宗介が説明すると、未亜の剣けん幕まくは鳴りを潜ひそめた。


「そう。それは……大変ね」


「その通り。大変なのよ」


　えへん、とかなめは胸むねを反そらした。実のところは、もうこんな見苦しい犯人探しはやめて、別の手を考えようとしていたのだが。


「それで。その生徒は見付かりそうなの？」


　未亜の問いに、かなめは『いや、全然』と答えかけたが──ふと、思い直した。


「うん。もう見当はついたかな」


　もちろん噓うそである。あまり仲の良くない東海林未亜に、『私は無む能のうです』と言うみたいで、癪しやくだったからだ。宗介がなにか口を挟はさもうとしたので、彼女は彼の爪つま先さきを踏ふんづけて黙だまらせた。


「それで、だれがそんな脅おどしを……？」


　訊きかれて、かなめは内心うろたえた。


（くっ、聞いてくるか。ここは……冗じよう談だんでうやむやにしよう）


　彼女はあえて、もったいぶった仕草で、『びしっ』と未亜を指さした。


「ふっ。それは東海林さん、あなたよ」


　数秒間。


　相手は無表情だった。眉ひとつ、口元ひとつ動かさずに、じっとかなめを凝ぎよう視ししている。


（あ……怒ってる）


　かなめは頭の中で、素す早ばやく損そん害がいを評ひよう価かして、無ぶ難なんなフォローの検けん索さくをはじめた。『なーんてね、うそうそ。ひみつ。ははははは』あたりで手を打つか……と思って口を開こうとすると。


　いきなり──


「どうしてわかったの……？」


　血の気の失うせた顔で、未亜がつぶやいた。


「…………え？」


「なんで……？　こうしてきちんと練習もやって……絶対にバレないと思ったのに……。いったい、どうやって？　あたしだと……？」


　まったく予想外の反応に、かなめどころか宗介さえも、その場でしばらく棒立ちしていた。


「あ、あなたが……？」


「もう……おしまいよ……！」


　未亜は声をうわずらせ、体育館の出口めがけて、だっと駆け出す。二人はその背中を、ただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。


「驚おどろいたぞ、千鳥。なぜわかったんだ？」


　ほとんど尊そん敬けいに近いまなざしで、宗介が彼女にたずねた。


「え……？　いや。あてずっぽうなんだけど」


「謙けん遜そんはしなくていい。見なおした。まったく、どんな推すい理りで──」


「本当にまぐれだったのっ！　それより、彼女を追いかけるわよ。なんか──いやな予感がするの」


「稲葉はどうする」


　宗介はいまだにのびている瑞樹を一瞥した。


「あー……。じゃあ、あんたが保健室に連れてって。じゃ、お願いっ！」


　瑞樹と宗介を置き去りにして、かなめは未亜の後を追った。





　廊ろう下かや階段で出会った生徒に、未亜の行き先をたずねつつ、駆け足で後を追う。四階で出会った一年生に、『こんな女子を見かけなかったか』とたずねると、彼はあっさりうなずいた。


「屋おく上じように行ったっスよ」


　礼を言うなり、ふたたび疾しつ走そう。屋上への階段を駆け上がる。どうしても胸むな騒さわぎが収まらなかった。


（まさか、とは思うけど……）


　そのまさかだった。


　屋上に出ると、東海林未亜がいた。すでに手すりとフェンスを乗り越こえている。あと一歩前に踏ふみ出せば、彼女は地面にまっさかさまだ。


　涼すずしい風がびゅうびゅうと、未亜の髪をなぶっている。彼女はすでに黄よ泉みの国に、半歩ばかり足を踏み入れたような──そんな顔をしていた。


「なんてバカな真似を……戻もどりなさい！」


　かなめは一歩前に踏み出した。


「来ないでっ！」


　片手でフェンスをつかんだまま、未亜は泣き叫んだ。


「来たら……死んでやるんだから！　どうせ、わたし、退たい学がくだものっ！　生きてたって仕し方かたがないわっ！」


「いや、死ぬよりは退学の方がまだマシじゃないかと──」


「うわぁぁっ！　やっぱり退学なのねっ!?　もう死ぬ！　絶対死ぬ！」


　その場で泣き崩くずれる未亜。下へ手たをすると、そのまま屋上から転てん落らくしてしまいそうだ。


　自じ殺さつ志し願がん者しやと一対一。周しゆう囲いにはだれもいない。


（ああ、どうしよう。……どうすれば）


　かなめはうろたえながらも、なんとか落ち着きを取り戻そうとして──質問した。


「しょ……東海林さん？　あのね……？　その前に、教えてくれないかな？」


「なによっ!?」


「どうして、あんなファックスを送ったの？　その、あなたは──運動も得とく意いだし。球技大会なんか、むしろ大活躍の舞ぶ台たいでしょ？」


「そうよ！　そうだったわ！」


「じゃあ、いったいどうして──」


「あなたのせいよ、千鳥かなめっ!!」


　日焼けした顔をくしゃくしゃにして、未亜は怒鳴った。


「え……」


「そう、わたし、あなたに勝てる気がしない！　あなたの予告どおり、散さん々ざんからかわれて、ボロ負けするに決まってる！　現げん役えきのバスケ部員なのにっ！　みんなの前で大おお恥はじをかくのっ！　そんなの、絶対にイヤ！」


　今度はかなめが真まっ青さおになる番だった。


　まさか、自分が原げん因いんだったとは……！　東海林未亜は、もっとタフなタイプだと思っていたのに。そこまで相手が精神的に追い詰められていたなどとは、目の前で言われても信じられなかった。


「そ……。あ……。だ、だったら、あなただけ休めば良かったのに。それを──」


「ふざけないで！　性格のドス黒いあなたのことよ。わたしが一人で休んだら、誰だれ彼かれかまわず『東海林は逃げた』って言いふらすに決まってるわっ！」


　かなめは血けつ相そうを変えた。


「ば……バカ言ってんじゃないわよっ!?　あたし、そんなことしないわよ!?」


「うるさいっ！　素そ質しつがあるのに、ロクな努力もしないでヘラヘラしてる……そんな奴の言うことなんか、信用できないわよ！」


「う……」


　この言葉はぐさりときた。その言い分は、たしかに当たっていたからだ。


　かなめはどちらかというと『器き用よう貧びん乏ぼう』タイプだった。なにをやらせても人より巧うまいが、真しん剣けんに打ちこんでいるものが一つもない。強しいて挙あげれば料理くらいだが、これだって別に、趣しゆ味みでほいほいやっている程てい度どだ。


　素質に恵めぐまれ、本気でその道を極きわめようとしている人間──たとえば宗介や林水──には勝てないが、平へい凡ぼんな才能の努力家──たとえば未亜や瑞樹──には、しばしば相手の畑でも勝ってしまう。鼻歌混まじりで。


　未亜のような人間から見れば、それは『卑ひ怯きよう』以外のなにものでもないはずだった。


　千鳥かなめ。ずるい奴。いやな女。あいつにだけは、絶対に負けたくない。でも、負けてしまう。どれだけ努力しても。


（あたしのせい……）


　彼女の言う通りではないか？　自分の身み勝がつ手てなふるまいが、彼女を傷つけてしまった。鈍どん感かんで、不ふ誠せい実じつだったばかりに、彼女をここまで追い込んでしまった。いや、この考え自体が傲ごう慢まんなのかもしれない。でも、だったら自分はどうすれば……。


　なにも言えなくなって立ち尽くすかなめを、未亜は複ふく雑ざつな表情でにらみつけていた。満足さ半分、みじめさ半分……といった泣き顔だ。


「わかったでしょ、千鳥さんっ！　全部、あなたの責任なのよっ!?　一生後こう悔かいするといいわっ！」


「や、やめて……！」


「はっ……！　やめて欲しかったら、その場で土ど下げ座ざしてみなさいよっ！　素すっ裸ぱだかにでもなったら、考えてやってもいいわよ!?」


　向こうもヤケになって、無む茶ちやなことを言ってくる。いっそ本当に素っ裸になって、土下座でもなんでもしてみようか──そう思ったとき。


「妙な理り屈くつだな」


　宗介が屋上にやってきて、彼女の背はい後ごから言った。


「ソースケ……？」


「稲葉は保健室に置いてきたぞ、千鳥。それはともかく……なぜ彼女は、あんな場所から君に命令しているのだ？」


　眉み間けんにしわを寄よせ、さも不ふ思し議ぎそうに彼は言った。


「な……なにバカなこと言ってんのよ？　彼女、自殺しようとしてるの。なんとか止めないと……！」


「自殺を、止めればいいのか」


「うん。でも……」


「わかった。俺に任せろ。簡かん単たんだ」


「ちょ……大だい丈じよう夫ぶなの？　ねえ……っ！」


「見てるといい。交こう渉しようというのは、こうやるのだ」


　わけもない、とでもいった様子で、宗介は歩き出した。屋上に落ちていたバレーボール──どこかの生徒が体育倉庫からちょろまかしたのだろう──を途と中ちゆうで拾いあげて、大おお股またで屋上のフェンスへと向かう。


「こ、来ないでって言ってるでしょっ!?　飛び降りるわよ！　ちょっと、聞いてるの!?」


　未亜が彼に向かって叫ぶ。だが宗介はかまいもせず、ボールを小わきに抱かかえたまま、器用にフェンスを乗り越えた。未亜から五メートルばかり離れた屋上の縁ふちに、すっくと立つ。


「そ……それ以上来たら、本当に死んでやるんだから！」


「もう近付かん。約束しよう」


　宗介は宣せん誓せいするように、片手を挙あげた。


「ただし、これを見ろ」


　彼は言うなり、手にしたバレーボールを屋上から放り投げた。


　地面めがけて、ボールが落下を始める。


　次の瞬しゆん間かん。


　宗介は残ざん像ぞうさえ浮うかびそうな早はや業わざで、腰のホルスターから黒い自動拳銃を引き抜いた。落ちていくボールに銃口を向け──


　たん、たん、たたん！


　響く銃声。銃弾を受けたボールが空中ではじけ、ずたずたに引き裂かれて──それからやっと、ぽとりと地面に落ちた。


「…………！」


　未亜は目を剝むき、凝ぎよう固こした。


「よし、動くな」


　彼は銃口を未亜に向けた。両手でしっかりとホールドし、レーザー照しよう準じゆん器きを作さ動どうさせ、ぴたりと彼女の胸にポイントする。未亜は胸に灯ともった赤いレーザーの点を見下ろして、未み知ちの恐きよう怖ふに顔をひきつらせた。


「ちょ、ソースケ！　どういうつもりよ!?」


　かなめが叫んでも、宗介は銃口を微び動どうさえさせなかった。


「東海林未亜、と言ったな。俺は千鳥副会長から、君の自殺を絶対に阻そ止ししろ、と命じられている。そのためならば、手しゆ段だんは選ばないつもりだ」


「は……あの？」


　事情が呑のみ込めず、おろおろする未亜。


　一方の宗介は、湖こ水すいのように静かな声で、


「あのボールは、君の未来だ。もしその場から飛び降りたら、俺は最低で四発の特とく殊しゆ弾だん頭とうを、君の頭部に叩たたき込むことができる。そう、君が地面に激げき突とつする前にな……」


「え、あ……その？　ちょっと、意味が……」


「わからないか？　つまり君は、絶ヽ対ヽにヽ自ヽ殺ヽでヽきヽなヽいヽ」


　かなめはようやく彼の意い図とを理解し、口をあんぐりと開けた。つまり宗介は、『自殺される前に射しや殺さつする』と言っているのだ。


「わ……わたしを撃うつの？　だって、わたし『死ぬ』って言ってるのよ!?」


「それは勝かつ手てだが、君の望み──すなわち自殺はさせない」


「無む茶ちや苦く茶ちやだわっ！」


「残念だったな。君の負けだ」


　宗介は『ふっ』と鼻息をもらし、どこか勝ち誇ほこったように言った。


「生きていれば、いつかは自殺の好こう機きも来るだろう。それまで雌し伏ふくするか、いま諦あきらめて殺されるか。それは君の自由だ」


「なんか、もう……え？　あああ～～っ！」


　混こん乱らんの極きわみに達し悲ひ鳴めいをあげる未亜。かたや、かなめは顔のデッサンをグシャグシャに崩くずして、がっくりと両りよう膝ひざを落とす。


「ソースケ……。あんたは……あんたって奴は……。いったい、どこまで……」


　うめくようにつぶやくが、後はまるで言葉にならない。


　宗介は右手で銃を構えたまま、左手でゆっくりと、死神のように手て招まねきした。


「では東海林。三秒の猶ゆう予よを与えよう。死か恥はじか、いずれかを選べ」


「ちょっ……」


「三……」


「まっ……」


「二……」


「ねえ……！」


「一……！」


　そして、けっきょく──


　東海林未亜は、恥を選んだ。





　　　　●





　翌よく日じつ、球技大会は予定通りに実行された。


　事情を聞いた林水の計はからいで、未亜の件は校長には報ほう告こくされなかった。彼が用意しておいた偽造文書を送ることで、問題はあっさりと解かい決けつしてしまった。


　前日の騒そう動どうで、東海林未亜はひどく憔しよう悴すいして、大会を欠席した。そのせいか、二年二組のチームは二回戦で敗はい退たいしてしまった。負けはしたものの、稲葉瑞樹は何回か、得とく点てんにつながるパスをつなぎ──いくらかクラス内で株を上げた。


　かなめのチームは、けっきょく普通にプレイをして、そのおかげか快かい進しん撃げきを続け、予想通りに優勝した。


　ただ、賞しよう状じようをもらった彼女の顔は、みんなほど明るくなかった。


　ちなみに宗介たちの野球チームは、一回戦でコールド負け。後は屋おく上じようで遊んでいた。


　その一日で、宗介はウノとカード麻マー雀ジヤンのルールを完かん璧ぺきにマスターしたのだった。







〈大迷惑のスーサイド　おわり〉













　押おし売りのフェティッシュ










「印いん刷さつ機きの使い方？」


　とある昼休み。教室でメロンパンを食べていた千ち鳥どりかなめは、怪け訝げん顔がおをした。


「そうだ。俺おれに教えてくれ」


　かなめにそう頼たのんだのは、クラスメートの相さ良がら宗そう介すけである。むっつり顔にへの字口。眉み間けんにしわを寄よせ、神しん妙みような面おも持もちで彼女をじっと見み据すえている。


　なんとなく、大口でパンをかじるのが気き恥はずかしくなった彼女は、口を右手で隠かくした。


「ん……別に構かまわないけど、なに刷する気？」


「校内に配はい布ふするプリントだ。最近、市内で頻ひん繁ぱんに痴ち漢かんが出るそうでな。警けい告こくとその対たい応おうを告こく知ちする」


　それを聞いて、かなめは素す直なおに感心した。


「ほほう？　めずらしく人ひと様さまの役に立つ真ま似ねをしてるじゃない」


「当とう然ぜんだ。それが俺の仕事だからな」


　彼は生徒会で『安全保ほ障しよう問もん題だい担たん当とう・生徒会長補ほ佐さ官かん』なる得え体たいの知れない役やく職しよくを授さずかっている。実じつ際さいは体ていのいい雑ざつ用よう係がかりだが、ことあるごとに、彼はその使し命めいを果たそうと懸けん命めいになるのだった。


「それで、チカンだって？　どんな奴やつ？」


「ここに書いてある」


　好こう奇き心しんからかなめが訊きくと、宗介は一枚の書しよ状じようを差し出す。それは彼が配布するつもりのプリントの原げん版ぱんだった。





　生徒会からのおしらせ




　機き密みつ（読どく後ご、焼しよう却きやくのこと）


　一二〇四一〇ＺＵＬＵ


　発＝生徒会長補佐官（安全保障問題担当）


　宛＝全校生徒


　一　先週末より、学区内にて傷しよう害がい未み遂すい事件が多た発はつ。他八校より九件の報ほう告こくを確かく認にん。


　二　うち『痴漢』との報告が七件。同どう一いつ犯はんの可か能のう性せい大。『ポニー』との報告があるが、意味は不ふ明めい。装そう備び等も不明。


　三　『痴漢』と遭そう遇ぐう時じの対応。




　　　ａ：交戦し殲せん滅めつせよ


　　　ｂ：ａが困こん難なんな場合、可か能のうな限かぎりの情報を収しゆう集しゆうし離り脱だつせよ


　四　空くう爆ばく・砲ほう撃げき等の支し援えんはない。




以上




　





　かなめはたっぷり一分ほど、その書状を黙もく読どくしてからつぶやいた。


「どこの司し令れい部ぶの極ごく秘ひ命めい令れい書しよよ……？」


「いや。あくまで生徒会からの通つう達たつだ」


　しごく真ま面じ目めに宗介は言った。戦場育ちの転入生である彼には、平和な国での常じよう識しきがほとんど皆かい無むなのだったりする。


「……あのね、ソースケ。こういう不親切な書き方じゃ、なにも伝わらないわよ」


「そんなはずはない。これ以上簡かん潔けつで明めい瞭りような記き述じゆつは、考えられん」


「……なワケないでしょ？　だいたい、全校生徒を相手に『機密』もへったくれもないじゃない。まったく──」


「どしたの、二人とも？」


　かなめの言葉をさえぎって、そばにいたクラスメイトの常と盤きわ恭きよう子こが、問題の書状を後ろからのぞきこんだ。


「なになに、『先週末より……』。へえー、チカン？　やだ、こわいね」


　あっさり事じ情じようを理り解かいして、恭子は感想を述のべた。


　そこはかとなく気まずい雰ふん囲い気きになった宗介とかなめを見て、彼女はとんぼメガネの奥おくの大きな目をぱちくりさせる。


「？」


「彼女はわかっている様よう子すだが……」


「……と、とにかく！　今度から、もうすこし平へい易いな文体を心がけるように！　いい!?」


「うむ。とにかく、印刷機の使し用よう法ほうを」


　かなめはうるさげに手を振ふった。


「あー。もう少し待って。いま昼食中」


「了りよう解かいした。では待つ」


　それきり押おし黙だまると、彼はその場に棒ぼう立だちする。かなめは口を『あーん』と開けて、食べかけのパンにかじりつこうとしたが、宗介の静かな視し線せんを感じて、顔を赤くした。


「じ……ジロジロ見ないでよ、もうっ」


「？」


　かなめに小こ突づかれ、宗介は怪け訝げん顔がおをする。横でその様子を眺ながめていた恭子が、くすくすと笑っていた。





　その晩ばん。


　うら寂さびしい夜道を、恭子は一人で歩いていた。すでに時じ刻こくは一〇時半を回っている。


　駅から自宅への帰り道。放ほう課か後ご、かなめのマンションに寄より、夕飯をごちそうになって、ついでにＴＶの横浜＝巨人戦を観かん戦せんしてたら──だいぶ遅おそくなってしまった。


　あたりは暗い。人ひと気けもない。


　道の右側はうっそうとした雑ぞう木き林ばやしで、左側は古びたアパートだった。死にかけた街がい灯とうが、目め障ざわりな明めい滅めつをくりかえし、微び風ふうがさわさわと木こ立だちを揺ゆらす。


　道どう路ろの隅すみに、地元のＰＴＡが作った看かん板ばんがあった。


《チカンにちゅうい！》


　……などと、ペンキで書きなぐってある。文字の下には、これ以上ないほどヘッタクソな絵。ランドセルを背せ負おった女の子（……と思おぼしき人の形）に、悪魔みたいな黒い影かげが、ニヤつきながら忍しのび寄よっている。どちらかというと、『虫歯に気を付けましょう』とかいうコピーを付けた方が、よく似合っていそうな絵だった。


（こういう看板、だれが描かくんだろ……？）


　とりとめもないことを考えながら、その看板の前を通りすぎる。


　彼女は昼に宗介が話していた痴漢のことを思い出した。コート一枚で、下は全ぜん裸らの中年男を想そう像ぞうし、思わず背せ筋すじを震ふるわせる。


（やだなぁ……）


　漠ばく然ぜんと、不安をつのらせていた矢や先さき──


　目の前の電でん柱ちゆうの後ろから、ゆらりと人ひと影かげが現あらわれた。


「…………！」


　恭子はぎくりと肩かたを震わせ、その場に立ちすくんだ。


　うす闇やみの中、人影が一歩前に進み出る。黒いコートにひょろりとした身から体だつき。


「え……。あ、あの……？」


　痴漢。やはり痴漢だろうか……？


　だがその相手の姿すがたは、『痴漢』の一語で片かた付づけるにはあまりにも異い常じようだった。


　男は頭にすっぽりと──大きな被かぶりものをしていた。フェルト製せいの、ふかふかしたお馬さんのマスク。ビー玉のようなつぶらな瞳ひとみが、じっと彼女を見下ろしている。


　お馬さんのかぶりもの、である。


　かてて加えて、手にはピアノ線と赤いリボン。そしてなぜか、ヘアブラシ。


（なに……？　なんなの？）


　恭子は当とう惑わくし、恐きよう怖ふした。


　相手の意い図とが、まったく理り解かい不ふ能のうだった。全裸のおっさんの方が、まだなにをしたがっているのかわかる。しかしこの相手は──目的やら、主しゆ張ちようやら、そういうものがまるで見えてこない。


「ひ……あ……」


　凍こおりつき、釘くぎ付づけになった恭子の前で、その『お馬さん男』がつぶやいた。


「ぽに」


「………………は？」


　ぽに。そんな日本語は、恭子の知る限り存そん在ざいしない。意い味み不ふ明めいの言葉を聞いて、彼女はさらに混こん乱らんした。


「ぽに。ぽに……」


　男がにじり寄って来た。恭子は後ずさる。さらに前に出る男。


　死ぬ。殺される。あれこれと●●されて、埋うめられる……！　身の危き険けんを感じ、恭子は涙なみだ目めでその場から逃げようとした。


「ぽに……！」


「きゃっ！」


　走り出した彼女に、馬男が後ろから組み付いた。恭子はその手をふりほどこうと、必ひつ死しにもがく。男はそれでも放さない。


「ぽに……ぽに……！」


「や……やだ、だれか!?　だれかぁ～～！」


　死にもの狂ぐるいで助けを求めたが──


　その声を聞いた者は、どこにもいなかった。





　翌よく朝ちよう。


　かなめが登校してくると、泉せん川がわ駅の改かい札さつ前に、宗介が突つっ立っていた。いつも駅前で待ちあわせている、恭子の姿はまだ見えない。


「お、ソースケ。おはよ……」


　朝の弱いかなめは、覇は気きのない声で挨あい拶さつする。すると宗介は、どこか沈ちん痛つうな目で彼女を見み据すえた。


「なによ……？」


　宗介の様子に、かなめは不ふ審しん顔がおをする。彼はいつになく深しん刻こくで、なにから話したらいいのか、考えあぐねているように見えた。


「千鳥。実は……悪い知らせがある。俺もついさっき知ったのだが。きのう印刷を手伝ってもらった、あの痴漢の件だ」


「？　それがなにか？」


「昨さく夜や、常盤が襲おそわれた」


「え……」


　かなめの顔から、さっと血の気が失うせた。


「うそ……。キョーコが……？　……それで？　どうなったの？　無ぶ事じなの!?」


　ほとんど恐怖に近い感情に駆かり立てられるように、彼女は宗介の両肩をつかんだ。だが彼は顔を曇くもらせ、うつむき、かなめから視線を逸そらした。


「残念だ。どう説明していいかわからない」


「そんな……」


　かなめは慄りつ然ぜんとする。


「国領駅からの帰り道だったそうだ。そこで異い様ような扮ふん装そうの変へん質しつ者しやに出会ったらしい。彼女は反はん撃げきもできずに捕つかまって──」


「…………」


「その場にむりやり組み伏ふせられ、必死の抵てい抗こうもむなしく──」


「あ、あぁ……」


「ブラシで念ねん入いりに髪かみを梳すかれた末に──」


「ひどい……」


「ポニーテールにされてしまった」


「なんてことを……！　って……はい？」


　かなめが眉まゆをひそめると、宗介の背はい後ごから恭子がひょこりと姿を見せた。


「あ、カナちゃんだ。おはよー」


　いつもと同じ制せい服ふくに、いつもと同じとんぼメガネ。ただ一つ、いつもと違ちがっていたのは──彼女の髪型だった。


　ポニーテールなのだ。


　普ふ段だんのおさげ髪ではなく、ポニーテール。そして赤いリボン。ていねいにブラシの入った髪が、波なみ打うち、背中まで届とどいている。


「……なによ、これは？」


　うって変わって、かなめはとろんとした声でたずねた。


「見てわからんか」


「ポニーテールだよ」


　恭子は自分の髪を触さわってみせた。


「ひどいよね。針はり金がねとボンドで、むりやりギューって縛しばられて。一ひと晩ばんたっても戻もどらないの。これじゃ、髪が傷いたんじゃうよ……」


　ぼやいてから、小さなため息をつく。


「それだけ……？」


「うん。それだけだよ。怖こわかったけど」


　意い外がいにけろりとした顔。かなめはがっくりと肩を落とし、次に宗介をにらみつける。


「あんたねぇ……」


「不ふ可か解かいだろう。まるで説明できん」


　ごつんっ！


　しれっと告げた宗介の頭を、かなめは鞄かばんではたき倒たおした。


「……なかなか痛いぞ」


「うるさいっ！　マジで……怖かったんだから!?　おどかさないでよっ！」


　ほとんど涙目になって、かなめは怒ど鳴なりつけた。





　恭子の髪型を見たクラスメイトの反はん応のうは、おおむね好こう意い的てきだった。男子の小お野の寺でらに至いたっては、握にぎりこぶしで感動して、


「いい！　絶ぜつ対たいいい！　いつものガキっぽいおさげ髪よりも、こっちの方が絶対かわいいってば！」


　などと、言ってはならないことを力りき説せつしてしまった。おかげでかなめは、久しぶりに宗介以外の男子を殴なぐることになった。


　恭子はぱっと見は落ち込んでもいない様子だったが、その日、一度だけかなめに心しん情じようをこぼした。


「困こまったなぁ……おさげも気に入ってたんだけど、ね……」


　すこし力のない声で、彼女はつぶやいた。


「ば……バカな男子のいうことなんか、気にしないで。おさげだろうがなんだろうが、あたし、キョーコは充じゆう分ぶんかわいいと思うよ？」


　かなめが言うと、恭子はにっこりと笑って、


「うん、そうだよね。ありがと、カナちゃん」


　と、けなげに答えたのだった。
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　しかし、それでも、授じゆ業ぎようが終わるなり、恭子はいつもより早くさっさと下げ校こうしてしまった。


　かなめとしては、そっとしておくよりほかなかった。こういうときに、親友顔されてべったりとくっついていられても、むしろ本人は疲つかれる──それを昔むかしの経けい験けんで知っていたからだ。自分が本ほん格かく的てきに落ち込んでいるとき、恭子は必ずそっとしておいてくれる。一言だけ、『あたしはカナちゃんの味み方かただからね』と告げて、あとはなにも言わないのだ。


（そう。……すっごい、いい子なのよ、キョーコは。それを……！）


　その『ぽに男お』──取るに足らない馬ば鹿かげた変へん態たいだが、どうにも腹はらに据すえかねる。かなめは『見かけたらどうしてくれようか？』などと、ひそかに憤ふん慨がいしているのだった。


「……ともかく。我わが校の生徒が被ひ害がいにあったのだ。これは看かん過かできんと思うのだが」


　生徒会の用よう事じが終わった放課後の六時過すぎ。学校から駅への帰り道で、宗介がかなめに言った。


「まあ、たしかに見み過すごせないわよね……」


「他校でも同じ被害が出ている。ここは犯はん人にんを捕とらえ、きびしく拷ごう問もんした末すえに、真の狙ねらいを聞き出すべきだ」


「また物ぶつ騒そうなコトを……」


「いまはまだ無む害がいなレベルだが、やがては一いつ般ぱん市民に怪け我がをさせるかもしれん。野の放ばなしにすると危き険けんだ」


「それはあんたでしょ、あんた」


「？」


「……ソースケ。こういう場合はね、生徒会の仕事はないの。わかる？　コトが起きたのは学校の外なんだし」


「そうなのか」


「そーなの。だから、あそこに頼たのみましょ」


　駅前商しよう店てん街がいの手前で、かなめはぴたりと立ち止まった。横おう断だん歩ほ道どうの向こうに建たつ、こぎれいな交番に視し線せんを向ける。


「警けい察さつか」


「うん。『友達がこーいう変態に襲おそわれた。なんとかしてくれ』って言っとくの。さっき電話で恭子から了りよう解かいもとったし。それでこの件は、とりあえず様よう子す見み。いい？」


「ふむ……」


「じゃ、ソースケは外で待ってて。あんたがいると、一いつ気きにややこしくなるから」


　かなめが交番に入ると、若い制服警官が応おう対たいに出た。


　彼女は事じ情じようを説明した。被害にあったときの状じよう況きようや、恭子と自分の住所氏名、その他もろもろを要よう領りようよく告げていく。


　話が終わると、その巡じゆん査さは書しよ類るいにあれこれ記入しながら、困った顔をした。


「……うーん。これだけだとねぇ」


「あの。なにか問題が？」


「やっぱり被ひ害がい者しや本人に来てもらわないと。それに、なんと言うのか……まあ、あんまり成せい果かは期き待たいしないでほしい、と」


　巡査は次し第だいに横おう柄へいな口く調ちようになっていく。


「どういう意味です？」


「自じ業ごう自じ得とく、とは言わないけどねぇ。夜道の一人歩きなんて、軽けい率そつな真ま似ねをしたんだから。それくらいで済すんで、むしろ幸運だったと思うべきだよ。その──常盤さん？　本当にマジメな子なの？　どうも話だけを聞いてると──」


「この……クソおまわり」


　底そこ冷びえのする声で言われて、巡査が言葉を切った。


「え？」


「ふざけんじゃねーわよ……。あたしのダチつかまえて、よっくもそんな口を──」


　かなめが無む謀ぼうにも、その巡査の胸むな倉ぐらにつかみかかろうとした瞬しゆん間かん、


「ちょっと待ったぁっ!!」


　交番の奥から、新たな声がした。


　見ると、休きゆう憩けい室しつに通じる戸口に、一人の婦ふ警けいが寄りかかっていた。シャープな顔だち。シャギーの入ったロングヘア。よれよれの制服姿で、目には隈くまができている。


　なにやら疲ひ労ろうの極きわみにある様子だ。


「わ……若わか菜なさん。どうです、調べものは」


　場を取り繕つくろうように、巡査が言った。若菜と呼ばれた婦警は、同どう僚りようのことなど眼がん中ちゆうにない様子で、かなめのそばにすっ飛んできた。


「そこの子。話は聞いたわよ。かぶりものした変へん質しつ者しやですって？　どこに出たの!?」


　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで詰きつ問もんしてくる。


「ええ。それは、さっき説明した通り──」


　かなめが恭子から教えてもらっていた住所を告げる。すると婦警はいきなり天てん井じようを仰あおぎ、壁かべの市内地図を見て、快かい哉さいをあげた。


「やったっ!!　わたしの推すい理り通り！　これで……これで……ふうっ」


　ふらふらと机つくえにもたれかかる婦警。妙みような雲くも行ゆきに気け圧おされながらも、かなめはおそるおそるたずねてみた。


「あ、あのー。推理って？　なにか、ご存ぞん知じなんですか……？」


　女は憔しよう悴すいしきった顔を、ゆっくりと上げた。


「いい……質しつ問もんね。でも、ここでは話せないわ。付いてきなさい、お嬢じようさん……！」


「はっ？……って、ちょっ」


　婦警は『がばっ！』と飛び起きると、かなめの手を引いて外へ飛び出した。なぜか交番の前で待っていたはずの、宗介の姿は見えなかった。


「あの、ちょっと。なんか強ごう引いんな……？　痛いんですけど……っていうか、放して～～」


「ガタガタ言わない！　とにかく来る！」


　ガタガタと引きずられて、かなめは駅前商店街へと連れて行かれてしまった。





　婦警の名前は若菜陽よう子こといった。


　本ほん来らいは泉川署・交通課のミニパト勤きん務むなのだが、いまはその任にんから外はずされているという。


「──最近はデスクワークばかりだったんだけど。サボって変質者の調ちよう査さをしてたのよ」


　交番の近所の喫きつ茶さ店てんに入ると、若菜陽子は事じ情じようを話した。


「はあ」


「寝ねる間も惜おしんで日につ報ぽうを当たったり、一人で勝かつ手てに聞き込みをしたり」


「そーですか。それはご苦労さまです」


「ご苦労さまなのよ。……でもって、わたしは犯人の出しゆつ現げんに、ある一定のパターンがあることに気付いたの。これをごらんなさい」


　陽子は『ばっ』と市内の地図を広げた。


「似たような被ひ害がい届とどけが、なんだかんだで八件。どれも帰き宅たく中ちゆうの女子中高生。場所は……ほら、必ず市内の各駅から、歩いて二〇分くらいの距きよ離り。北側と南側で交こう互ごに出しゆつ没ぼつして──」


　地図を突つき、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明していく。コンパスで円を入れると、犯人の行こう動どう範はん囲いはたしかに限られているのがわかる。


「──というわけよ。そのパターンに従したがえばきのうは……ここに出るはずだったの」


　陽子は地図上の一点を赤ペンでくくった。


「……あ、それ」


「そう。あなたの友達が襲われた場所よ。だから今夜は──この辺あたりに出てくるはず」


　思いのほか理り路ろ整せい然ぜんとした推理に、かなめは思わずうなってしまった。


「ほお～～。……すごいですね」


「ふっ。まかせなさい。……ついては」


　陽子は地図を折おりたたんだ。


「今こん晩ばん、あなたにオトリ役をやってもらいたいのよ。わたしのささやかな手て柄がらのために」


「…………なる……ほど」


　わざわざ交番からこんな喫茶店まで来て、親切にあれこれ教えてくれる理由が、ようやくわかった。


「変質者があなたを狙ねらって出てきて、あれこれと公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する行こう為いに及およんだところを、わたしが現げん行こう犯はん逮たい捕ほ。面めん倒どうな手続きも礼れい状じようもいらない。『偶ぐう然ぜん通りかかった』って言い張はればいいの。素す晴ばらしい作戦でしょっ」


　疲れた声を弾はずませる。……そういう不ふ思し議ぎな喋しやべり方だった。


「あのー。あたしの立場は……？」


「なに言ってるの、あなたは。友達が殺されたのよ？　仇かたきを討うたないでどうするの」


「いえ、死んでませんが……」


「『髪は女の命』っていうでしょ？　道どう徳とく的てきには殺さつ人じん罪ざいよ、これ」


「もう、なにがなんだか……。だいたい、なんでそこまで手て柄がらが欲しいんです？」


　あきれながら、かなめは尋たずねた。


「わたしはねえ……もともと刑事志し望ぼうなのよ。子供のころ観みた『マイアミ・バイス』が忘れられなくて。ドン・ジョンソン様が『撃ゴっーて・来アヘいツよド、・モモススカカ。そメのイク方・イがツ簡ト・単イだージぜー』とかキメたときは、身から体だ中じゆうが熱くなって、失しつ神しんしかけたわ。ドン様の乗ってた白いフェラーリ・テスタロッサが欲しくて、水着モデルのバイトで稼かせいだカネを、全部貯ちよ金きんにブチ込んでたこともあったのよ？　貯たまらなかったけど……」


　かなめは、クールでカッコいいそのドラマを知らなかったので、頭の中で『マイアミ・スパイス？　なにそれ？』などと怪け訝げんに思うだけだった。ついでに車の名前が、とある外人さんの友達の名前と同じだったので、ますます混乱した。


「はあ……」


「だってのに、交通課なんかに配はい属ぞくされて。こないだは署しよ長ちようの怒いかりを買って、机仕事に回されてね……。手柄でも立てれば、どうにかなるんじゃないかと思って」


「『署長の怒り』といいますと……？」


　陽子は『ふっ』と遠くを見て、アイスコーヒーをズズズとすすった。


「みっともない話よ。チャリで二人乗りした高校生を、ミニパトで追っかけてたらね。これがまた手て強ごわい奴やつらで──取り逃がした上に、民みん家かへ突っ込んじゃったの」


「ぶっ……！」


　かなめは飲んでいたコーヒーを吹ふき出しかけた。


　思い当たりがありすぎる。その『二人乗りした高校生』とは、すなわちかなめと宗介のことだった。彼女があの時のミニパト婦警だったとは……！


　かなめは真っ青さおになって、顔がん面めんにびっしりと冷ひや汗あせを浮かべ、


「そ、それは……ご愁しゆう傷しようさまで」


「車は大たい破は。わたしはまったく無ぶ事じだったんだけど。助じよ手しゆ席せきの相あい棒ぼうが全ぜん治ち一ヵ月の大おお怪け我がで。いやー、まいったわ。……って、どうかしたの？　顔色悪いわよ？」


「いえ、その。なんというか」


「……悔くやしいわ。男の方だけは、しっかり顔を覚えてるんだけど。見付けたら、教育上不ふ適てき切せつなお仕し置おきをたくさんしてやるのに。ふふふ……」


　寝ね不ぶ足そくで陰かげっていた瞳が、やおら陰いん惨さんにぎらぎらと輝かがやく。その陽子の背はい後ごの席に──


「…………!!」


　陽子が言うところの『男の方』、つまり宗介が座すわっているのをかなめは発見した。さいわい陽子はまったく気付いていない。


　宗介はむっつり顔のまま、ペーパーナプキンになにやら書き込み、婦警の肩かた越ごしに掲かかげて見せた。


《問題ない。続けろ》


　かなめが口をぱくぱくさせていると、彼はもう一枚、書き込んで見せた。


《心配するな》


　さらにもう一枚。


《気付かれたら始し末まつする》


「するなっ！」


　思わず叫さけんだかなめの顔を、陽子は『ぬぼーっ』とした目で眺ながめた。


「……ダメかしら、お仕置き」


「い……いえ。ほどほどに」


「そうね。ほどほどが一番ね。ともかく、そういうことで、千鳥さん。オトリ役を引き受けてくれた件、本当に感かん謝しやするわ」


「するんか、感謝っ!?」


「あら。どういうこと？」


「引き受けてません！　そんな役！」


　いきり立つかなめ。陽子の背はい後ごで、またまた宗介がメモを見せる。


《情じよう報ほうは入にゆう手しゆした。この女は用済みだ》


「あんたも黙だまってなさい！」


《…………》


　陽子が背後を振ふり向く。一いつ瞬しゆん早く、背もたれの陰かげに宗介が隠かくれる。間かん一いつ髪ぱつ、セーフ。


「どうしたの、あなた……？」


「い、いえ。たまに電でん波ぱが聞こえるんです。怪あやしいささやき声が。持じ病びようでして」


「そう……あなたも大変ね」


　かなめはどっと疲つかれが押し寄よせてくるのを感じた。さっさとこの状じよう況きようから逃のがれたい。その一心で、彼女はつぶやく。


「……あー。わかりましたよ。やります。ただし、今夜だけですよ!?」


「充じゆう分ぶんよ。助かるわ……ふふ」


　陽子は徹てつ夜や続きの人間特とく有ゆうの、あの薄うすら笑いを浮かべた。感情とは無む関かん係けいに、脳のう内ない物ぶつ質しつの作さ用ようだけで生まれる──そういう笑顔。


「じゃあ、あとで自じ宅たくに迎むかえに行くから」


　陽子は立ち上がった。


「どこに？　もうすぐ夜ですよ」


「一度、署しよへね。取りに行くモノがあるの」


　千円札を卓たく上じように置くと、婦警はふらふらと喫茶店を出ていった。待ちかねたように、宗介が身を起こす。


「行ったか」


「……まったく、ヒヤヒヤさせて。あんた、いつからそこにいたのよ？」


「最初からだ。あの婦警には見覚えがあったのでな。ひそかに尾つけたのだ」


「おお……それは正せい解かい。でかしたわ」


「造ぞう作さもないことだ」


　宗介は伏ふし目がちに『ふっ』と鼻息をもらすと、コーヒーに付いてたシナモン・スティックをタバコのようにくわえた。


「しかし、千鳥。本当におとり役など引き受けるのか」


「うん……まあ」


　かなめはこめかみをぽりぽりと搔かいた。


「普ふ通つうに警察に言っても、キョーコの仇は討うてないし。それに、あの婦警さんが必ひつ死しになってるのも、元はといえばあたしたちのせいなんだし……ね」


「危き険けんだ。やめた方がいい」


「……心配してくれてありがと。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。あんたの本ヽ業ヽの敵てきに比くらべれば、どうってことないもの」


　ほほ笑んでみせると、宗介はしばらく彼女を見み据すえ、それから何度かうなずいた。


「そうか……わかった。では念のために、俺も援カ護バーについていよう。危険が迫せまったら俺が相手を制せい圧あつする」


「ダメよ。あんた、あの婦警さんに顔、覚えられてるのよ？　バレたら大変じゃないの。それこそあたしたちがタイホされるかも」


　言われて、彼は考え込んだ。


「では、顔が見えなければいいのか」


「うーん……。顔を隠かくしても、体型とかでバレるかもよ？」


「一いち理りあるな……。ならば、新しん装そう備びを使おう」


「新装備？」


「そうだ。先日入にゆう手しゆ……いや、知人から譲ゆずられたあヽるヽ物ヽ品ヽに、いくつかの改かい良りようをほどこしてな。顔はもちろん、体格さえも巧こう妙みように隠かくせる衣い服ふくだ。さらに各かく種しゆセンサーとデジタル通つう信しん機き……そしてライフル弾だんもストップする防ぼう弾だん性せい能のうを与えた」


「はあ……」


「一種の強きよう化か服ふくだ。うまくすれば、現げん代だい戦せんの様よう相そうを一変させるかもしれん。ちょうど実じつ戦せんテストがしたかったのだ。部屋に置いてあるので、取りにいく」


　彼は立ち上がると、五〇〇円玉を卓たく上じようにおいて喫茶店を立ち去った。


　


　それから数時間後。すっかり日の沈しずんだ住じゆう宅たく街がいの一角で──


「……と、いうわけで」


　若菜陽子は切り出した。私服のジーパン姿である。


「ここら一いつ帯たいを、ふらふらとさまよって欲しいわけね。なるべく人ひと気けのないところ」


「若菜さんはどうしてるんですか……？」


　夕ゆう刻こくと同じ、制服姿のままのかなめがたずねる。二人がいるのはうら寂さびしい道どう路ろだった。近くに見えるのは、寂さびれた農のう地ちと古いお寺。人の行き来もほとんどない。


「念の為ために、わたしはこの近辺を調べてるわ。敵が出たら、大きな悲ひ鳴めいでもあげてちょうだい。わたしが変質者を捕とらえるから」


　あいかわらず、寝ね不ぶ足そくの疲れた声で陽子は言った。


「捕らえるって……どうやって？」


「これを使うの」


　陽子はボストンバッグから、二に挺ちようの銃じゆうを取り出した。──いや、銃ではない。一つには先せん端たんに電でん極きよくが、もう一つには拳こぶしサイズのゴムボールが装そう着ちやくされている。


「署しよからちょろまかしてきたのよ。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用ようの電テ気イザ銃ーと、ラバーボール銃。こいつをお見み舞まいしてやるわ」


　その手の武器なら、宗介がよく使っているので、かなめの目には珍めずらしくなかった。


「言っときますけど。変態さんと一いつ緒しよに、あたしまで撃うたないでくださいよ」


「……ふふっ。では、行ってらっしゃい」


「笑ってないで、返へん事じは……？」


　両手を挙あげて『大だい丈じよう夫ぶよ』とでもいった仕し草ぐさを見せる陽子。かなめはため息をついた。


（それにしても……）


　彼女はそばの農地と、その向こうの雑ぞう木き林ばやしに目を向けた。


（ソースケ、ホントにここに来てるのかしら……？『新しん装そう備び』とか言ってたけど……）


　思い直してから、かなめはしぶしぶと暗い夜道を歩きはじめた。





　そのかなめから、五〇メートルほど離はなれた茂しげみの中。うっすらと射さしこむ月光の下に、一いつ匹ぴきの変な生き物がいた。


　正せい確かくには、変な生き物のぬいぐるみだ。


　犬だかねずみだか、よくわからない頭。ずんぐりとした二頭身。蝶ちようネクタイに、くりくりと大きな瞳ひとみ。


　ぬいぐるみの名前は『ボン太くん』。某ぼう遊ゆう園えん地ちのマスコット・キャラクターだった。


　ボン太くんは頭にカモフラージュ・ネットを被かぶり、ぴたりと散弾銃を構かまえていた。見み事ごとに夜よ闇やみと一体化したその姿は、獲え物ものを待ち伏ぶせる獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆう、危険で残ざん酷こくな食虫植物を、ほうふつと──させた。たぶん。


（動き出したな……）


　そのぬいぐるみの中に収おさまっていた宗介は、胸のうちでつぶやいた。


　以前、遊園地での乱らん闘とう事件を起こした際さい、なりゆきで失しつ敬けいすることになってしまったボン太くん。いま、このぬいぐるみは宗介の手で生まれ変わっていた。


　いわば『ボン太くんマークII』である。


　闇を見通すボン太くんの暗あん視しセンサーが、かなめと婦警のシルエットをヘッＨド・マウンＭト・ディスプＤレイに投とう影えいする。耳に仕し込こんだ高こう感かん度ど指し向こう性せいマイクは、かなめの息いき遣づかいさえ拾ひろうことができた。その気になれば、内ない蔵ぞうのデジタル通つう信しん機きで、警察無む線せんの傍ぼう受じゆさえ可能だ。シルエットが人間離ばなれしているので、遠えん距きよ離りからの発見も困こん難なんなはずだった。


　ちなみに、変なボイスチェンジャー機き能のうは眠ねむらせてある。


（では、追うか……）


　宗介はそろそろと、茂みの中を移い動どうした。かなめと一定の距きよ離りを保ちながら、注意深く、音をたてずに……。


　かなめがやる気なく歩き続ける。ボン太くんが追う。婦警は角の向こうに消えて以来、姿は見えない。
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　変質者は出てこなかった。


　ウロウロと、かなめは同じ道を何度も回り続ける。そんな調ちよう子しで、すさまじく不ふ毛もうな三〇分が過すぎた。


（今夜は動きなしか……？）


　宗介は雑木林の中に放ほう置ちしてあった、錆さびついた五トントラックの脇わきを歩いていく。


　その角で──


「きゃっ!?」


　例の婦警──若菜陽子と、ばったり鉢はち合あわせになった。変質者が潜ひそむには、ちょうどいい場所だとでも思って、調しらべに来たのかもしれない。


　彼女は一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、頭をぶるぶると振ふって電気銃を構えた。


「証しよう言げんじゃ馬のぬいぐるみだと聞いてたけど……まさか、ボン太くんとはね。覚かく悟ごしなさい、変態さん！」


「まて、俺は」


「問もん答どう無む用よう！」


　陽子の電気銃がスパークした。電光がほとばしり、高こう圧あつ電でん流りゆうがボン太くんにヒットする。厚あつ手での生き地じのおかげで、彼にはショックが及およばなかったが──


　ばりばり、ざ、ざぁ─────!!


　電流のショックで、ぬいぐるみに仕込んでいた電子機き器きの大半が故こ障しようした。暗あん視しセンサーの画像が真っ白になって、イヤホンから頭の割れそうな雑ざつ音おんがほとばしる。


「────!!」


　夜の雑木林の中、ボン太くんはのけぞり、よろめき、たたらを踏ふんだ。宗介は『やめろ！』と叫ぼうとしたが、


『ふもっふ！』


　故こ障しようの影えい響きようか、ボイスチェンジャーが勝手に作動して、彼の言葉を『ボン太くん語』に変へん換かんしてしまった。


「ま……まだ動けるの!?　しぶといわね！」


『ふもっ……（くっ……）』


　やむなく宗介は応おう戦せんした。ボン太くんが散弾銃を鋭するどく突つき出し、陽子めがけて発はつ砲ぽうする。殺さつ傷しよう力りよくはないが、ヘビー級ボクサーのパンチほどの威い力りよくがあるゴム・スタン弾だんだ。


　ところが視し界かいが真っ白なせいで、狙ねらいがまるで逸それてしまった。ゴム・スタン弾は、陽子のそばの幹みきに当たって四し散さんする。


「っう……抵てい抗こうする気!?　ただの痴漢のくせに！　負けないわよっ」


　陽子は続いて、ゴムボール銃を抜いた。ボン太くんに銃口を向け──発砲。


　こちらもヘビー級のストレート並なみの威い力りよくだ。ボン太くんは身をかがめ、その一撃をなんとかしのぐ。


（いかん、このままでは……）


　頭の中の雑ざつ音おんと騒そう音おんに苦しみながらも、ボン太くんは地面を転がり、散弾銃を立て続けに二連射した。


　じゃき、どかっ！　じゃき、どかっ！


「わ、おわっ……！　痛っ！」


　ゴム弾の一発が、陽子の肩をかすった。彼女はあたふたとトラックの陰かげに隠れる。


『ふもっ、ふもっふ（くっ、照しよう準じゆんが）』


「よっくも、やってくれたわねっ!?　もう絶対、許さない。わたしの手て柄がらのために……死んでもらうわ！」


　陽子は叫ぶと、ゴムボール銃に玉を再さい装そう塡てんし、ふたたび発はつ砲ぽうしてきた。よろよろと立ち上がったボン太くんの頭に、ゴムボールが命中する。


『ふもっ！（うおっ！）』


　悲ひ鳴めいをあげて、ボン太くんは地面をごろごろと転がった。なんとか素す早ばやく起き上がると、独どく特とくの走そう法ほうで陽子から逃げ出す。


「逃がさないわよっ！　女の敵！」


　陽子がそれを追つい跡せきする。


　夜の雑木林の中。両手に変な銃を持った女が、ずんぐりしたぬいぐるみを追い回し、どかどかと武器で撃うち合う──


　それはある意味、すさまじい光こう景けいだった。


　逃げながら、宗介は深く反はん省せいする。


（あれこれ改かい良りようしたものの……やはり、このぬいぐるみは実じつ用よう性せいゼロだ）


　全然後ろが見えないし。振り返るのも一苦労。重たくて疲れるだけなのだ、実じつ際さい。


　──外見は気に入っているのだが。





　向こうの雑木林から、激はげしい銃撃の音が聞こえてくると──かなめはその場で頭を抱かかえた。


（はじまった……。きっとソースケだわ）


　だれと撃うち合っているのだろう？　そういえば、若菜さんの姿すがたが見えないが。


　そもそも、自分はなぜこんな場所をうろついているのだろう？　たしか、恭子を襲った変質者を、おびき寄せるためのオトリとして、この暗い夜道を……。


「ホントに出てくるのかしら……？」


　なんとなく、バカバカしくなってきた。


　それよりも、宗介を止めるべきだ。若菜さんとドンパチしているのだとしたら、相手に大おお怪け我がさせる前に──


（急ご……）


　かなめはきびすを返した。銃声のする方角へ向かおうと、元来た道を逆ぎやく戻もどりする。


　そこで。


　ゆらりと、彼女の前に人ひと影かげが現あらわれた。


　黒のコート。手にはピアノ線とヘアブラシ。そして頭に、お馬さんのかぶりもの。うつろな視線と、不ぶ気き味みな手つき。


　まちがいない。恭子を襲った変質者──『ぽに男お』だ。


「ぽに……」


「う……」


　かなめは立ち止まり、後ずさった。その姿を聞いてはいたが、やはり、こうして、実じつ際さいに間ま近ぢかで見ると……。


「へ……変態……」


「ぽに……？」


「だれかっ!?　変態ですっ！　それも、きわめて特とく殊しゆな変態ですっ！　助けてっ！」


　かなめは叫び、逃げ出した。


　ぽに男は両手をあげて、それを追う。背せ筋すじを伸のばし、高速で。もしも『素す早ばやいゾンビ』がこの世にいたら、たぶんこんな感じだろう。


　それだけに、かなめの恐きよう怖ふはすさまじかった。捕まったところで、髪型を変えられるだけだということも、忘れてしまうほど。


「い、いやあぁ～～～～～っ!!」


「ぽに、ぽに……」


　逃げるかなめ。追う変態。


　夜道では追つい跡せき劇き。林の中では銃撃戦。


　頭のどこか──良りよう識しきをつかさどる部分が、『なにやっとるんだ、あたしらは……』と深く嘆いていた。





　激げき闘とうは続いていた。センサーがいくらか回かい復ふくしたボン太くんと、アドレナリンでバリバリに興こう奮ふんした若菜陽子が、互たがいを撃うち合い、しのぎ合う。


「ふ……ふははははははっ！」


　木々の間を駆かけ抜けながら、若菜陽子は高笑いした。もはや自分が見えていない。


「楽しいっ！　楽しいわよ、ボン太くんっ!?　もっとわたしを楽しませてっ!!」


「ふもっふ！」


　陽子の叫びに応こたえるように、ボン太くんは散弾銃を撃った。惜おしいところで外れた弾たまが、あじさいの茂みをずたずたに引き裂さく。


「甘あまい、甘いわっ！」


　陽子が腰からスタン・バトンを抜き、まっすぐに急きゆう接せつ近きんしてきた。高こう圧あつ電流のショックで、敵を気き絶ぜつさせる警けい棒ぼうだ。だがボン太くんも負けじと、自分が装備していたスタン・バトンを引き抜き突とつ進しんする。


　両者、バトンの電源をオン。高圧電流が牙きばを剝むく。


「おお～～～っ!!」


「ふも～～～っ!!」


　ばしいっ!!


　二つのバトンがぶつかり合う。ビームサーベルのように、スパークしながらつば競ぜり合あい。青白い電光があたりを照てらし、夜の大気を熱く焦がした。


「……歯がゆいねぇっ！　墜おちろっ！」


「ふもっふ、ふもっふ」


「ぬいぐるみ風ふ情ぜいが、よく言うっ！」


「ふもっ？」


　陽子が力ちから任まかせに、スパークするバトンをぐいぐいと押してきた。


「ぬうぅうぅ……！」


「ふもっふ……！」


　ボン太くんも容よう赦しやしない。全体重をかけて、若菜陽子を押し返す。体重で負けている陽子は、じりじりと背中を反そらした。


「うっ……く……！」


　彼女は巧たくみにボン太くんのバトンを反らし、その脇わき腹ばらに重たい膝ひざ蹴げりを入れた。


「ふもっ……！」


　姿し勢せいを崩くずし、吹き飛ぶボン太くん。茂みを突つき破やぶり、雑木林を飛び出す。そのまま林に面した道路の上を転がって、反対側の塀へいに背中からぶつかった。陽子がそれを追って林から姿を見せ、ゴムボール銃を突き出す。


　ちょうど道路を挟はさむ格かつ好こうで、若菜陽子とボン太くんは対たい峙じしていた。


「これで終わりよ！　覚かく悟ごなさいっ!!」


「ふもっふ……！」


　両者が互たがいに照しよう準じゆんを合わせる。


　その射しや線せんの間を──


「変態だってば！　助けて～～～～～っ!!」


　と、かなめが駆かけ抜けていった。馬男から逃げて来た、かなめである。


　はげしい戦いに没ぼつ入にゆうしていた宗介と陽子は、そんなことなど構かまいもしなかった。かなめが通り過すぎた直ちよく後ご、二人は同時に、銃の引き金を絞しぼる。


　どどん！


　その結けつ果か──両者のゴム弾は、かなめを追って、直後に射しや線せん上じように飛びこんできたお馬さんの変質者に、両側から命中した。


　顔面に。両側から。同時に。


　繰くり返すが、どちらの撃った弾も、ヘビー級ボクサーのストレート並みの威力だった。





　一分後。


　路ろ上じようにぐったりと横たわる黒コートの男。それをかなめと陽子、そしてボン太くんが見下ろしていた。


「これが問題の変質者。……じゃあ、こっちのこれは？」


　ようやく冷れい静せいさを取り戻し、肩で息した陽子が、かなめに聞いた。


「あたしの友達です。ね、ボン太くん？」


「ふもっふ」


「そう……。強いお友達がいるのね……」


　なにか悪夢でも見ているような顔で、陽子はつぶやいた。ボン太くんの銃じゆう刀とう法ほう違い反はんは気にもかけない。


　かなめはため息をついた。まったく、どんな『新兵器』かと思っていれば……。確かに、このぬいぐるみのおかげで、陽子が正体に気付いていないのは事じ実じつだが。


「…………」


　ボン太くんがかがみ込み、おもむろに馬男を揺ゆする。かぶりものをした変質者は、身じろぎして意い識しきを取り戻もどすと、つぶやいた。


「ぽに……？」


「ふもっふ」


「ぽに？　ぽに？」


「ふもっふ、ふもっふ」


「ぽにぃ……」


　ボン太くんが馬男の肩を、やさしく『ふもっ』と叩たたいた。かなめはその頭を後ろから乱らん暴ぼうに小こ突づいて、


「得え体たいのしれない問もん答どうで、わかり合うな！」


「ふもっふ……」


　短い腕うでで、頭をさすりながらボン太くんは後ろに下がる。気を取り直し、陽子が言った。


「……いずれにせよ、わたしの活かつ躍やくで犯人はこうして捕まったわけよ。良かったわ」


「若菜さん。あんた、暴あばれただけじゃ……」


　それには応こたえもせず、陽子はその場にかがみこむと、『馬男』のマスクを取り払はらった。中から現れたのは、別にどうということのない、平へい凡ぼんな顔だちの若者だった。


「う……うう」


　男ははじめてまともなうめき声をあげた。陽子はカッコよく警察手て帳ちようを見せて、


「変態さん。あなたを逮たい捕ほするわ。あなたには黙もく秘ひ権けんも弁べん護ご士しを呼よぶ権けん利りもありません。だからこの場で洗いざらいゲロしなさい」


「…………」


　この時かなめは、本気で『この人に宗介の正体がバレなくて良かった』と思った。


「う……そうなんですか。じゃあ喋しやべります」


　青年は朦もう朧ろうとしたままつぶやいた。


「言いなさい、どうしてこんな真ま似ねを？」


「だって……ポニーは最高じゃないスか。ショートのうなじの色っぽさ。ロングのしっとりとした女の子らしさ。一見矛む盾じゆんするこの二要よう素そを、完かん璧ぺきに兼かね備そなえてるんスよ……？」


　青年はせつなそうに力説した。


「だってのに……最近電車に乗ってると、もう全然ポニーの子見かけないもんだから……。オレはもう、悲しくて悲しくて」


「だから、こんな猟りよう奇き犯はん罪ざいを？」


「ええ……。だけど、刑事さん。オレは本ほん望もうっス。だってオレは、自分に正直に生きたんだから……。問題ないっス」


「そう。長くなるとは思うけど、ム所でも身から体だに気を付けなさいよ」


「はい。ご面めん倒どうかけます」


　そのやり取りを聞きながら、かなめはだらだらと額ひたいに脂あぶら汗あせを流していた。


（まちがってる……なにかが激しくまちがってるわ……）


　頭を抱かかえる彼女のとなりで、ボン太くんが腕うで組ぐみして、なにやら感かん心しんしたようにうなずいていた。







〈押し売りのフェティッシュ　おわり〉













　雄ゆう弁べんなポートレイト










　爆ばく発はつ寸すん前ぜんの情じよう熱ねつが、陣じん代だい高校美術科教きよう師し・水みず星ほし庵いおりの筆ふで先さきをわなわなと震ふるわせていた。


　振ふり乱みだした長ちよう髪はつに、無ぶ精しょう髭ひげ。教師というより、むしろミュージシャン然ぜんとした風ふう貌ぼうである。


　彼が向き合う亜あ麻ま布ぬの製せいのキャンバスは、さまざまな色しき彩さいをたたえていた。雪のような白と薄うす墨ずみ色いろ。静せい謐ひつのムーンライト・ブルー。寒かん色しよくがほとんどなのに、不ふ思し議ぎな明るさ、温かさが漂ただよっている。


　描えがかれているのは、女性の立ち姿すがただった。


　まず、印いん象しよう的てきな絵ではあったが──


「……駄だ目めだ」


　水星は小さくうめいた。


「……駄目だ。駄目駄目駄目駄目（中略）駄目駄目無駄無駄無駄駄目駄目……だぁーめぇーだぁ～～っ!!」


　絶ぜつ叫きようして、彼は絵え筆ふでとパレットを、手近のガラス棚だなに向かって投げつけた。ガラスが割われて、リンシード油がぶちまけられる。


「ああ……なぜだ!?　なぜうまくできんっ！　こんな……こんな絵ではっ！　私の脊せき髄ずいが切せつ断だんされる！　魂たましいがはげしく嘔おう吐とするっ！　いわば、汚お水すいにまみれた捨すてるべき梯はし子ごなのだぁっ！」


　がしゃあぁんっ!!


　水星庵はキャンバスを壁かべに叩たたき付け、手近の石せつ膏こうモデルを張はり倒たおすと、美術準じゆん備び室しつの床ゆかをごろごろと転ころがり回った。


　イーゼルが派は手でに倒れる。棚から教材のデスマスクが落ちて割れる。


「ああ……ど、う、し、てっ！　私は！　万分の一も彼ヽ女ヽの美の断だん片ぺんを切り取り、その上で他物の混こん交こうを永久に防ふせいだ全まつたきステイタスを具ぐ有ゆうなさしめる（中略）なのだっ!?　わからない。これは精せい神しん的てき不ふ能のうなのか？　球きゆう体たいのごとき虚きよ飾しよくなのか？　つまり……もっと、こう、あれは……彼女は、ああなのにっ!!」


　ほとばしる狂きよう気き。


　ちなみにいまは授じゆ業ぎよう時間なのだが、水星は受け持ちの生徒たちをほったらかしにして、この準備室に引きこもっている。どうあっても、はやくこの絵を完かん成せいさせたかったのだ。


　いとしく、せつない、彼女の姿を。


　そうしなければ、自分は死んでしまう。


　それは魂の補ほ完かん行こう為いであり、行き場のない激げき情じようを静しずめるための、唯ゆい一いつの手しゆ段だんだった。


　だがしかし、いやはやまったく、その作さ業ぎようのなんと困こん難なんなことか……！


　そんな調ちよう子しで難なん解かい・奇き怪かいな言葉をぶちまけ、せまく薄うす暗ぐらい部へ屋やの中で暴あばれていると。


　ばあんっ！


　隣りん室しつ──美術室にいた男子生徒が、騒そう音おんを聞きつけ、扉とびらをぶち破やぶって飛び込んできた。


「先生、敵てきはっ!?」


　拳けん銃じゆうを片手に、緊きん迫ぱくした声で叫さけんだのは、二年四組の相さ良がら宗そう介すけだった。むっつり顔にへの字口。最大限の警けい戒かいをしているためか、眉まゆ根ねのしわが一いつ層そう深い。


　水星は血走った目で、宗介をくわっとにらみつけた。


「敵、敵だと……!?」


「そうです、敵はどこにっ!?」


「敵。そう、敵は……ここにいるっ！　私のいる、この空間こそが敵なのだっ！」


　水星は『ばっ！』と両りよう腕うでを広げた。宗介はせわしく全方位に銃じゆう口こうを向けながら、


「つまり、どこです？」


「わからんか、ここだっ！」


「だからどこですっ？」


「ここは、ここなのだぁっ！」


　興こう奮ふんし、天てん井じようを仰あおいで絶ぜつ叫きようする。その仕し草ぐさに反はん応のうして、宗介が銃口を水星の頭上に向けた。


「上かっ……!?」


　たん、たたたたんっ!!


　五発の銃じゆう弾だんが、天井に撃うちこまれる。小さな弾だん痕こんが穿うがたれ、なにかの金属が潰つぶれる音がした。


「…………」


　つかの間。


　二人は沈ちん黙もくして、その場に棒ぼう立だちしていた。銃口から立ちのぼる白はく煙えん。水星がただ呆ぼう然ぜんとする一方で、宗介は油ゆ断だんなく天井の弾痕をにらみつけている。


　そこで──


「ソースケぇっ!!」


　続いて部屋に駆かけ込んできた女子生徒──千ち鳥どりかなめが、宗介の背中を『がすっ！』と蹴けり飛ばした。


　腰こしまで届とどくロングの黒くろ髪かみ。腕うでまくりをして、面めん相そう筆ふでを握にぎり締しめている。


　前のめりに倒れた宗介は、床ゆかに手をつき、振ふり返った。


「なにをする、千鳥」


「うるさいっ！　いい加か減げんに、むやみやたらと発はつ砲ぽうする習しゆう慣かんを直しなさいっ！」


　怒ど鳴なりつけられても、彼は大おお真ま面じ目めにかなめを見み据すえた。


「下がっていろ。まだ天井裏に、水星先生を狙ねらった刺し客かくが潜ひそんでいる可か能のう性せいが──」


「刺客？　天井裏？　あんた、いったいなにを……って、あ、冷たい。……なに？」


　ぽたりと、首くび筋すじに落ちてきた水すい滴てきを片手でぬぐって、かなめが天井を見上げた。宗介と水星も、それに習った。


　天井の弾痕、そして石膏ボードの隙すき間まから、ぽたぽたと水が漏もれていた。


「…………？」


　次の瞬しゆん間かん。


　天井の石膏ボードが『ばりんっ！』と割われて、大量の水が三人に降ふり注そそいだ。どしゃ降ぶりの雨どころか、滝のような勢いきおいだった。


　天井裏の水道管が、宗介の銃弾で破は裂れつしたのだ。


「うぉっ」


「う……きゃあぁ～～～～っ!!」


　落ちてきた建けん材ざいで頭を打ち、宗介が昏こん倒とうする。かなめが悲ひ鳴めいをあげ、すべって転ぶ。二人はもつれ合い、あたかも水すい洗せん便べん所じよの雲うん古このごとく、部屋の隅すみへと押おし流されていった。
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「ああ……」


　かたや水星は、激げき流りゆうに身を打たれながら、呆ほうけたようにその場に突つっ立っていた。


「そうだ……なにもかも洗い流してくれ……私の心から、あの女ひとを覆おおい隠かくす暗あん雲うんを……きれいさっぱり、消し去ってくれ……」


　深く病やんだ目で、ぶつぶつとつぶやく彼の声を、宗介とかなめはまったく聞いていなかった。





　二〇分後の放ほう課か後ご。人ひと気けのない女子更こう衣い室しつで──


「へっくしっ……！　えーぃ、ちきしょー」


　オヤジくさいくしゃみを一発かますと、かなめは肌はだに張はりつくブラウスをいそいそと脱ぬいだ。ロッカーの戸と板いたに、濡ぬれた衣い類るいをべちゃり、とひっかける。


　水のしたたる、しなやかな肢し体たい。肌はだが透すけて見える白の下着。男子が見たら、反そり返って悶もん絶ぜつしそうな艶あで姿すがたである。


　もっとも、この場にいるのはかなめともう一人、教師の神か楽ぐら坂ざか恵え里りだけだったが。


「ほら、これで拭ふいて」


　そばに立っていた恵里が、バスタオルをよこした。


「あ、どうも」


　かなめは礼を言ってから、タオルでていねいに髪かみを拭ふく。その様よう子すを眺ながめながら、恵里が言った。


「いつもすまないわね、千鳥さん。あなたにばかり、彼の面めん倒どうを見させてしまって」


「いえ？　まあ、毎度のことですし」


「そう。ならいいんだけど……」


「いや、別にいいわけでは」


「ふう……」


　恵里はかなめの言葉に耳も貸かさずに、一人、ため息をついた。


　神楽坂恵里は英語科の教師で、かなめのクラスの担たん任にんだった。年は二十代の半なかば。ショートのボブカットに、ベージュのスーツ姿すがた。眉び目もくのきりりとした、生き真ま面じ目めそうな容よう貌ぼうの持ち主だ。


　実じつ際さい、恵里は真面目な教師だった。


　いつも宗介が騒さわぎを起こした後は、かなめと一いつ緒しよになって彼をガミガミと叱しかったり、一人で天を仰あおいで大声で嘆なげいたりする。


（ああ、主しゆよ、彼をわたしのクラスに遣つかわしたのも試し練れんだというのですか!?　それならばわたしは耐たえてみせます！　ですけど、できれば、もうすこし違ちがった趣しゆ向こうにならないのでしょうか？　ここまでトリッキーな試練はちょっと。およそ物もの事ごとには限げん度どというものがあるはずです！）


　……とか、そんな感じである。


　その彼女が、最近どうも元気がない。


　なにが起きても上うわの空そらで、英語の授業中もぼおーっとしている。きのうなどは、黒板に過か激げきで暴ぼう力りよく的てきなラップを書き連ねて、『千鳥さん、訳やくしなさい』とかのたまったりした。


（えーと……。俺おれはモノホンのギャングだぜー。警けい官かんを殺せ、白人を殺せ。俺のアレは最高だぜ、イエー）


　かなめがそのラップを正確に訳したら、彼女は『なんてことを言うんです、あなたは!?』とか言って真まっ青さおになった。


　ともかく、変なのである。


　それが気になったかなめは、体育のジャージを着ながら彼女にたずねた。


「先生。なんか心配事でもあるんですか？」


「え……？」


「最近、元気ないから。あたしで良かったら、相そう談だんに乗りますよ」


　かなめが気軽に言うと、恵里はすこしの沈ちん黙もくのあと、いきなり涙なみだぐんだ。


「先生……？」


「ご、ごめんなさい……。生徒のあなたに、そんな気を遣つかってもらうなんて。先生、とってもうれしいわ」


「はあ」


「でも、いけないっ。これは先生が一人で解かい決けつしなきゃならないことなんだから。生徒の手を借かりて、この問題をどうこうしようだなんて……それこそプロ失しつ格かくだと思うの。だけど、だけど、ああっ……！　やっぱり話すわけにはいかないわっ！」
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　宝たから塚づか風ふうの大おお仰ぎようなジェスチャーをまじえて苦く悩のうする。着き替がえの終わったかなめは、その横顔を『ほけー』と眺ながめていたが、やがて気を取り直して言った。


「そーですか。じゃ、あたしはこれで」


　そそくさとロッカー室から出て行こうとする彼女の袖そでを、恵里がはっしとつかんだ。


「待って、千鳥さん」


「なんです。話せないんじゃなかったんですか」


「それはそうなんだけど……でも、やっぱり。だって……」


「じゃあ早く話してください。あたし、コンビニにパンツ買いに行きたいんです」


「ああ……そんなこと言わないで。わたしのぱんつ、あげるから」


「いりません……!!」


　おろおろと、スカートのすそに手を伸のばした恵里を、かなめは赤くなってどやしつけた。


「正気ですか!?　そんな下品なボケを……先生らしくもない！」


「そ、そんなに怒おこらなくても……」


　うろたえる恵里。これではどちらが教え子かわかったものではない。こんなに弱気になった恵里を見るのは初めてだった。


「……いったい、なにがあったんです？　ソースケとは関係なさそうですけど。やっぱり話してください」


「それは……その。職しよく場ばの……人間関係のことなの」


「人間関係、ですか」


「実は……。美術の……水星先生のことなんだけど」


　ためらいがちに、恵里は事じ情じようを話した。





　神楽坂恵里と水星庵は、『単なる同どう僚りよう』といってさしつかえない間あいだ柄がらだった。科か目もくも違ちがうし、担たん任にんを務つとめる学年も違う。顔を合わせることも、日に一度か二度くらいだ。


　その二人が先月、退たい職しよくした地学教師の送別会の幹かん事じを務めた。水星はそういう仕事が不ふ慣なれだったのだが、恵里があれこれと面めん倒どうを見て、送別会はつつがなく終わった。


　それがきっかけで、恵里と水星は前よりもいくらか親しくなった。


　で……つい先週の日曜日、水星は『世せ話わになったお礼です』と言って、彼女を映画と食事に誘さそったのだったりする。


　恵里は喜んでそれに応おうじたそうな。


「着ていく服に悩なやんだのなんて、久しぶりだったわ。本当、楽しかった……」


　心なしか、うっとりとした声で説明する。


　その様子を見て、かなめは驚おどろきを隠かくせないでいた。あの半分マッドな水星先生と、マジメ人間の神楽坂恵里とが、ごく個人的にデートをしていたとは……！


「ははあ……。先生がねえ……。やっぱり人の子だった、ってことですか」


「え？」


「だって、好きなんでしょ？」


「そ、それは……！　別に、決して、そういう次元じゃなくて。でも、なんとなく、その。いい人だなぁ、と思っただけで……」


　恵里はしどろもどろになる。教師の威い厳げんなどあったものではない。


「まあいいや。で……それのどこに問題があるんです？」


　たずねると、にわかに恵里の顔が曇くもった。


「その日は……良かったんだけど。翌よく日じつから、急に水星先生がよそよそしくなって」


「はあ」


「顔を合わせても会え釈しやくするだけで、すぐにその場から立ち去ってしまうの。まるで……まるで……わたしを避さけてるみたい」


　しゅんとする恵里。


　かなめは、水星がきょうの授業中、ほとんど美術準備室に引きこもっていたことを思い出した。それがなにか関係あるとも思えないが──


「なんかマズいことしたんですか？　ユダヤ人陰いん謀ぼう説せつを力りき説せつしたとか、『昔、ジュリアナ東京で扇せん子す振ふって踊おどってた』と告白したとか」


「まさか！　わたしはそんな異い常じよう者しやじゃないわ！　ただ、ちょっと……映画の途と中ちゆうで居い眠ねむりして、サーロイン・ステーキを四人前食べたのは……良くなかったと思ってるけど」


「……そりゃ、怒おこりますよ」


　かなめが肩かたを落とすと、恵里はまたまた泣きそうな顔をする。


「う……やっぱりそうかしら」


「ええ。あたしだったら、三人前でやめときますね」


「そうよね、それが普ふ通つうよね……」


「そうです、それが普通です」


　二人はしみじみとうなずいた。


「だからね……。彼、きっとわたしに幻げん滅めつしたと思うの。誠せい実じつさのかけらもない、貪どん欲よくな女だと思ったかも。もうダメだわ……」


　いよいよ恵里が落ち込んでいく。かなめはそれを見るに見かねて、フォローしてやった。


「まあ、そこまで気に病やむこともないんじゃないですか？　避けられてる、っていうのも、ひょっとしたら気のせいかもしれないし」


「そう……？　だといいんだけど」


「なんだったら、あたしがさりげなく探さぐりを入れてあげましょうか。水星先生に」


　彼女は目を丸くした。


「まあ……本当？」


「ええ。どうせきょうはヒマだし」


　そう言って、かなめはにっこりと笑った。


　


　宗介と水星は、水みず浸びたしになった美術準備室の床ゆかを黙もく々もくと雑ぞう巾きんがけしていた。


　不ふ景けい気きな顔で、たっぷりと水をふくんだ雑巾を、バケツの上で絞しぼっては──また床を拭ふく。その繰くり返しである。


「……相良くん」


　ようやく床がきれいになってきたところで、ぽつりと水星が言った。


「なんでしょう」


　野や戦せん服ふく姿すがたの宗介は、雑巾がけの手を休めることなく答えた。


「あの絵を……どう思うかね？」


　水星は壁かべ際ぎわに立てかけられた、一枚の油絵を指さした。授業中、彼が取り組んでいたのとは別の──もっと古い絵だ。


　それは風景画だった。うすい霧きりのたちこめた、静かな朝の森林が描えがかれており、ミストグリーンと灰色のバランスが美しい。見ているだけで、その場に一人でたたずんでいる気になるような──そんな絵だった。


「これですか」


　宗介はその油ゆ彩さい画がのそばまで歩いていって、注意深い目で観かん察さつした。キャンバスの木き枠わくをつつき、その裏うら側がわを覗のぞきこむ。


「緊きん急きゆう時じの盾たてには使えないでしょう。ただの布では、二二口こう径けい弾だんさえ防げません」


「…………」


「裏側に超ちようアラミド繊せん維いとセラミック・プレートを貼はってみてはいかがです。そうすれば、五・五六ミリ弾まではストップできるかと思いますが」


「いや。私が聞いているのは……絵そのものの内容のことなのだが」


　言われて、彼はようやく油彩画そのものに注目した。まるでその存在に、はじめて気付いたような風ふ情ぜいである。


　三〇秒ほど、宗介はその風景画を眺ながめた。


「森林ですね」


「……それだけかね？」


「一見、安全な森です。毒どくヘビやヒルなどの危き険けんな生物もいない。地じ雷らいなどの罠わなもなさそうですが──ただ、この奥おくの茂しげみが、どうもくヽさヽいヽかと」


　宗介は絵の中の一点を指さした。そこは狡こう猾かつな狙そ撃げき兵へいが潜ひそむのに、絶ぜつ好こうのポジションだったからだ。


　宗介の見けん解かいを聞いて、水星は落らく胆たんした。


「そうか……くヽさヽいヽか。陳ちん腐ぷなのだね。残念だ」


「気を落とすことはありません、先生。まず素しろ人うとには見み抜ぬけないでしょう」


　この二人は、いつも顔を合わせるたびに、一見まともで、実はまったく嚙かみ合っていない会話を繰り広げるのだった。


　それはともかく。


「この絵は……私が学生時代に描いたものでね。ちょっとした自信作なのだが。それでもこの反はん応のうだ。たぶん、私には才能がないのだろうな。これでは、いま取り組んでいる絵を完成させることなど、とうてい……」


　水星はため息をついた。


　宗介はすぐそばのイーゼルに乗った、問題の絵の方に目を向けた。絵には埃ほこりよけのシートが被かぶせてあるので、中身は見えない。


「どういった絵ですか」


「いや……！　見ないでくれ」


　シートを外はずそうとした宗介を、水星が手で制せいする。


「なぜです」


　すると水星は、なぜか狼ろう狽ばいしながら、


「……み、未み完かん成せいの作品は、人には見せない主しゆ義ぎなのだよ。ただ、その……端たん的てきな説明はしてもいいだろう。その絵は……言うならば、私の内在から来たラディカルなフォルムに、かりそめの躍やく動どうを与あたえる企くわだてなのだよ。そう。それはすなわち自然に対して奴ぬ婢ひの感を抱いだかず、常にどこか小さきゴッドのような気け宇うを有ゆうするという……これは漱そう石せきの言葉でもあるのだが、つまりそういう作品なのだ。わかるね？」


「わかりません……」


　宗介は、こめかみに脂あぶら汗あせを浮うかべて即そく答とうした。


「むう……。しかし、こうやって君に説明してみたら、そこはかとなく創そう作さく意い欲よくがわいてきた気がするよ。そう、ちょうど東の空の薄はく明めいのように……」


　水星はどこか遠くを見るように、目を細めた。


「それはなによりです」


「うん。よし、もうひと頑がん張ばりしてみるかな」


「では、自分にも手伝わせてください。先生の作業を妨さまたげたのは、自分の責任でもありますので──」


　律りち義ぎに言うと、水星は笑って手を振ふった。


「はっはっは。ならば私を一人にしてくれたまえ。集中したいのでね」


「了りよう解かいしました。先生をお一人にすべく、力を尽つくします。それでは」


　敬けい礼れいすると、宗介は部屋を出ていった。





　美術準備室への廊ろう下かを歩くうちに、かなめはだんだんと後こう悔かいの念ねんにとらわれはじめた。


『探りを入れる』などと、無む邪じや気きに安やす請うけ合いしてしまったものの──


（うー……。考えてみたら、あたし、水星センセって苦にが手てなのよね……）


　それも無む理りからぬことだった。


　水星教諭と話すのは、疲つかれるのだ。やたらと小こ難むずかしいゲージツ用語やらブンガク用語やらを並ならべ立て、持って回った表現を多た用ようし、けっきょくのところ、なにが言いたいのかまるでわからない。


（まあ、他ほかならぬ神楽坂センセのためなんだから。ガマンしなくちゃ）


　などと、自分に言い聞かせる。ドジで迂う闊かつで融ゆう通ずうのきかない神楽坂恵里だったが、かなめやほかの生徒たちは、彼女を教師として信用し、また好きでいられる強い理由があったのだ。それは中止になった修学旅行での、彼女がとった、ある行こう為いのおかげだった。恵里が生徒を大事に思っているのは、口先だけではないのだ。


　美術準備室まで来ると、宗介が扉の前で腕うでを組み、棒立ちしていた。野戦服姿で、歩ほ哨しようのように背せ筋すじを反そらしている。


「ソースケ。もう片付いたの？」


　声をかけると、宗介はうなずいた。


「肯こう定ていだ。水星先生は、ふたたび絵画に取り組んでいる。一人で集中したいそうだ」


「あ、そう。ちょっとごめんねー」


　準備室に入ろうとすると、宗介が彼女を通せんぼした。


「？……なによ？」


「先生は取り込み中だ。入ってはいけない」


「あたしはその先生に用があるのよ。通してちょうだい」


「駄目だ。申もうし訳わけないが……」


「もう。ちょっと聞きたいことがあるだけなの！　いいでしょっ!?」


　かなめが頰ほほをふくらませると、宗介は考えあぐねた様子で、


「では……俺が用よう件けんを聞こう。水星先生に伝えてやる」


「はあ？……ったく」


　などと言いながらも、かなめは宗介が水星教諭と比ひ較かく的てき親しいのを思い出した。苦手な自分よりも、宗介に探りを入れさせてみた方が本ほん音ねが聞き出しやすいかもしれない……そう考えて、彼女はしぶしぶうなずく。


「じゃあ……あたしの代わりにね、先生から聞いてきて欲しいことがあるんだけど」


「構かまわんぞ。なんだ」


　かなめは恵里の名前を伏ふせて、かいつまんだ事情を話した。


「ふむ」


「──要するに、はじめてデートする相手がやたらと食しよく欲よく旺おう盛せいだったりしたら、どう思うか。たぶん『なんとも思わない』『元気でいい』とか、そんな答えだろうけど、それとなく聞き出して」


「了りよう解かいした。待っていろ」


　宗介はうなずき、美術準備室の奥に姿を消した。





　宗介が部屋に入ると、水星は例の絵に取り組んでいる真っ最中だった。


「先生」


「なんだね」


　乱れた長ちよう髪はつを右手でくしゃくしゃと搔かいて、水星は答えた。


「大食いの女をどう思います」


「…………なに？」


「大食いの女、です。あなたが見ている目の前で、生焼けの肉二ポンドをむさぼり食い、きれいに平らげる。そういう女をどう思いますか」


　宗介は彫ちよう刻こくの一つをそれとなく手に取り、それとなく聞いた。声こわ色いろに限かぎってのみ言えば、まことに見み事ごとなそヽれヽとヽなヽさヽであった。


「よくわからんが……それは下品だね」


　水星は渋しぶい顔で答えた。


「下品、ですか」


「ああ。およそ獣じゆう性せいというものにも貴き賤せんがあると私は思う。そこに必ずしも霊れい長ちよう的てき、かつ文明的なコモンセンスを持ち込むことは（中略）だが、（中略）なのだ。なぜか。それはハエの交こう尾びにさえ、（中略）な自然の持つ優美さや秩ちつ序じよが存在するからだよ。要はその存在の本質的なノビリティなのだ」


「なるほど。お邪じや魔ましました」


　彼は廊下に戻っていった。





「あ……早かったね」


　離はなれた廊下で待っていたかなめが、宗介を出で迎むかえた。


「どうだった？　なんて言ってた？」


　特別に興きよう味み津しん々しん、といったわけでもなかったが、かなめはたずねた。


「うむ。『下品だ』と」


「え……」


「いろいろ言っていたが、その一語に尽つきるな。ほかにはハエの……そう、そんな女に比べれば、交尾中のハエの方が美しい、とも言っていた」


「な、なんと……」


　深しん刻こくな面おも持もちで腕うで組ぐみしたかなめを見て、宗介は眉まゆをひそめた。


「なにか問題があるのか？」


「うーん……。いや、別にいいの。とにかく、ありがと」


　礼を言って、かなめはその場を立ち去った。





　どう話したらいいものか。


　職員室のそばで、かなめが頭を悩なやませていると──背はい後ごからいきなり声をかけられた。


「千鳥さん？」


「ひゃっ……」


　飛び上がって振ふり返ると、教材のプリントを抱かかえた恵里が立っていた。


「どうしたの、そんなに驚おどろいて。大だい丈じよう夫ぶ？」


「いえ。別に。その」


　動どう揺ようを取り繕つくろうかなめを、恵里は上うわ目め遣づかいに見た。


「それで……どうだった？」


「あー。その件なんですが……」


　かなめは一いつ瞬しゆん迷まよったが、やはりここは正直に教えてやるべきだろう、と考えた。


「なんと申しましょうか。水星先生は……その、やっぱり、少食な女性の方が好みみたいです。残念ながら、どうも……上品な印いん象しようは……与あたえていないようで」


　しばらくの間、恵里は無む反はん応のうだった。


　そして五秒後、いきなりプリントをどさどさと落とすと、ふらふらとよろめき、壁にすがりついた。


「せ、先生……!?」


「だ……大丈夫。大丈夫よ、千鳥さん。ただ、ちょっとめまいがしただけ……。そう、ちょっと天地がひっくり返って、時間と空間の区別が曖あい昧まいになって、全身の血液が工業廃はい液えきに入れ替かわったような──そんな気がしただけだから」


「先生、それ、深しん刻こくです」


「いいの。平気よ。全然、平気なんだから。う……ぐすっ」


　などと言いながらも、露ろ骨こつに打ちひしがれた恵里を見て、かなめはおろおろした。


「あの、でも。先生の名前を出したわけじゃないから、単に一いつ般ぱん論ろんだったのかもしれませんよ？　だから、それほど悲ひ観かんしないで」


「ああ……でも。え……そうなの？」


　恵里は顔を上げた。


「ええ。それにほら、『あばたもえくぼ』って言うじゃないですか！　たとえ先生がどれだけ迂う闊かつだったり、大食いだったり、その割にあんまり胸がなかったりしても……水星先生は気にしないかもしれませんよ？　神楽坂先生なら、全部オッケーって思うかも」


「そ……そうかしら」


　気を悪くすることも忘れて、恵里は頰を赤くする。


「そうですよ！　ともかく、こうなったら、もっと直接的に『神楽坂先生をどう思うか』って聞いてみましょうか」


「そ、それは……！　ちょっと、困るわ」


「でも、このままじゃスッキリしないでしょう？　白黒つけて、今夜はグッスリ眠ねむる、と。ダメならヤケ酒あおってみる。やっぱりそうするべきですよ」


「うーん……でも」


　かなめは人差し指をあごにやって、


「だったら……そうですね。『生徒会の機き関かん紙しの企画で、いろんな先生同士の相あい性しようを星ほし占うらないしたら、神楽坂先生と水星先生が一番良かった』……とか、そういう口こう実じつで聞きますから。それなら不自然じゃないでしょ？　ね？　ね？」


　すると恵里は小さな吐と息いきを洩もらし、こくり、とうなずいた。


「そうね。それなら……お願いしようかしら」


「よし、決まり！　じゃっ！」


　かなめはふたたび美術準備室へと向かった。





　準備室までやってくると、いまだに宗介が扉の正面で仁に王おう立だちしていた。


「……やっぱり、まだ入っちゃ駄目なの？」


「うむ。すまないが。当分は無む理りだと思ってくれ」


　背せ筋すじを伸ばし、『休め』の姿し勢せいのまま、宗介は答えた。


「じゃあ……もう一回聞いてきてくれない？　今度はね──」


　かなめはざっと説明した。


「了りよう解かいした。『神楽坂先生をどう思うか』だな」


「そう。お願い」


「待っていろ」


　宗介は扉の奥に消えた。





　相変わらず、水星は未完成の絵に必死で取り組んでいた。宗介はすまないと思いながらも、声をかける。


「先生」


「う……なんだね」


「他た愛あいのない質しつ問もんかもしれませんが──神楽坂先生をどう思いますか？」


「…………なに？」


　水星はぴたりと手を休め、キャンバスの向こうから宗介をうかがった。


「な……なぜそんなことを聞くんだね」


「生徒会が実じつ施しした占せん星せい術じゆつで、興きよう味み深ぶかい結果が出ました。あなたと相性がいいそうです。それについてコメントを」


「か、神楽坂さんはなんと言ってる……？」


「まだ聞いていません」


　水星はなにやら難むずかしい顔をしていたが、やがて──重たげに口を開いた。


「そんな占いは……信じられん。彼女など……とても釣つり合わんよ」


「釣り合いませんか」


「ああ。私は……彼女の横顔を見ると、心しん臓ぞうに針はりを突つき立てられたような気分になる。ただの美への憧しよう憬けいではないのだ。もっと違ちがった……ほとんど怪かい物ぶつ的てきともいえるような……そういう、強いものだ。プリミティブな。……そう、私にとって、彼女は原始的なのだ。それは人間が抱かかえたエロスとタナトスの葛かつ藤とうを軸じくに据すえた、いわば神しん経けい症しよう的てきなパラドックスを越こえる（中略）で、これはフロイトの言葉を借りれば（中略）ということだ。それはつまり彼女が──」


　要ようするに、好きなのか嫌いなのか。


　それさえ宗介にはわからなかった。ただ、彼は自前の知性と感性を総そう動どう員いんして、水星の言葉を要よう約やく・記き憶おくすることに努めた。


「──と、思うのだが。これでいいかな？」


　と、言われても。


　宗介は珍めずらしく、こめかみの辺あたりを指先で押さえながら、苦しそうにうなずいた。


「……はっ。これで結けつ構こう……だと思います。ありがとうございました」





　額ひたいに汗あせを浮うかべ、難しい顔で出てきた宗介を見て、かなめはたちまち不安になった。


「……どう言ってた？」


「うむ……どう表現したらいいのか」


　宗介は腕うで組ぐみし、小さくうなり、なんとか頭の中を消化しようと努めるように、小こ刻きざみにうなずいた。


「水星先生は……神楽坂先生の顔を見ると、死ぬほど気分が悪くなるらしい」


「は……？」


「まるで怪物みたいに思えるそうだ。あまりにも原始的で……エロスと……あと、なにやらがあって、とにかくエロい。神経症を患わずらっているような人間にも見えて……とても自分とは釣り合わない……？　そのようなことを……言っていたように思う」


　最後の方は、妙みように小さな声だった。


「それって『嫌い』ってことなの？」


「俺もいま思ったが……どうも好意ではなさそうだな」


「うー……そうかしら、やっぱり」


「よくわからんが、水星先生は神楽坂先生のことを『怪物みたいで、原始人で、エロくて、神経症患者で、気分が悪くなる』と言っているのだぞ」


「それ、なにか間違ってるような気が……」


　そのとき、背後に小さなすすり泣きの声を聞いて、かなめははっと振り返った。


「せ、先生……!?」


　そこに立っていたのは、ほかならぬ神楽坂恵里だった。迷まい子ごの子供みたいに頼たよりなげな様子で、両目を真っ赤に腫はらしている。


「い、いつからそこに？」


「……『それって「嫌い」』のあたりから」


「うっ……」


「やっぱり止やめてもらおうと思って、ここまで来たの……」


　どこか恨うらめしそうに、恵里はつぶやいた。


「あ……あのですね？　これはまだ、はっきりとした話じゃなくて──」


「滑こつ稽けいでしょう……？　いっつも生徒たちには、したり顔でエラそうなコト言ってるのに。けっきょく、ただのみっともないバカ女だってことなのよ。どうせ世せ間けん知しらずだし、大食いだし、いまだに処しよ女じよだし……。わたしって……わたしって……」


　自じ虐ぎやくモードに入った恵里を、かなめは必死になってなだめる。


「そんな。先生、自分を責せめないで」


「そうです、先生。それに原始人は、食べられる時にたくさん食べておく必要があったのです。気に病やむことはありません」


「あんたは黙だまってなさいっ！」


　かなめが怒ど鳴なりつけ、宗介が首をすくめる。そして恵里はふらふらと、その場を去ろうと後ずさり──


　美術準備室の扉が、勢いきおい良くがらりと開き、水星が飛び出してきた。


「なんだね、騒そう々ぞうしい！　いま取り込み中だ、騒さわぐならほかで……。……？」


　かなめたちを叱しかり付けようとして、水星は途と中ちゆうで口くち籠ごもった。恵里の存在に気付いたからだ。彼女が泣いているのを見て、彼はぎょっとした。


「か……神楽坂先生。どうしたんです？」


　狼ろう狽ばいして、説明を求めるように宗介とかなめを見る。二人は顔を見合わせてから、ばらばらにそっぽを向いた。かなめは口くち笛ぶえを吹ふき、宗介は銃じゆうの解かい体たい整そう備びをはじめる。


「水星先生……。わたし……あなたに謝あやまらないといけませんね……」


　背中を向けて、恵里は苦しそうに言った。


「は……？」


「気を利きかせて断ことわれば良かったのに、食事のお誘さそいなんかに応じてしまって……。図ずう々ずうしかったと思ってますわ、本当に」


「な……なにをおっしゃるんです。僕は決して──」


「いいえ！　いいんです。たしかに、わたしって地じ味みで退たい屈くつな女だし。でも……だけど」


　前置きしてから、恵里は振ふり返って、水星を涙なみだ目めできっとにらみつけた。


「『エロい』とか『原始人』とか『神経症』とか、そういう中ちゆう傷しようはあんまりですっ！　そんな陰かげ口ぐちは、絶対に言わない人だと思ってたのに！　わたし、あなたを軽けい蔑べつしますっ！」


「な……」


　そのとき宗介とかなめは、水星の頭上に巨大な『ドギャアァァン』という書き文字が出しゆつ現げんしたのを、たしかに目もく撃げきした。


「二度と話しかけないでください！　では、失礼しますっ!!」


　涙を拭ふくと、恵里はその場から走り去った。





　置き去りにされた水星は、ただ呆ぼう然ぜんと、天井を見上げていた。


「あのー……。先生？」


　無む反はん応のう。……いや、彼はゆっくりと宗介を見やって、言った。


「ライターを……持っているかね？」


「ありますが」


「貸かしてくれたまえ」


　宗介からジッポー・ライターを受け取ると、水星はふらふらと美術準備室に引き返していく。彼は部屋の奥まで歩いていって、ついさっきまで取り組んでいた絵画に──火を点つけようとした。


「ちょ……!!」


　真っ青になって、かなめが止めに入る。


「止めないでくれ、千鳥くん！」


「なにをするんです!?　火事になっちゃいますよっ！」


「いいんだ、すべて燃えてしまえばいい！　こんな絵など……こんな世界など！　もはや……もはやっ！　くっ、うおぉ～～～っ！」


　ぶわーっと涙を流して、水星は絶ぜつ叫きようした。宗介が彼を羽は交がい絞じめにして、かなめがライターを取り上げる。


「……ったく、なんだって言うんです!?　だって先生、神楽坂先生のこと、別に──」


　そこまで言って、かなめは口をつぐんだ。水星の絵に、はじめて目がとまったのだ。


「こ、これは……」


「なるほど」


　その絵を見て、かなめはもとより、朴ぼく念ねん仁じんの宗介さえもが納なつ得とくした。





　保健室のベッドに潜もぐり込んで、恵里はぐずぐずと泣いていた。


「あのー、先せん輩ぱい。大丈夫ですか？」


　養よう護ご教諭の西にし野のこずえが心配顔でたずねる。彼女と恵里は高校時代からの付き合いで、ブラスバンド部で一年違いの先輩後輩なのだったりする（しかもこの学校の出身だった）。


「ぐすっ。あんまり……大丈夫じゃないかも。自分が情けなくて情けなくて……」


「よくわからないけど……先輩って、高校の時から思い込み激はげしかったですものね……」


「ほっといてよ。あなたみたいにモテた子には、わからない苦労だってたくさんあるんだから……。ぐすっ……」


　そのおり。


「すいませーん……」


「神楽坂先生はいますか」


　がらがらと保健室の扉が開いて、かなめと宗介の声がした。西野こずえが『どうします？』と恵里に目め線せんでたずねる。


（いない、って言って……）


　首を振ってみせると、こずえは戸口に向かって告つげた。


「ええ、ここにいますよ」


「……ちょっと！」


　こずえはほほ笑んで、カーテンの向こうに消える。入れ替かわりで、かなめと宗介が姿を見せた。


「……また。そんなふてくされて」


　かなめが言った。実じつ際さい、枕まくらに顔を埋うずめ、シーツを被かぶった恵里の姿は、ほとんどだだをこねた小学生だった。


「別に……いいでしょう？　わたしだって、一人で落ち込みたいときもあるの。放っておいてちょうだい」


「そうもいきません。我われ々われには責せき任にんがありますので」


　そう言うと、宗介はごそごそと一枚の絵画を取り出した。すうっと、生なま乾かわきの油絵の匂においが鼻をつく。


「あ……」


　その絵は未完成の人物画だった。どこかの街まちの、ビルの前──たぶん、待ち合わせ場所だろう。そこでそわそわと、腕時計を見ながらだれかを待っている若い女性。


　まぎれもなく、神楽坂恵里の姿だった。


　絵の中の彼女は、どことなく不安そうで、それでいてわくわくしていた。彼女を見ている者──この絵を描かいた者──の、優しい視し線せんが感じられる。青や緑、灰色が主体なのに、なぜか温かい印象の──不ふ思し議ぎな絵だった。


「ここ数日、水星先生はこの絵の製作に夢む中ちゆうになっていたそうです」


「無ぶ愛あい想そうだったのは、デートの時のイメージを大切にしたかったからだ……って言ってましたよ」


「…………」


　恵里はぽおっとして、その絵を眺ながめていた。すべて誤ご解かい。なんの説明をされなくても、これを見ればすぐにわかった。


「水星先生って、実のところスゴい口ベタなんですね。すこし見直しちゃった」


　かなめがにっこりと笑った。


「ええ……」


　耳まで真まっ赤かになって、恵里は言った。


「だから好きなの」







〈雄弁なポートレイト　おわり〉













　暗くら闇やみのペイシェント










　やたらと蒸むし暑い夜のことである。


　マンションのうす暗い一室、食堂のテーブルの上で、一本のロウソクの火が揺ゆれていた。オレンジ色の弱々しい光が、不ぶ気き味みにうごめく黒い影かげを、部へ屋やの壁かべに投げかける。


　テーブルを囲かこんで座すわるのは、四人の男女だった。三人は女、一人は男。どれも深しん刻こくな面おも持もちで、玉の汗あせを浮うかべている。


　淡たん々たんと、怪かい談だんを語る少女の声だけが、静せい寂じやくの中に響ひびきわたっていた。


　怪談──


　粘ねばりつくような空気。張はり詰つめた緊きん張ちようと恐きよう怖ふの匂においが、室内に充じゆう満まんする。


「それでね……」


　千ち鳥どりかなめが陰いん気きに言った。


「その人は、『そんなはずがない』と思いながら、何度もシューマイの箱はこを開けたの。すると……フタを開けるたびに、箱の中のシューマイは……一つずつ消えていったのよ……。そして……とうとう、一二コのシューマイ全部が箱から消え失うせて……」


　彼女の整ととのった顔に、ロウソクの灯あかりが不気味な陰いん影えいを刻きざんでいた。テーブルを囲む一人──稲いな葉ば瑞みず樹きが、喉のどをごくりと鳴ならす。


「それで……？」


　かなめは青ざめた顔で、たっぷりタメの時間を入れてから、


「そう……。最後に……その人は気付いたのよ。消えたシューマイ。それが全部……フタの裏うら側がわに貼はりついていたことに……！」


　どじゃあぁーん！……と水み戸と黄こう門もんの旧アイキャッチみたいな音が、どこからともなく響き渡わたった（……ような気がした）。


「やだっ……！」


「い……いやあぁっ！　いやあぁぁっ！」


　瑞樹ともう一人の少女──常と盤きわ恭きよう子こが、そろって絶ぜつ望ぼうの悲ひ鳴めいをあげた。恐おそれおののき、互たがいに『ひしっ』とすがりつく。


「しっ！　怖こわがるのはまだ早いわっ……！　この話には続きがあるのっ」


　かなめが神しん妙みように人差し指を突つき立てると、瑞樹と恭子はあわてて悲鳴を呑のみこんだ。


「続き。どんな続きなの……？」


　恭子がたずねると、かなめは充じゆう分ぶんにもったいつけてから、おもむろに口を開いた。


「……ところ変わって。あるところに、シューマイが大好きなお爺じいさんがいたのよ。毎日のように……シューマイを食べて。そのお爺さんがある日、とうとうシューマイを喉のどに詰まらせて……死んでしまったの」


「そう……」


「しめやかにお葬そう式しきが行われたわ……。お供そなえ物も、シューマイばかりだった……」


「…………」


「それで……最後の出しゆつ棺かんの前に、参さん列れつ者しやと故こ人じんが対たい面めんすることになったのよ。『これでお別れですから』って。葬そう儀ぎ屋やがみんなの前で、お爺さんの収まった棺かん桶おけのフタを、おもむろに開けたの。すると……ああ、すると。棺桶のフタを開けると……」


「開けると……？」


　一同が固かた唾ずを呑む前で、かなめは真の結けつ末まつを告つげた。


「お爺さんの遺い体たいが、消えていたのよ」


　それを聞いて、瑞樹と恭子は青ざめた。


「そんな。まさか、まさか……」


「フタの裏側に!?」


　どじゃぁあぁ──んっ！


　……と、また変な音がどこからともなく響いた（……みたいな感じがした）。


「ああ、神様っ！」


「いやあぁっ！　いやあぁぁ──っ!!」


　瑞樹と恭子は半はん狂きよう乱らんになって脅おびえ、悲ひ痛つうな声で泣き叫さけぶ。


　かなめと恭子と瑞樹。


　この三人は、今夜、真夏のお泊とまり会を決行中なのだった。一人暮らしのかなめのマンションは、こういうイベントでは必ず会場になる。ちなみに瑞樹と恭子は、もともと付き合いがなかったのだが──最近はかなめを間に挟はさんで、たまに遊ぶようになっていた。


　しかし。


　その場でただ一人の男子──相さ良がら宗そう介すけだけが、むっつり顔のままで、頭上にいくつもの『？』マークを浮かべていた。


　かなめの部屋に、彼がいる理由は単たん純じゆんだった。歩いて一分の近所に住んでいるものだから、おもしろ半分で呼よばれたのだ。


「どう、ソースケ？　この話は」


　かなめたち三人は興きよう味み津しん々しんといった様よう子すで、宗介の反はん応のうをうかがう。しかし彼は、渋しぶい顔でへの字口をさらに曲げて、


「よくわからん……」


　ただ不ふ思し議ぎそうに首をひねった。


　娘むすめ三人はそろって『ああ～～～』とうめき、失しつ望ぼうと落らく胆たんをあらわにする。


「うー。この話もダメか……」


「感かん受じゆ性せいが爬は虫ちゆう類るい並なみじゃないの、こいつ？」


「……それ以前に、このシューマイ話は、怪談と呼ぶにはシュールすぎるような気がするんだけど……」


　これまで三人は宗介に、それぞれ持ちネタの怪談話を語って聞かせたのだが、どれも反はん応のうはいま一つだった。


　それも仕し方かたのない話である。海外の戦場育ちである彼は、怪談などより、よっぽど死者が身近な世界で暮らしてきたのだ。ワビサビたっぷりな超ちよう常じよう現げん象しようなどを聞かされても、ピンとこないのは当とう然ぜんといえた。


「相良くん、本当に怖くないの？」


「そもそも、俺おれには『怪談』という概がい念ねんが理り解かいできん。先ほどの『ハーモニカを吹く口くち裂さけ女』や『すばやいＧ・馬ば場ば』といい、ナンセンスな話ばかりだ。もっと危き険けんで不ふ可か解かいな話なら、俺はいくらでも知っている」


「ほう？　だったら話してみなさいよ。ほれ」


　かなめが挑いどむように告げると、宗介は『ふっ』と小こ鼻ばなを鳴ならした。


「いいだろう、覚かく悟ごしろ」


「ごくり……」


　三人が喉のどを鳴らす前で、宗介はおもむろに語りはじめた。


「そう……あれはカンボジアでの偵てい察さつ作さく戦せん中ちゆうのことだった。俺は戦せん闘とう中ちゆうに味み方かたとはぐれ、一人でジャングルを歩いていた。すると、たまたま通りかかった敵てきゲリラの一個中隊一〇〇人と出くわしてしまったのだ。すでに弾だん薬やくは残り少なく、通つう信しん機きは故こ障しようしていた。発見されたら最後だ。そこで俺は──」


『だあぁ～～～っ!!』


　かなめと瑞樹が同時に怒ど鳴なった。


「だれが武ぶ勇ゆう譚たんを聞きたいって言ったのよ!?」


「どうしてあんたは、そう、アレなのっ!?」


　口々に言われて、宗介は肩かたを落とした。


「……危険だったんだぞ？」


「そーよね、いろんな意味で」


「しかも、不可解だったのだ。東ひがし側がわの武ぶ器き供きよう与よを受けているはずの連中が、米国製のスティンガー・ミサイルを装そう備びしており、しかも最新の対ＡＳ地じ雷らいを──」


「いい加か減げんにしなさい！」


　かなめはぴしゃりと遮さえぎった。


「あのね。『怖い話』っていうのは、そーいうのとは違ちがうの！　なんていうのかな、こう……あー、くそっ。だったら、とっておきのネタを話してやるわ。絶っっ対、ビビらせてやるんだから。題して『のっぺらぼうと口裂け女のディープキス』って話でね──」


「それって物ぶつ理り的てきに不ふ可か能のうなんじゃ……」


　恭子がつぶやく横で、瑞樹がうんざりとした様よう子すで手を振ふった。


「あー、ダメダメ。カナメ、無む駄だだってば。そもそもこいつには想そう像ぞう力りよくがないのよ。『お話』っていう形式じゃ、全然通じないのね、きっと」


「むう……」


「あたしもそう思う。もっと具ぐ体たい的てきにオバケでも見せてあげたら、すこしは相良くんも怖いかもね」


「それは……一いち理りあるわね」


　かなめは腕うで組ぐみした。なんとかこのムッツリ男が、まともになにかに怖がる姿すがたを見てみたい。妙みよう案あんはないものだろうか？……そう思っていると、ふっと小さな記き憶おくが蘇よみがえった。


「そういえば」


「なによ？」


「となり町に、潰つぶれた病院があったわよね。だれもいなくて、荒あれ放ほう題だいになってる……」


　その廃はい虚きよは、かなめのマンションから自転車で一五分ほどの距きよ離りにある。


　かつては立りつ派ぱな病院だったが、一〇年近く前に大火事が起きて、死し傷しよう者しやもずいぶん出たという。院長が節せつ税ぜいのために、防ぼう災さい設せつ備びに手て抜ぬきをしていたのが原因だった。訴そ訟しようの嵐あらしと平へい政せい不ふ況きようのあおりで再さい建けんはされず、いまも放ほう置ちされたままだ。


「ふーん。面おも白しろそうじゃない」


　瑞樹がつぶやく横で、恭子が不安げな顔をする。


「まさか、カナちゃん……」


「そう。これからソースケを、あの病院に連れてく、ってのはどう？　怪談の雰ふん囲い気きを味わってもらうわけ」


　かなめはにんまりとして、怪け訝げん顔がおの宗介を見やった。


「病院の廃虚か」


「行ってみない？」


「別に構かまわんぞ。だがそんな場所に、なにがあるのだ？」


「ふふふ……。恐怖よ、恐怖」


　邪じや悪あくな顔で笑うかなめの袖そでを、恭子が横からくいくいと引いた。


「ねえ、カナちゃん……やめない？　あたし、あの病院の怖い噂うわさ、けっこう聞いてるの」


　彼女の声はあくまでも真ま面じ目めで、いつものお気楽な感じが鳴なりをひそめていた。


「自殺したはずの院長さんが、病院の前に立ってるのを見た人の話とか……。冷やかしで踏ふみ込んだ中学生が、そのまま行ゆく方え不ふ明めいになった話とか……」


「そんなの、あの手のスポットには必ずある話じゃない。平気平気」


「ホントになんかが『出る』んだよ!?」


「けっこうじゃないの。それでソースケがビビってくれれば」


　かなめはまるで取り合わず、笑って席を立ち、出かける仕し度たくをはじめた。ところが恭子は椅い子すに腰こし掛かけたまま、


「あたし、行きたくない」


「え、本気で？」


　かなめたちはきょとん、とした。


「うん。留る守す番ばんしてるから、カナちゃんたちだけで行って来て」


　彼女にしては珍めずらしく、かたくなな態たい度どだ。


「そ……じゃ、お願いするわ。ミズキは？　行こうよ、面おも白しろいから」


「いーわよ。付き合ってあげる」


　瑞樹がカーディガンに袖そでを通す横で、宗介が拳けん銃じゆうの弾たまをチェックしていた。





　自転車二台に分ぶん乗じようして、宗介たちは問題の廃虚の前まで来た。


　破やぶれたフェンスと『立入禁止』の札。その奥おくにそびえる、荒こう涼りようとした鉄てつ筋きんコンクリートの病院。火災の時の煤すすが、いまだにこびり付いているようだった。


　湿しつ気けを伴ともななった風が、三人の間をさわさわと吹ふき抜けていく。暑苦しい大気が、急に冷え込んだような気がした。


「まるで爆ばく撃げきのあとだな」


　四階建だての建たて物ものを見上げ、宗介が言った。


　窓ガラスがことごとく割れており、地上近くの壁かべはスプレーの落書きで埋うめ尽つくされている。『喧嘩上等』だの『武者頑駄無特攻隊』だの『梵太勳参上』だの。どこぞのヤンキーの仕し業わざだろう。


「いつも不ふ思し議ぎに思うんだけどさ……。なんで暴ボーヤンとかって、ああいう難むずかしい漢字を知ってるのかな……」


「漢和辞典を常じよう備びしているのだろう」


　落書きの中には、ナチス・ドイツの鉤ハーケ十ン・ク字ロイツを堂どう々どうと間ま違ちがえた、お寺の『卍まんじ』マークもあった。


　あたりに人ひと気けはない。廃虚の中にもだ。この季き節せつ、この時間なら、かなめたちと同じ動どう機きで遊びに来る地元の若者がいてもおかしくはないのだが。


「ともかく入ろ、入ろ」


　すこしはしゃぎながら、かなめがフェンスの穴あなを潜くぐり抜けた。腰こしのホルスターに手を当てつつ、宗介が後に続く。


　ところが──瑞樹だけがフェンスの外に突っ立って、顔にびっしり脂あぶら汗あせを浮かべていた。


「どしたの、ミズキ？」


「あ、あそこ……」


　廃虚の四階、右から二番目の窓のあたりを、瑞樹は指さす。


「あそこの窓に……。いま、変なお婆ばあさんが……。こっちを見下ろして……」


「んあ？」


　かなめは病院を見上げた。だがそんな老人の姿すがたなど、影かげも形も見えない。


「またまた」


「いたのよ！　いま！　見たんだから！　笑ってたの！　こっち見て！」


　ひどく取り乱した様よう子すで、瑞樹は叫さけんだ。
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「面おも白しろい面白い。そのアクションはポイント高いわよ。いやぁ、盛もり上がるわ」


「バカ！　なに言ってるの!?　ヤバいわよ、ここ。本当に。なんか、いる……。い、いるわよ、絶対……！」


「？……ははは、大だい丈じよう夫ぶだってば。気のせいよ、気のせい」


　かなめが笑って手を振ふると、瑞樹はさっときびすを返した。


「あたし、先に帰ってる！」


「へ？」


「ここに入るなんて、とんでもない話ね！　絶対にゴメンよっ！」


「ちょっと──」


　引き止める暇ひまもない。瑞樹は自転車に飛び乗ると、あわてて元来た方角へと走り去ってしまった。





「まったく、どいつもこいつも……」


　かなめはぶつぶつ言いながら、荒れ放ほう題だいの狭せまい庭を歩いていった。


「度ど胸きようが無ないというか、迷めい信しん深ぶかいというか。入る前にあれじゃあ、興きようざめもいいトコよね。本当に、もう……」


「しかし、わからんな」


　うしろを歩く宗介が言った。


「どうしてあそこまで稲葉が脅おびえたのか、俺には理り解かいできん」


「うん。あたしも」


「あの老ろう婆ばは、ただ立っていただけだ。狙そ撃げき銃じゆうやロケット・ランチャーを持っていれば話は別だが」


　若じやつ干かんの沈ちん黙もく。かなめは宗介の言葉に反はん応のうするのに、かなりの時間を要ようした。


「……なんですって？」


「窓まどにいた老人は、非ひ武ぶ装そうだった、と言っているのだ」


　かなめは喉のどをごくりとさせた。


「ソースケも……見たの？」


「うむ。稲葉が気付いて、俺が気付かんわけがないだろう」


　こともなげに言う。ほかの者ならいざ知らず、宗介は冗じよう談だんでこういうことを言うタイプでは決してなかった。


　つまり──本当にお婆さんが窓にいた。


　その事じ実じつを知って、さすがにかなめも背せ筋すじが寒くなった。


「どうした、千鳥。気分が悪いのか」


　さも不ふ思し議ぎそうに宗介がたずねた。


「あ……あんた、こわくないの？」


「？　なにがだ？」


「だって！　こんな時間の、こんな場所に！　お年とし寄よりがいるなんて変じゃない!?」


「……近所に住む痴ち呆ほう症しようの老人が、徘はい徊かいして迷まよい込んだのかもしれん。見付けたら交番に連れていってやろう」


「そ……それは確たしかに、もっともらしいオチだけど……」


　その顔には恐怖の色がまるでうかがえなかった。まったくもって、腹はら立だたしいほどに、宗介は平へい然ぜんとしている。


「それで、入らんのか」


「え……」


　病院の入り口の手前で、躊ちゆう躇ちよしているかなめを見て、宗介が言った。


「よくわからんが、怖いのなら帰ってもいいぞ。精せい神しん的てきストレスは健康によくない」


「く……ううっ……」


「君はずいぶんと脅おびえて見える。いつもの元気がまるでないな」


「むっ……」


　邪じや心しんが無いだけ、妙みようにムカつく言い方だった。


　こう言われると、かなめにも意い地じが出てくる。そもそも、この病院に来たのは宗介を怖がらせるためだったのだ。だというのに、いいだしっぺの自分がビビって『帰ろう』などと言うのは、どうにも悔くやしかった。


　こうなったら、宗介が青ざめて『帰ろう』と言い出すまで、徹てつ底てい的てきにこの病院をうろついてやろう。そこまで行かずとも、不安そうな顔くらいはさせてやろう──


　かなめはひそかに決けつ意いした。


「ぜ、全然平気よ……!?　いいわよ、入ったろうじゃない！」


「なにを怒おこっているのだ」


「怒ってないわよ。さあ、付いてきなさい！」


　かなめは瓦が礫れきを踏ふみつけ、がらんとした正面ホールに入っていく。入り口のあたりは、まだ外の灯あかりが射さし込んで、すこしは明るいのだが──ホールの奥は真まっ暗くらだ。


　かなめはぴたりと立ち止まった。


「待って」


「なんだ」


「や……やっぱり、先に行って」


　彼女はそそくさと宗介の背中に回った。





　二人はとりあえず、四階の病室を目指して歩くことにした。謎なぞの老婆が顔を見せたという部屋だ。正面ホール脇の階段は壊こわれていたので、二人は奥の階段に向かった。


　いくつもの黒い戸口が並ならぶ通つう路ろ。その奥は、完かん全ぜんな闇やみに閉とざされている。


　なにも見えない。だというのに、なにかがいそうな存そん在ざい感かん。じめじめとした微び風ふうが、かなめの頰ほほを、髪かみを、首くび筋すじを撫なでていく。


　マグライトを逆さか手てに掲かかげ、宗介が廊ろう下かを進んでいった。右手には黒い自じ動どう拳けん銃じゆう。一いち分ぶの隙すきもない物もの腰ごしである。


「なんで銃なんか抜ぬくの……？」


「念ねんのためだ」


　宗介は落ち着いた声で答えた。


　一階の廊下は、すえたような匂においが漂ただよっていた。うす暗くら闇やみの中を、マグライトの光がちらちらと動く。


　壊こわれた車くるま椅い子すが転がっていた。


　使い捨て注ちゆう射しや器きが散ちらばっていた。


　脚あしのちぎれたフランス人形が落ちていた。


　荒こう涼りようとしたこの景け色しき。これはなんとも、いやはや相そう当とう──


「どう？　こ……こわくない？」


「なにがだ」


　やはり宗介は不思議そうに答えるだけだった。全然効きいていない様子だ。


（うー、雰囲気だけじゃ、だめか……）


　かなめが焦あせっていると、宗介が一〇メートルほど先の廊下の角に、ライトを向けた。


「…………？」


　曲がり角から、包ほう帯たいを巻いた子供がひょこりと顔だけを出していた。


　子供の頭は、ほとんど天てん井じように近い高さにあった。ライトの光を受けても目を細めず、ただ無む表ひよう情じようにこちらを見下ろしている。打だ撲ぼくと思おぼしき傷で、顔の右半分が変に脹はれていた。


「…………」


　数すう瞬しゆんのあと。背はい後ごでいきなり、なにかが割れるけたたましい音がした。振り返って見ると、廊下の真ん中に、割れたガラス瓶びんの破は片へんが飛び散っていた。


　天井の穴から落ちてきたのか、窓から投げ込まれたのかはわからない。人の姿は見えなかった。


　もう一度角を見ると、子供の頭は消えていた。なにもない。影も形も。


　それきり、廃虚は元の静せい寂じやくに包つつまれた。


　かなめを片手で引き寄せていた宗介が、最初に口を開いた。


「妙だな」


　テレビのニュースで、『最近、女子高生の間で盆ぼん栽さいが大だい流りゆう行こうしている』とでも聞いたような──それくらいの声だった。


「妙……？　妙ですって……!?」


　一方、かなめの声はひどくかすれていた。絶ぜつ叫きようしてその場から逃げ出さないのは──まことにもって天あつ晴ぱれだった。


「それだけ？　ほかになんとも思わないの？　いま……こ、子供が！　ガラスが……！」


「だから妙だと言っている」


「こわいでしょっ？　ねえ、こわいよね！　こわかったよねっ……!?」


　だから帰ろう──そう叫びたい衝しよう動どうを抑おさえながら、かなめはすがるように同意を求める。しかし宗介は首をひねって、


「そう言われてもな……。ただの子供だぞ？　あらゆる武器に精せい通つうした、この俺を倒たおすことなどできん」


「だ────っ!!」


　かなめはそばの壁を蹴けり飛ばした。


「い、異い常じようよ、あんた！　あんなのを見て、そんな風に。そこまで……そこまで……いつも通りのバカだなんて！」


「……。よくわからんが、ひどく失しつ礼れいな物もの言いいのようだな……」


　宗介はこめかみに脂あぶら汗あせを浮かべた。取り乱したかなめが、必ひつ死しで動どう揺ようを鎮しずめるのを待ってから、彼は告つげる。


「それで、どうする」


「え……」


「俺は四階にいた老婆が気になるのだ。君が怖おじ気けづいて一歩も前に進めないのなら、先に帰ってもらっても構かまわんが」


　またしても、えらく癪しやくに障さわる言い方である。


「くっ……」


　かなめは一度、宗介をきっとにらみつけ、次に頭をぶるぶると振ふると、自分を勇気づけるように言った。


「な……なに言ってんの？　怖じ気づいてなんかいないわよっ！　ちょっと、びっくりしただけなんだから……！」


「そうか。では行こう」


　宗介は何なに事ごともなかったかのように歩きだす。


　二人は曲がり角の向こうを覗のぞいてみたが、そこはなにもない廊下だった。子供が乗るような脚きや立たつの類たぐいさえ、なかった。





　二階へ続く階段には、なぜかマネキン人形が転がっていた。胸のあたりに、赤いペンキで『怨おん』と書き殴なぐってあり──これがまた薄うす気き味み悪い。


　三階への階段を上ろうとすると、途と中ちゆうに壊れたベッドやロッカーが積つみ上げられ、進めないようになっていた。


「塞ふさがってるわ……」


「別の階段を探すか」


　引き返し、二階の廊下を歩き出す。


　四階まで遠回りなことはもちろん、帰り道も当とう然ぜん──長くなる。なにかあっても、すぐには外に飛び出せないのだ。だんだんと、迷ダン宮ジヨンの奥へ引きずり込まれていくような気分だった。


　すこし進むと、ベッドと机つくえ、薬やく品ひん棚だななどで廊下が塞ふさがっていた。階段の時と同じように。


「い、行き止まりみたいね。残念、やっぱり帰──」


　宗介がすぐそばの扉とびらを押してみた。ぎいっ、と音がして、扉がぎこちなく向こう側に開く。


「この部屋から抜けられるぞ。向こうにもう一つ扉がある」


　部屋の中を覗いて、宗介が言った。


「行こう」


「…………」


　その部屋は、元は事じ務む室しつかなにかだったのだろう。煤すすけた机と椅い子すがばらばらに放ほう置ちされていた。腐くさった紙の山と、ぼろぼろのソファー。天井から宙ちゆうづりになった蛍けい光こう灯とうが、微び風ふうにゆらゆらと揺ゆれていた。


「こ……こういうトコ来ても、やっぱり不安にならないの？」


「うむ。用心すれば、地じ雷らいや仕し掛かけ爆ばく弾だんの位置はある程てい度ど見み抜ぬけるからな」


「いや、そういう意味じゃなくて──」


　そのとき、なんの前まえ触ぶれもなく、室内にけたたましいベルの音が鳴り響ひびいた。


　すぐそばの机の上に、古ぼけた電話が載っていた。それが突とつ然ぜん、鳴り出したのだ。


「わっ……」


「下がっていろ」


　その場に釘くぎ付づけになったかなめを押おしのけ、宗介が電話に近付いた。りんりんと喚わめきたてる電話機を注意深く観かん察さつする。それから充分に離はなれると、そばに落ちていたコーヒーカップを投げつけた。


　カップが当たると、電話は横よこ倒だおしになって受じゆ話わ器きが外れ、沈ちん黙もくした。


「……な、なにしてるの？」


「用心のためだ。興きよう味み半分に受話器を取ると、その下に仕掛けられた爆弾が爆発する──そういうトラップがあってな。レバノンの廃虚で、味み方かたがやられた」


「…………」


「だが、罠わなはないようだ」


「そりゃ、ないわよ……」


　かなめの言葉には答えずに、彼は受話器を取って、耳にあてた。


　黙だまって耳を傾かたむける。特に不ふ審しんそうな様子はなく、時じ報ほうか天気予報でも聞いているような顔だった。


　宗介はおもむろに告つげた。


「……もしもし。残念ですが、この病院は数年前から閉へい鎖さされています。急きゆう患かんでしたら、一一九番へ。救急車が向かいますので、そちらで必要な医い療りよう措そ置ちを……もしもし？」


　首をひねる。


「……聞いていないようだな」


「だ、だれか出てるの？」


「うむ。聞いてみるか」


　差し出された受話器を、かなめは恐おそる恐る耳にあてる。ラジオのノイズみたいな音の向こうに、だれかの声が聞こえた。


『……苦しいよぉ……熱いよぉ……タスケテ。イタイイタイイタイ……』


　絞しぼり出すような子供の声。その背後で、『ヒャー』とか『キィー』とかいった遠い悲ひ鳴めいが重なる。


「ひっ……！」


　かなめは青くなって受話器を放り出した。


「な……なんなのよ、これはっ!?」


「急患だろう。病院に電話をかけてきて『苦しい』と言ってるのだ。この病院が潰つぶれたことを知らずに──」


「そういう問題じゃないでしょっ!?　あんた……なんか、おかしいと思わないのっ!?」


　窓の老人。廊下の子供。そして、この電話。


　どう考えても異常な現げん象しようだ。一生分の心しん霊れい体たい験けんを、わずか一晩で経けい験けんしているようなものだった。だというのに──


「妙だとは思っているぞ」


「だったら！　もう少しこわそうな顔しなさいよっ!?　オバケなのよ!?　ユーレイが出てるの！　この病院でっ！」


　両手をニギニギとさせて、かなめは声を張はり上げた。


「そうなのか？」


「そうなのよっ！　怪かい奇き現象のオンパレードじゃないのっ！」


　断だん言げんして、ぜいぜいと肩かたで息をした。宗介は冷れい静せいな目で彼女を眺ながめ、


「…………。やはり君は帰った方がいいのではないか？　たぶん、疲つかれているのだ」


　などと、静かに告げた。彼女を気き遣づかうような、それでいて哀あわれみのこもったような──そんな視し線せん。


「あ、くそっ。なんかその目、すっげームカつくっ……！」


「……？　俺は君の心配を──」


「うるさいっ！　心配なんてしなくていいっ！　いくわよ、先にっ!?　帰ろうなんて、絶っ対、言わないんだから！　くそっ」


　かなめはいまや、自分たちを取り巻く怪奇現象に対して、理り不ふ尽じんな怒いかりを抱いだきはじめていた。


（なんであたしばっかり、怖こわがらなきゃならないわけ!?）


　……などと、思うのだ。


　宗介相手に、控ひかえめな心霊現象は全然通じない。だったら、もっと違った趣しゆ向こうで、パワフルに、こちらをビビらせてくれてもいいではないか!?　だというのに、遭そう遇ぐうするのは宗介に理り解かいできない文ぶん脈みやくばかり。もう少し考えてくれ、と言いたくなる。


「これ絶対、不ふ公こう平へいよっ……！」


「？」


　ぶつぶつこぼしながら歩き出すかなめを、宗介は怪訝顔で見ていた。





　二階から三階へ。


　四階への階段は、またしても家具類でふさがっていたので、三階の廊下を歩いていく。


　すると窓の外を、なにかが横切っていった。


　視し界かいの片かた隅すみを、さっと通り過すぎていっただけなので、かなめにはそれが『なにか、白いかたまり』くらいにしか認にん識しきできなかった。


「見た、いまの……？」


「うむ。人の首のようだったな。それが飛んでいたようだったが……」


「…………首ィ？」


　空を飛ぶ生首。おびえるより前に、かなめは苛いら立だちをおぼえた。


　そんなチープな。首ごときで、宗介が怖がるわけがないではないか……！


　彼女はなにもない窓の外をにらみながら、


「で、感想は？　こわかった？」


「いや。爆ばく弾だんでなくて安心したが……」


　宗介が答えると、かなめは天井をきっとにらみあげ、叫さけんだ。


「……こんなのが、こいつに通じると思ってるわけ!?　出直しなさい！」


「だれに向かって言っている？」


「うるさい、先に進む！」


　かなめは握にぎりこぶしの大おお股またで、ずけずけと廊下を先せん導どうしていった。





　四階への階段を見付けて上がっていくと、どこからともなく笑い声が聞こえてきた。


　くすっ……くすっくすっ……。


　声はホールを反はん響きようして、音おん源げんの位置はわからなかった。


　くすくす……うふふ……くすっ……。


　ノイズが混まじっているのが不ふ自し然ぜんだったが、ともかく、薄うす気き味み悪わるい笑い声ではあった。だが同時に、これまでとは異ことなった疑ぎ念ねんが浮かんでくる。


　本当にこれ、心しん霊れい現象なの？　と。


「……これはどう？　こわくない？」


「そう言われてもな……笑っているだけでは」


　宗介が申もうし訳わけなさそうに言う。かなめは舌した打うちして悪あく態たいを吐つくと、また大声で叫んだ。


「これもボツっ！　覇は気きが足りないのよ、覇気がっ！　やる気あんの!?」


　すると奇き妙みようなことに、笑い声はかき消えてしまった。


「ふん。根こん性じようなしが……！」


「だから、だれに向かって言ってるのだ」


「うるさいっ！　次っ！」


　幽ゆう霊れいでもなんでもいい。だれかこいつを怖がらせてよ……！　そう思いながら、彼女は前進していった。





　ようやく着いた四階は、ずいぶんと荒れ果てていた。壁のコンクリートがくずれ、穴が空いている。床もぼろぼろで、板切れが申し訳程てい度どに補ほ強きようとして敷しかれていた。


　すこし進んで、大きめの病室に入る。


　すると部屋の反対側の戸口に、一〇歳くらいの少女が一人、突っ立っていた。


　パジャマ姿に白い顔。


　ぶらんと両腕を垂たれ下げて、血まみれの金かな槌づちを握っている。虚きよ無むに沈しずみ、茫ぼう洋ようとした瞳ひとみが、こちらを向いた。静かで、凄せい惨さんなたたずまいだ。


　小さな唇くちびるがわずかに動く。


　カエレ……シンジャエ……カエレ……シンジャエ……。


　ささやくような声が、室内に反響する。


　二人はその場に棒ぼう立だちした。


「こ……これは？　これならどう!?」


　ほとんどむきになって、かなめが問う。宗介は顎あごに手をやり、考えるそぶりを見せた。


「難むずかしいな……。やはり金槌では。せめて焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんくらいを持っていれば……」


「あー、もうっ！」


　幽霊少女などそっちのけにして、かなめは地じ団だん太だを踏ふんだ。


「武器の問題じゃないのよっ！　こんな場所に、血まみれの女の子がいるの！　変でしょう!?　気味が悪いのよ、フツーはっ！」


「むう……」


　困こまった様子の宗介。かなめはうなり、行く手に立つ少女をびしっと指さした。


「だいたい、あんたもあんたよっ！　ブツブツ言ってないで、ほかの真ま似ねもしたらどうなの!?　毒どく霧きりを吹くとか、不思議なおどりを踊おどるとかっ！　いろいろあるでしょっ!?」


　怒鳴りつけると、少女がぬらり、と唇を歪ゆがめた。それは確かに、ぞっとするような笑顔だったのだが──


「くっ……ば、バカにしてっ！」


　かなめはむしろ逆ぎやく上じようしてしまった。両手の指をぽきぽきと言わせて、大股で少女へと歩き出す。


「どうする気だ」


　その背中に向かって宗介が言った。


「首根っこ摑つかんで、意見してやるのよっ！　あたしだけビビるのなんて、もう飽あき飽きだわっ！」


　はたして幽霊を捕つかまえることができるかどうかなど、彼女は考えもしなかった。もはやほとんどヤケクソである。人間、度どし難がたい恐怖を通り越こすと、次に生まれる感情はおおむね二種類だ。諦てい念ねんか、怒いかりである。いまのかなめは後者だった。


「危あぶないぞ、千鳥。あまり先に──」


「うるさいっ！」


　かなめが部屋を横切っていくと、少女はゆらりと身を翻ひるがえし、戸口の向こうに姿を消そうとした。


「待ちなさいっ！」


　叫んで、走り出す。すると──


　突とつ然ぜん、身から体だがぐっと沈しずみこんだ。


「へ……？」


　自分の足下が、崩くずれていた。タイルもリノリウムもなくなった、もろい床が。ぼろぼろのトタンを踏み抜いて、かなめは建けん材ざいや板切れもろとも、まっさかさまに下の階へと転落していった。


「あ……」


　どすんっ!!


　激はげしい衝しよう撃げきが襲おそって、彼女は動けなくなった。息ができない。自分が三階の床に、叩たたき付けられたことだけは分かったが──頭がもうろうとしていた。


（あ……あれ……？）


　指先が痙けい攣れんし、咳せきが出た。


　後頭部から首にかけてが、べったりと濡ぬれている。赤い。血だろうか。その液えき体たいは、みるみる床に広がっていく。


　すごい血の量りようだ。それこそスプラッタ映画並みだった。これが頭から流れているなんて。きっと自分は、ひどい怪け我がをしたに違いない。


（あ、あたし、死んじゃうのかな……）


　ぼおーっとしながら、そんなことを思っていると。


（ち……千鳥っ!?）


　だれかが叫さけんでいた。


（千鳥っ!?　しっかりしろ！　返事を……いや、動くな、喋しやべるな！　いま、そちらに行くからな……!!）


　その声は、明らかに恐怖で震ふるえていた。


　いま喋ったの、だれだろう？　そう思いながら視し線せんをさまよわせていると、うす暗がりの中で、真まっ青さおな顔が近付いてきた。


「千鳥っ……！」


　相手が彼女を抱だき起こした。彼は両目を見開いて、びっしりと汗あせを流し、唇をかすかに震わせていた。


（なにをそんなに怖がってるんだろ……？　どんなユーレイにも……ビビらなかったくせに……）


　不思議に思いながら、かなめは相手の名前を呼んだ。


「ソースケ……？　なにがあったの？」


　今度は、自然に声が出た。すると彼──宗介は、はっとした様子で、


「千鳥。怪我は。大だい丈じよう夫ぶなのか」


「え？　あ……。ちょっと、背中打ったみたいだけど……いたた」


　答えて、周しゆう囲いを見回す。


　そこは下の階の病室だった。彼女の周りには、のりや絵の具やダンボール、様さま々ざまな工具類、木材や電源コードなどが散さん乱らんしていた。竹たけ竿ざおの先っぽに刺さされた、作り物の生首──一階で見かけた子供の頭──も転がっている。中古の電話機や、ＣＤラジカセ、アンプやカーバッテリーなども。


　これらのがらくたが、落ちてきた彼女のクッションになったのだろう。小さな擦すり傷はあったが、ほかはほとんど無傷だった。


「なによ……これ？」


　かなめは首くび筋すじの液体を手でぬぐった。赤かったが、血ではなかった。特とく殊しゆメイクなどで使う、作りものの血のりだ。


「あ、あのー。……大丈夫ですか？」


　天てん井じようの穴から声がした。


　先せん刻こくの幽霊少女だ。すでに不ぶ気き味みな面おも影かげはなく、ただ心配そうにこちらを見下ろしているだけだった。


　その横から、別の少年──これも小学生くらいだった──が顔を突き出す。


「うっわー！　控ひかえ室がメチャメチャだよ。ひどいや……！　あ？　なんだ、サガラさんじゃないか!?」


　利り発はつそうな目に、チェックのバンダナ。かなめと宗介には、見覚えのある顔だった。


「ヨシキか？」


「うん、オレだよー」


　少年はあっけらかんと答えた。さらに、その彼のとなりから、


「もしもし。ご無ぶ事じですか」


　みすぼらしい風ふう貌ぼうの、中年男が顔を見せた。





　黒くろ縁ぶちメガネに、もじゃもじゃの頭とう髪はつ、もじゃもじゃのヒゲ。ぼろぼろの服を着た男が、二人に椅い子すを勧すすめた。


「ま、座ってくださいな」


　宗介とかなめは、椅子のほこりを払はらってから、おずおずと腰こし掛かけた。五人ほどの小学生たちが、ぞろぞろと後ろに座りこむ。


　先ほどの四階の病室のとなり。すこしは床のしっかりした、別の部屋である。そこはこの廃虚に住む、ホームレスのおじさんのねぐらだった。食器類やインスタント食品、そして無数の書しよ籍せきが積み上げられており、ベッドも机もある。考えようによっては、なかなか快かい適てきな空間だ。


「梅酒があるんですがね。飲みますか。別に汚きたなくはないですよ」


「いえ……」


　二人は丁てい重ちように断ことわった。


「……それで、つまり。ヨシキくんたちは、このおじさんのために、あんな芝しば居いを打ってたわけ？」


　かなめが言うと、子供たちのリーダー格の少年がうなずいた。彼の名前は阿あ久く津つ芳よし樹きという。以前、ちょっとした事件のおりに、二人と知り合った小学生だった。


「そーだよ。この病院、近所のアベックとかヤンキーとかがよく来てさ。いじめるんだ、ゲンさんを。この部屋もよく荒あらされてね」


　ゲンさん。このメガネのレゲエおじさんの名前だろう。


「だからさ、ホンモノの幽霊が出る、って噂うわさが立てば、そういう連中が来なくなると思って。いろいろ仕掛けをしたんだ」


「ははあ」


「私は反対したんですがね。この子たちの熱意に負けて、つい協力を。まあ実じつ際さい、効こう果かはあったようで……めっきり人も来なくなりまして。ありがたいことです」


　妙みように知的な雰ふん囲い気きのレゲエおじさんである。


「普ふ通つうは二階の電話あたりで、まず逃げ出すんだけどね。次々に突とつ破ぱされて、参まいっちゃったよ。……まあ、相手がサガラさんとカナメさんじゃ仕し方かたがないけど」


　そう言って芳樹は笑った。


「ふむ……つまり、あれは一いつ種しゆの心しん理り戦せんだったのか。ハノイ・ハンナやバグダッド・ベディの同類だな。ようやく合がつ点てんがいったぞ」


「なによ、それ」


「だから、心理戦だ。敵の士し気きをくじくために、放送を流す。女の声で『あなたたちは残らず死ぬ』だの『となりの師し団だんは全ぜん滅めつした』だのとささやくのだ。似たようなことは、どこの軍でもやっている。いわば戦場の風ふう物ぶつ詩しだな……」


　そう言って、宗介は遠い目をした。


「いやな風物詩もあったもんね……。でもヨシキくん。小学生が、こんな夜中にうろついて。ご家族はなんて言ってるの？」


　すると阿久津芳樹は胸を張はった。


「もちろん内ない緒しよさ！　ベッドに入ってから、こっそり窓を抜け出してね。チョロいもんだよ？　おかげで、ここはゲンさんとオレたちだけの秘ひ密みつ基き地ちなんだ。スゴいだろ」


「なるほど。まあ確たしかに……最初のあたりの仕掛けはマジで怖かったわね。窓のお婆ばあさんだけで、ミズキは逃げちゃったし」


「え……？」


「いや、ほら。窓まど際ぎわにお婆さんを立たせてたんでしょ。マネキンかなにかでも使ったの？」


　かなめの言葉に、芳樹たちは顔を見合わせた。


「そんなの、知らないよ」


「だってソースケ、見たんでしょ？　お婆さん」


「うむ。間違いない」


　するとたちまち子供たちの間に、静かな緊きん張ちようの空気が漂ただよった。


「ああ、それですね」


　ゲンさんがのんびりと言った。


「たぶん、一〇年前の火災で亡なくなった方でしょう。前から、たまに出るんですよ」


　今度は芳樹たちが青ざめる番だった。





　先を争うようにして、病院から走り去っていく少年たちを、ゲンさんは窓から見下ろしていた。失しつ神しんしたかなめを負ぶった宗介が、とことこと病院の敷しき地ちを出ていくのも見える。


　すこしたって──部屋の奥の扉が開き、老ろう婆ばが一人、姿すがたを見せた。


「子供たちは帰ったかね」


「ああ、母さん。帰りましたよ」


　ゲンさんは答えた。


　自分の母親──自殺した院長の妻つま──が住んでいることを、彼は子供たちに伏ふせていたのだ。この奥の部屋に、彼らを近付けたこともなかった。


「たぶん、あの子たちも、ここにはあまり寄より付かなくなるでしょう」


「ありがたいことだねえ」


「いやまったく」


　男はうなずくと、ひびの入った茶ちや碗わんに梅酒をとくとく注ついだ。


「これで当分、静かに過すごせますねぇ……」





　　　　●





　かなめがふっと目を覚さますと、自分がだれかの肩に担かつがれていることに気付いた。


　宗介だった。彼は左肩だけで彼女をかつぎ、右手で自転車を押していた。すでに病院の廃虚は数ブロックの彼か方なただ。


　マンションへの帰り道のようだった。


「うー……」


「起きたか」


　たいして心配もしていない声で、宗介が言った。


「うん……もう歩ける。降おろして」


「まだ歩かん方がいい。あの浮ふ浪ろう者しやの言葉くらいで気を失ったのは、転てん落らくしたときのショックが残っていたからだ」


「……とにかく降りる」


　米こめ袋ぶくろみたいに運ばれてるのは、さすがに情けない。地じ面めんに脚あしを下ろすと、ふらふらした。宗介に手を貸かされて、彼女は自転車の後ろにお尻しりを乗せた。


「つかまっていろ」


　そう言うと、宗介は自転車にまたがり、二人乗りで走り出した。


「ねえ、ソースケ……」


「なんだ」


「こわかった？」


「なにがだ」


「あたしが落っこちて。ぎとぎとの血まみれになって……」


　宗介は答えなかった。顔が見えないので、もしかしたら怒ってるのかもしれない──かなめはそう思って、なんとなく落らく胆たんした。あのとき、あんな頼たよりなさそうな顔をしたのは、単に驚おどろいただけだったのだろうか？　でも自分には、彼がもっと、それ以上にうろたえたように見えたのだが……。


　二人は、しばらく無む言ごんだった。コンビニの前を通りすぎ、駐ちゆう車しや場じようでたむろしていた近所の高校生たちの声が聞こえなくなったあたりで、宗介がぽつりと言った。


「そうだな」


「…………え？」


「なんでもない」


　それきり、また黙だまり込む。かなめはすこしの間ぽかんとしていたが、やがてうれしそうな──それでいて意い地じの悪い顔になって、


「ねー。よく聞こえなかったんだけど」


「気にするな。忘れろ」


「やだ！　ねえ、いまなんて言ったの？　ねーってば……！」


　ちょっと甘あまえるような声で、宗介の首に腕うでを回して、ぐいぐいとゆすってやる。


「暴あばれるな、千鳥。倒たおれる。俺はなにも──」


「言いなさいよ！　もー一回言わないと、たった今から第二の恐怖を味わわせるわよっ!?　ほらっ、さあっ！」


「やめてくれ……！」


　二人を乗せた自転車は、ふらふらと左右によろめきながら、夜道を走っていった。







〈暗闇のペイシェント　おわり〉













　猫ねこと仔こ猫ねこのＲロツ＆クン・Ｒロール










　その日、テッサはことのほか多た忙ぼうだった。


　極ごく秘ひのハイテク傭よう兵へい部ぶ隊たい〈ミスリル〉の大たい佐さであり、水すい陸りく両りよう用よう戦せん隊たいの総そう指し揮き官かんである彼女──テレサ・テスタロッサは、数百名の隊たん員いんのトップである。当とう然ぜん、いそがしい毎日を送っているわけだが、その日はやたらと細かい仕事が多かった。


　いちいち挙あげてみるならば──


　朝は、強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉の整せい備びを監かん督とくし、クルーからの要よう望ぼう書しよや報ほう告こく書しよを山ほど処しよ理りした。


　艦かん内ない格かく納のう庫この自動消しよう火かシステムが思ったほどうまく作さ動どうしないことにいらだち、可か変へんトルク・スクリューの金属疲ひ労ろうが予よ想そう通り進んでいることに落らく胆たんして、調ちよう理り室しつが『電子レンジをあと二台増ぞう設せつしたいから配はい電でん盤ばんをいじらせろ』とゴネてきたことに腹を立てた。


　昼は、〈ミスリル〉の作戦部長・ボーダ提てい督とくと衛えい星せい通つう信しんであれこれ相そう談だんした。


　東シナ海がキナくさくなってきている話題に暗あん澹たんとし、部隊でのＡアーム・Ｓスレイブの損そん失しつが多いことについていやみを言われ、『そろそろ私のところに戻もどらんかね』という提てい案あんを、毎度のごとく、苦労してつっぱねた。


　夕方は、水陸両用戦での高等戦せん術じゆつについて、数名の将しよう校こうと討とう議ぎを重ねた。


〈デ・ダナン〉に搭とう載さいできる兵器を総そう動どう員いんする場合、その能力を充じゆう分ぶんに発はつ揮きできるのはせいぜい一〇〇キロ程てい度どの内陸部までで、それより奥になると相当の危き険けんを覚かく悟ごせねばならない、これは艦が戦力を依い存ぞんするＡＳという兵器の展開能力の限げん界かいが云うん々ぬん、どうのこうの。


　要ようするに、たのしい話ではなかった。


　南国のメリダ島──〈ミスリル〉の西太平洋基き地ちで日が沈しずんでも、雑ざつ務むはつづく。


　部下との相そう談だん事ごと、論ろん争そう、海図や設せつ計けい図ずとのにらめっこ。情報部からのレポートに目を通し、民間のニュースを見て、専せん門もん誌しやネットメールもチェックした。


　さらにいくつかの論ろん文ぶんを読む。『水中における超ちよう音おん速そく投とう射しや物ぶつの流りゆう体たい力りき学がく・その技ぎ術じゆつ的てき可か能のう性せい』などといった代しろ物ものに没ぼつ頭とうする一六の娘は、世界で自分ひとりだけだろうな……などと悲しい空くう想そうをしてみたりもする。


　すったもんだの挙あげ句く。その日は夜の一一時を回ったころに、おおよその仕事が片付いた。


　テッサの生活は、だいたいこんな調ちよう子しなのだった。


　夕食はたいていサンドイッチだ。ストレスのせいか、小さな身から体だのわりによく食べる。睡すい眠みん時間は、平均で四～五時間程てい度ど。しかも不ふ規き則そくだ。


　これは健康によくないし、美び容ようにもよくない。さいわい、いまのところ、彼女の柔にゆう和わな美び貌ぼうやほっそりとした体型に、その影えい響きようは現あらわれていなかったが──それも若さのなせるわざだろう。


　二〇歳以上の女性隊員たちは、決まって彼女に予よ言げんする。邪じや悪あくな笑みを浮うかべて。


「いまのうちだけですよ、大佐。……ふふふ」


「まず腰まわりから来るんですよ。……ふふふ」


「ほら、特にイタリア系って歳取ると。……ふふふ」


　最後に関して、テッサは反はん論ろんする。イタリア系の中年女性が総そうじて太っているのは、高カロリーの食生活のせいだ。それに実のところ、自分の家系はスイス・オーストリア系の血が濃こい。灰はい色いろの瞳ひとみやアッシュ・ブロンドはその証しよう左さだ。


　……なのだが、やはり。小さいころに亡くなった祖母の肥ひ満まん体たいを思い出すと、テッサは『近い将来、世界が滅めつ亡ぼうする』と宣せん告こくされたような気分になるのだった。


　それはさておき。


　さすがにテッサはヘトヘトだった。すでに消しよう灯とうされた地下基き地ちの通つう路ろをふらふらと歩き、途と中ちゆうの自じ販はん機きで『おしるこドリンク』を買って、基地の警けい備び兵へいにジープを運転してもらい、将しよう校こう用ようの居きよ住じゆう区く画かくへと帰る。


　彼女の部屋は小こ奇ぎ麗れいな２ＬＤＫだった。余よ裕ゆうのある間ま取どりに、高い天てん井じよう。地上からの採さい光こう窓まどがあるので、昼間などは自然光がほどよい加か減げんで射さしこんでくる。


　基地の中では、いちばん上等な部ぶ類るいに入る部屋である。


　このメリダ島基地に住み出した当とう初しよ、『どうせ寝ねるだけの部屋だし、もっと質素なところでいい』……とテッサは主しゆ張ちようしたのだが、副長のマデューカス中佐ほか数名の佐さ官かんたちは、『それでは示しめしがつかない』と、彼女をこの部屋に押しこんだのだった。何度修しゆう繕ぜんしても雨あま漏もりの直らない兵へい舎しやに住んでいる兵士・下か士し官かんたちのことを思うと、どうにもいたたまれない気分になるので、テッサはこの部屋があまり好きではなかった。


「ふう……」


　ネクタイを緩ゆるめつつ、リビングに入っていくと、テレビが点ついていた。ＣＢＳのドキュメンタリー番組『48時間』が映っている。


「…………？」


　そこでようやく気付く。ソファーに野や戦せん服ふく姿すがたの女が寝そべっていた。バドワイザーの缶かんを片手に、だらだらと。


　そこにごろごろしていたのは、陸りく戦せん隊たいのメリッサ・マオ曹そう長ちようだった。





　マオはテッサとは対たい極きよくといってもいい、活かつ動どう的てきな印いん象しようの女性だった。


　中国系のアメリカ人で、二〇代なかば。ベリーショートの黒くろ髪かみと、吊つり気ぎ味みの大きな目。部隊の精せい鋭えい・特Ｓ殊対Ｒ応班Ｔに所しよ属ぞくし、ＡＳの操そう縦じゆうにかけては一、二を争う腕うで前まえの持ち主だ。


　テッサは相手を見下ろして、


「来てたんですか……」


「んー、お帰り」


　別に同どう居きよしているわけではない。部屋の合い鍵かぎを預あずけてあるので、勝かつ手てに入ってきてくつろいでいたのだろう。そう珍めずらしいことではなかった。一〇近く歳が離はなれているものの、マオは彼女の友人で、あれこれと悩なやみ事ごとの相談にも乗ってもらっている。


「ただいま。どうりでタバコくさいと思ったら……」


「ん～？　換かん気き扇せんは回してるよ」


　テッサの方を振ふりかえろうともせず、ぞんざいな声でマオが言った。


　部下の目があるところでは、いちおうは『大佐』と『曹長』の階級差をふまえて、そこそこのけじめをつけてはいるが、プライベートになると、こんなものである。互たがいに信しん頼らいしあっているし、部隊の男どもの無む神しん経けいさについて、共きよう感かんもしあっている。恋愛の話に華はなを咲かせたりもするし、一いつ緒しよにわいわいと通つう販はんカタログを見たりもする。


　まず、仲良しといっていい間あいだ柄がらなのだ。


　とはいえ、きょうのテッサはいつになく疲つかれていた。彼女は不ふ機き嫌げん顔がおで対たい面めんのソファーに『ぼふっ』と座すわると、乱らん暴ぼうな手つきでおしるこドリンクのタップを開け、


「……それにしたって、考えて欲しいものです。グロリアおばさまが変に思って、あれこれ喋しやべると厄やつ介かいなのに」


「だれだっけ、その人」


「料理長の奥さんです。週一回、この部屋の掃そう除じを頼たのんでるでしょう？」


「ああ、あの噂うわさ好きの」


「そう。その噂好きのグロリアおばさまが、わたしの部屋に掃除に来て、大たい量りようのビールの空き缶と、メンソール・タバコの吸すい殻がらを見つけるわけです。すると──メリッサ、どうなると思いますか？」


「さあ？」


　気のない返へん事じ。テッサは目を伏ふせ、こめかみをぴくぴくとさせて、


「わたしが戦隊長としてのストレスに追い詰つめられて、この若さで飲いん酒しゆ・喫きつ煙えんに耽ふけっているという噂が流れるんです……！　深く、静かに！　きのうはマデューカス中佐が執しつ務む室しつに来て、遠まわしに『どうかくれぐれも、不健康な習しゆう慣かんには手を出さないように』なんて言ってきました」


「ふーん……」


「たしかにわたしは、カフェインを摂とりすぎてる傾けい向こうがあります。でも、それだけです。安ヽっヽぽヽいヽ娼ヽ婦ヽみたいに、酒をあおってタバコを吸ってるとみんなに思われるのは、とても我が慢まんできません……！」


　そう言ったのは言葉のあヽやヽだった。しかし、仕事の疲れのせいか──神経が高ぶっていたのかもしれない。必要以上にとげとげしい声になってしまった。


「なによ。それ、あたしのこと言ってるわけ？」


　マオは眉み間けんにしわを寄よせ、はじめてテッサに目を向けた。


「あなた以外に、だれがいると言うんです？」


「へえ……。ずいぶんじゃないの。おえらいテスタロッサ嬢じようにとっては、酒飲んでヤニ吸ってりゃ、女はみんな淫ビ売ツチってわけ？」


　いきなり汚きたない言葉を使われて、テッサはかっと頭に血が昇のぼった。その体温とは反はん比ぴ例れいするように、ひどく冷ややかな声で、


「そういう言葉遣づかい、やめてもらえます？　低てい俗ぞく映画のギャングみたい」


「ナニ言ってんのよ。あんたはギャングの親玉みたいなもんでしょ」


　この言いようがまた──ひどく癇かんに触さわった。テッサはおしるこドリンクを『ごつん！』とテーブルに置いて、


「心しん外がいだわ。わたしはこの組織が、そうは言われないように毎日努力しているのに。下したっ端ぱのあなたがその調子じゃ、わたしがどれだけがんばっても無む駄だでしょうね……！」


「下っ端。下っ端だって!?　よくもまあ、そんなナメた口がきけたもんだね！」


　すでにマオも、怒りをあらわにしていた。ビールの缶を放りだし、ソファーの上でがばっと起きあがる。テッサは気き丈じように、それをきっとにらみあげ、


「だってそうでしょう!?　その無む責せき任にんな根性が下っ端なんです！　すこしは自じ覚かくを持ってください！」


「うわっ、エっラそうに！　小娘がしたり顔で、クソ将校のサル真ま似ねってわけ？」


「ひどい侮ぶ蔑べつだわ！　わたしの仕事の何たるかも知らないくせにっ！」


「はっ!?　こそこそと海の底に隠かくれて、ふんぞり返って命令してるだけじゃないの！」


「なんて馬ば鹿かな人なのかしら!?　まあ、無む理りもないですけど。脳のうが筋きん肉にくでできてるような、海兵隊出のあなたには、わたしの責せき任にんは想そう像ぞうもできないでしょうね！」


　ここまで来ると、売り言葉に買い言葉だった。


　もはや当初のきっかけなど、どうでもいい。互いの欠けつ点てんをあげつらい、言葉尻じりの揚あげ足をとり、辛しん辣らつな言葉をぶつけ合う。しかもこの部屋には二人だけなので、『まあまあ』と割わって入る第三者がいない。


　ひとしきり罵ののしり合った挙句に、とうとう両者は立ちあがった。


「最低！　なんでそういう下品なことしか言えないんですっ!?」


「おだまりっ！　たまには身体張はって、鉄てつ砲ぽう玉だまの前に出てみなっ！」


「Ｍ９の高こう性せい能のうに頼たよっておいて、いっぱしの勇者気取りですか!?　それこそ大いなる勘かん違ちがいです！」


「はっ、まともにＡＳに乗れもしない奴やつに、なにがわかるってのよ!?」


「いーえ、乗れます！　でも、乗らないだけです！」


「ほおー、そうだったわけ!?」


「ええ！　直ちよつ感かんに頼るだけの、野や蛮ばんなあなたの戦い方なんかより、ずっとうまくやれます！　はっきり言って、あなたはＭ９の性能をまったく生かしきれてないわ。わたし、傍はたから見てていつもイライラしてるもの！」


「こっ……このガキャ……」


　額ひたいに青あお筋すじを浮かべて、いまにもテッサに飛びかかりそうな形ぎよう相そうをした。


「……だったら見せてみなよ」


　にわかに押し殺した声で、彼女は言った。テッサは身を固くして、


「な、なにをです」


「ＡＳの腕うでさ。そこまで言うなら、あたしよりうまいんでしょ……？　演えん習しゆう場じようで勝負してみようじゃない。あたしが負けたら、これからはあんたに、なに言われようが口答えしないわ。命令も全部聞いてあげる。『死ね』と言われたら死ぬし、『土ど下げ座ざしろ』といわれたら土下座するわよ」


「そ…………」


「ただし、あんたが負けたら──そうね、基地内を裸はだかで一周ってのはどう？　いや、下着姿くらいで許してあげようか。やったら、必ず負けるもんね……ふふふ」


　そう言ってマオはにんまりと笑った。チェスで王手をかけたような、勝ち誇ほこった目。こんな提てい案あんでは、まず降おりるしかないだろう……そう決めてかかっている様よう子すだった。


　さあどうするの、お嬢ちゃん。逃げ口こう上じようは考えた？　人の分ぶん野やに土足で踏ふみ込んだのがまずかったわね。いきがってると、こういうしっぺ返しが来るのよ。おわかり？


　相手が内心でそう思っているのが、手に取るように伝わってきたからこそ──テッサは反はん射しや的てきに答えてしまった。


「いいでしょう。上じよう等とうです」


「……は？」


「勝負しようじゃありませんか、ＡＳで。あなたのその思いあがりを、このわたしが正してあげましょう。負けたら裸で一周でもなんでもしてみせます！」


「バカ？　あんた、本気で──」


「あなたなんか、物の数ではありません！　基地中の笑い者にしてあげます！　首を洗って待っているといいわ！」


「こっ……」


「勝負は三日後！　詳しよう細さいは追って通つう達たつします！　わかったら、さっさと出ていってください！」


　テッサは部屋の出口をぴしりと指ゆびさした。


　マオはすこしの間ぽかんとしてから、『ふんっ』と鼻を鳴ならして、どすどすと部屋を出ていった。玄げん関かんの方から、乱らん暴ぼうに戸を閉しめる音がして、室内が静まり返る。


　ふと気付くと、ソファーの脇わきに忘れ物があった。


　ランコムのファンデーション。


　そういえば先週、雑ざつ談だんのついでに『使い方を教えてください』と彼女に頼たのんだのだった。マオは今夜、そのつもりでここで待っていてくれたのだろう。


　彼女も残業ばかりで疲れていたはずなのに。


　いや、そんなことなど、もはやどうでもいい。


　よくわかった。彼女はわたしの立場なんか、まるで分かってくれてない。エゴイスティックで、独どく善ぜん的てきで、恩おん着きせがましくて。わたしのこと、バカだと思ってるみたいだし。世せ間けん知しらずの小娘で、なにも苦労してないと決めつけてるのだ。そうにちがいない。なんて鈍どん感かんでいやな人なんだろう……！


「メリッサなんか……大だいっ嫌きらい……！」


　いまだに頭の冷めないまま、テッサは一人でつぶやいた。


　買った喧けん嘩かに不ふ可か欠けつな『アーム・スレイブを操そう縦じゆうする』という作さ業ぎようが、自分にとってどれだけ困こん難なんかを思い出したのは──ずいぶん後になってからだった。





『あんたが悪い』


　相さ良がら宗そう介すけとクルツ・ウェーバーは、ハモって言うと、同どう時じにマオを指さした。


　朝、基地の食堂でのことである。二人の同どう僚りようとテーブルを挟はさんで座っていた彼女は、朝食のベーコン・エッグをフォークでつついていた手を、ぴたりと止めた。


「な……なによ、二人そろって……」


　クルツが『どうした』としつこく聞いてきたので、かいつまんで昨さく夜やのテッサとの一件を話したのだ。すると──この感かん想そうである。


　宗介は真っ赤なトマトをコンバット・ナイフで切りながら、


「将しよう校こうがシロだと言ったら、とりあえずはシロだと認みとめておく。これは下士官として当然のことだ」


「う……」


　その横に座るクルツが、ほかほかのご飯はんにひき割り納なつ豆とうをのせつつ、


「この朴ぼく念ねん仁じんのコメントはさて置いてもだな。そーいう場合は年の功こうってもんがあるだろ。年の功ってもんが。なんってのか、大人げないし、みっともねーよ」


　まさしく他ひ人と事ごとのように投げやりに言って、クルツは幸せそうにご飯をかきこんだ。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、ハンサムな男なのだが──こういう食事をしていると、日本のバラエティ番組に出てくる外人タレントみたいである。


「ま、アレだね……んー、うまい。テッサは忙しい身だから……はふはふ。疲れてたんじゃねーの？　かわいそうに……ふもふも」


「あたしだって疲れてたわよ。きのうだって遅おそくまで報ほう告こく書しよを……」


「はっはっは。姐ねえさんは書類の片かた付づけかたがヘタクソなんだよ。だから残ざん業ぎようばっかりなんだ」


　クルツがつやつやとした笑顔で、さわやかに言った。するとマオはいきなり『がたっ！』と身を乗り出し、彼の首をぐいぐいと絞しめだした。


「うぐっ……」


「あ・ん・た・が……！　いつもいつも！　余よ計けいに部品を壊こわしたり、使った弾だん薬やくをドンブリ勘かん定じようしたり、デタラメな報告書を書いたりするからでしょうが！　ええ!?」


「ぐ、ぐるじい……やめで……」


　白目を剝むくクルツ。宗介はそのとなりで、物もの静しずかにトマトをぱくりとかじって、


「それで、マオ。その勝負とやらは、本当に実じつ行こうするのか？」


「え？　ああ、それねえ……」


　肩かたで息していたマオは、ぐったりとしたクルツから手を離はなした。


「けさメールが届とどいてて。これなんだけど……」


　マオは胸ポケットに入れていた、手て帳ちよう型がたの携けい帯たい端たん末まつを取り出すと、スイッチを入れて宗介に見せた。携帯端末の液えき晶しよう画が面めんには、テッサからのメッセージが表ひよう示じされていた。





《メリッサ・マオ様へ


　昨さく夜やの件。二一日一八〇〇時、第一演習場・区く域いきＢ５の『双ふた子ご岩いわ』へ、Ｍ９（Ｅ─００６号機）搭とう乗じようの上、来られたし。


　主しゆ武ぶ装そうは以下のものをご自由に。


　▼ＧＤＣ─Ｂ　　アサルト・ライフル


　▼〈ボクサー〉　ショット・キャノン


　▼ＡＳＧ96─ｂ　滑かつ腔くう砲ほう


　これら装そう備びと、ペイント弾、訓くん練れん用ようＡＴＤ、訓練用カッター等の持ち出し、消しよう費ひは手て配はい済ずみ。




テレサ・テスタロッサ







追つい伸しん：逃げないように。》





　正式な命令書の書式ではなかった。ごく個人的なメッセージだ。弾薬代などは、彼女が自じ腹ばらで負ふ担たんするということなのだろう。それにしても、簡かん潔けつきわまりない文面なだけに、最後の追伸のとげとげしさときたら──


「うわっ、本気だぜ、おい。こえぇ……」


　早くも立ち直ったクルツが、横から端たん末まつをのぞきこんで言った。


「あの大佐殿が……」


　そのメールを見ると、宗介ですらも、なにかうすら寒いものを感じたりする。しばしば、千鳥かなめに感じるのと同どう種しゆの──異い性せいに対する小さな戦せん慄りつ、とでもいおうか。女は暴ぼう力りよくや怒ど鳴なり声を使わずに、男をふるえあがらせることができるのだ。


　こめかみに冷ひや汗あせを浮かべつつ、宗介は端末をかえした。


「受けるのか？」


「受けるわよ。さすがにここまで言われちゃね……くくく、く……」


　マオはぎこちなく顔をゆがめた。余よ裕ゆうの笑みを浮かべようとしているのに、胸の内でふくれあがる憤ふん激げきが、それをじゃましているような表情だった。


　これがまた、こわい顔だったりする。


「しかし、大佐殿にはＡＳの操縦経けい験けんなどなかったと記き憶おくしているが」


「そーね。ないわね」


「〈ミスリル〉仕し様ようのＭ９は超ちよう・上級者向けの機き体たいだ。こう言っては何だが──普ふ通つうの人間にはとうてい乗りこなせないと思うぞ」


「そーね。それにあの子、救いようのない運動音痴だし」


「では、勝負など成せい立りつしないではないか」


「そーね。成立しないわね」


　その通りだった。


　仮にテッサがＡＳを動かすことができたとしても、優ゆう劣れつは変わらない。マオの技ぎ能のうが桁けた外はずれだからだ。一いつ般ぱんの正せい規き軍ぐんでＡＳを専せん門もんに操縦している兵士でさえ、彼女の操あやつる機き体たいにはとてもかなわないだろう。


　単なる動物的勘かんや才さい能のうだけではない。あらゆる機体の持つ特とく性せいや長所、弱点を、彼女は熟じゆく知ちしているのだ。


　こう見えても、マオは工学の修しゆう士し号ごうを持っている。ＡＳのシステムや戦術に通じた専門家であり、その気になれば設せつ計けい・開発プロジェクトに参さん画かくできるほどの知ち識しきがある。事じ実じつ、〈ミスリル〉が最新鋭のＭ９を導どう入にゆうした時には、その仕様にマオの意見が多数取り入れられたいきさつがある。しかも実戦経験者。どのメーカーでも欲しがるような、非ひ常じように貴き重ちような人材なのだ。


　テッサもＡＳについてはそれなりに詳くわしかったが、実じつ際さいに乗るとなると──まるで話が違ってくる。ありていに言って、テッサがマオに勝つ可か能のう性せいはゼロだった。


「やめとけよ。かわいそうだよ、彼女」


「そうだ。無駄な時間だ」


「そうはいかないわ。ま、せいぜいからかってあげるつもり。ベソかいて『ごめんなさい』っていうまで、さんざん小こ突づき回してやるわ。ふふふふ……」


　その場面を想そう像ぞうして、なにか嗜し虐ぎやく的てきな悦よろこびを感じたらしく、マオは暗い笑い声をもらす。なんとなく、彼女の脳のう裏りでは変な煩ぼん悩のうが大だい爆ばく発はつしているように見えた。


　宗介とクルツは顔をしかめて、


「妙みようにうれしそうだな……」


「やっぱりＳかい。……にしても、ホントに大人げねえな」


「それはあっちも同じよ。ガキなんだから」


　そのとき──


「だれがガキですって？」


　静かな声に三人が振ふりかえると、そこにはテッサが立っていた。


　いつもと同じ、カーキ色の制せい服ふく姿すがた。小こ脇わきにはノートパソコンとファイルケースを抱かかえている。身なりはきちっとしていたが、目の下に濃こい隈くまができていた。あまり寝ねていないのかもしれない。


「うっぷす。……これはこれは、大佐殿」


　マオがむっつり顔になって言う。宗介とクルツは硬こう直ちよくしていたが、やがてテッサに軽く会え釈しやく──あるいは敬けい礼れいしてから、ひどく居い心ごこ地ちが悪そうに、それぞれの朝食へと向き直った。


「いやあ、やっぱ納なつ豆とうはカリフォルニア産だなぁ」


「トマトはどうして赤いのだろう」


　わけのわからないことを口走る二人を尻しり目めに、マオとテッサはしばしの間、無む言ごんでにらみ合っていた。ただならぬ気配を察さつしたらしく、食堂にいたほかの隊たん員いんたちも静かになる。ばちばちと火花の散ちる音だけが、辺あたりに鳴なり響ひびいていた。


　最初にその沈ちん黙もくを破やぶったのは、テッサの方だった。


「軽くひねってやる、とでも思っているんでしょう？」


「…………。まあ、そうなるだろうしね」


「そうは行きませんよ。せいぜい慢まん心しんしてるといいわ」


「ふん。それよりも、裸で基地一周。あんたにできるの？」


「心配しなくていいですよ。わたしもあなたに同じことを命じるつもりですから」


「むっ……」


　テッサは話を打ち切って、いきなり宗介に目を向けた。


「サガラ軍ぐん曹そう？」


「はっ」


　呼よばれた宗介は弾はじかれたように、その場で背せ筋すじをぴんとのばした。自分はなにか、彼女の気に触さわることでもしていただろうか……？　そう思って青くなっていると、


「話があります。付いて来てください」


　言うなり、テッサはとことこと食堂を出ていってしまった。





　食堂からやや離はなれた、人気のない通路まで来ると、宗介は控ひかえめな声でたずねてみた。


「大佐殿。……お話とは？」


　彼女の肩かたは、なぜか小さく震ふるえていた。怒っているのだろうか？　それは無む理りからぬことだったが、しかし、自分はこの件とはなんの関係も──


「実は、あなたにお願いがあるんです」


　背中を向けたまま、テッサが言った。


「は。お願い……ですか」


「ええ。あなたにしか頼たのめないことなんです。公こう私し混こん同どうだということは分かってるんですけど……どうか軽けい蔑べつしないでください」


「いえ、決してそのようなことは。自分にできることでしたら、なんなりとお申もうし付つけください」


　するとテッサはくるりと振ふりかえり、まっすぐに宗介を見つめた。疲れた灰色の瞳ひとみが、わずかに潤うるんでいる。


「本当ですか……？」


「肯こう定ていです。どうぞご遠えん慮りよなく」


「ありがとう。とっても……うれしいです」


「いえ……当然のことであります」


　そう言いながらも、宗介は緊きん張ちようしていた。


（どうやら大変なことになってきたぞ……）


　彼女がもし『マオを殺せ』だの『二度と立てない身体にしてやれ』だのと言ってきたら、自分はどうすればいいのだろう？　やはり断ことわるべきだろうか？　それとも、マオをこっそりと南米にでも逃がして、『確たしかに殺した』と証しよう言げんすべきだろうか？　だとしたら、どこかからマオに似た体格の死体を入手する必ひつ要ようがある。巧こう妙みような爆ばく発はつ事じ故こを演えん出しゆつし、遺い体たいと彼女をすり変えて、逃とう走そう経けい路ろと偽ぎ造ぞう旅りよ券けんを用意してやり──


（これは大仕事だ）


　きょうの午後には東京に帰って、かなめや恭きよう子こたちと映画を見に行く予定だったのに。もはやそんな暇ひまなど、微み塵じんもないではないか……！


「あの、サガラさん？」


　むっつり顔のまま青ざめ、だらだらと脂あぶら汗あせを流す彼を見て、テッサが眉まゆをひそめた。


「は？」


「どうしたんですか？　どうも顔色が……」


「いえ。それより、その……やはり、殺せと？」


「なに変なことを言ってるんですか、あなたは……」


　テッサは肩をがっくりと落として、深いため息をついた。その様よう子すに、宗介はうろたえ半分、胸をなでおろす。


「それでは、いったい？」


「ええ。わたしがあなたに頼みたいのはですね、コーチなんです」


「は？」


　訊ききかえすと、テッサはやおら両の拳こぶしにぐっと力をこめた。


「ＡＳの操縦法のコーチです。あなたの腕なら、彼女と互ご角かくでしょう？　だからあの人に勝てるように、このわたしを、しごいて欲しいんです……！」


　宗介は愕がく然ぜんとした。


　やっぱり、大仕事ではないか。





　その昼過すぎ、〈トゥアハー・デ・ダナン〉の陸戦隊指し揮き官かん、アンドレイ・カリーニン少佐が、例によって書類の束たばを山ほど抱かかえ、テッサの執しつ務む室しつをたずねると──


「申もうし訳わけありません、少佐殿」


　テッサの秘ひ書しよ官かん、ジャクリーヌ・ヴィラン少しよう尉いが彼に告げた。ショートのブロンドで日焼けした、背の高い女性である。


「アポのあった方にはお知らせしておいたのですが……。テスタロッサ大佐は二一日までの三日間、午後の執務をお休みすることになりました。ですから、いまは不ふ在ざいです」


　カリーニンはわずかに眉まゆをひそめた。


「午後だけ。それはどういうことだね」


「私も説明を受けておりません。ただ、ずいぶんお疲れのご様子でした」


「ふむ……」


　たまっている休きゆう暇かを消しよう化かすることにしたのかもしれんな、とカリーニンは考えた。


　実じつ際さい、彼女は働き過ぎている。彼女でなければ決められない事こと柄がらが、この部隊には多すぎるのだ。『優秀』の一言では片付けられないほど、容よう易いには得えがたい人材である彼女を、部隊はもっと大事に扱あつかわねばならない。来週は〈デ・ダナン〉が修しゆう理りと整せい備びの工事を終え、しばらく海に出る予定でもあるし──


「結けつ構こうなことだ。マデューカス中佐はこのことを？」


「ご存ぞん知じのはずですが」


「ならば、いい」


　カリーニンはその場を去り、すこし離はなれたマデューカス中佐の執務室へと向かった。


　最近小耳に挟はさんだ、彼女が酒を覚えたらしいという噂。いま知った妙みような休養の件。二、三、話して、確かく認にんをとっておく必要があるだろう。





「うむ……いや、すまない。……そうだ。緊きん急きゆうの……ああ、別に危き険けんではないのだが。……とにかく、常と盤きわと小お野の寺でらと三人で行ってくれ。あした？……いや、しばらく戻もどれん。まだ流りゆう動どう的てきだ。……ああ、頼む。それでは」


　宗介は衛えい星せい電話を切り、一度、大きく息をついた。


　そこはメリダ島の東側にある砂浜だった。背の高いやしの木と、どこまでも続く水平線。空は抜けるように青く、打ち寄よせる波なみの音が心ここ地ちよい。旅行代だい理り店てんのパンフレットに出てきそうな、それはそれは美しい海岸の景け色しきである。


　その砂浜に、一機のＡＳが座っていた。


　Ｍ９〈ガーンズバック〉。〈ミスリル〉が運用する、最さい新しん鋭えい機きである。


　灰色の機体。すらりとした敏びん捷しようそうなシルエット。複ふく雑ざつな曲面と直線の組み合わせ。その頭部は、ヘルメットをかぶった戦闘機パイロットのようにも見える。


　宗介はＭ９のそばで、腰こしに手をあて、しばしの間うつむいていた。それから気分を入れ返るように、何度かうなずいて、


「そろそろ、はじめましょうか」


　どことなく、気の乗らない顔で振ふりかえる。


　砂の上で、運動着姿のテッサが準じゆん備び体たい操そうをしていた。だぶだぶのＴシャツに、黒のスパッツ。ぴかぴかのナイキのスニーカー。アッシュブロンドの髪は、後ろでまとめて結ゆい上げている。ＡＳに乗るというより、バスケかなにかでも始めるような風ふ情ぜいではあったが──サイズの合う操縦服がなかったのだから、仕し方かたがない。


「はい。お願いします、コーチ」


　妙に力りきんだ声でテッサが言った。宗介と基地を出てきたあたりから、彼女はにわかに元気付いている。執務の疲ひ労ろうなどどこ吹ふく風、といった様子で、傍はた目めにも上じよう機き嫌げんそうに見えた。


「その、大佐殿。コーチという呼び方は、どうも……」


「でも、コーチです。イヤならサガラさんにしますけど……」


「……そうしていただけると助かるのですが」


「はい、サガラさん☆」


　にっこりとほほ笑えむ。


　宗介はといえば、どうにも不安で仕し方かたがなかった。


　もしなにかの間ま違ちがいで、彼女に怪け我がでもさせてしまったらどうしようか？


　かなめとの約やく束そくもキャンセルしてしまった。『いいわよ、うん。仕事じゃしょーがないわよね。はははのはー』などと言ってはいたが──あれは少々、むっと来ている声だった。


　いったい俺が、なにをした？


　テッサがらみで厄やつ介かい事ごとが起きるとき、宗介は必ずこう思うのだった。


　彼女のことは、決して嫌いなわけではない。かなめとはまた違ちがった意味で、あれこれと考えさせられる女性であり、声をかけられると光こう栄えいにも思う。しかしテッサは宗介の前で、やたらと奔ほん放ぽうに振ふる舞まうところがあり──それが彼を当とう惑わくさせるのだ。


（いかん……とにかく訓くん練れんだ）


　雑ざつ念ねんを振り払はらい、宗介は咳せき払ばらいした。


「まず、搭乗法です」


　宗介はＭ９の装甲をぽんと叩たたいた。


「もちろんご存ぞん知じでしょうが、Ｍ９をはじめ、多くのＡＳのコックピット・ハッチは胸の頂ちよう上じよう部ぶ──首の後ろか前にあります。転てん倒とうして動けなくなった際さい、操縦者の脱だつ出しゆつを容よう易いにするための設せつ計けいです。高いところにありますので、乗り込むときは十分に気をつけなければなりません。この降こう着ちやく姿し勢せいでも、頭の高さは四メートル──ビルの二階くらいはあります。どうか、くれぐれも──」


「ええ、知ってますよ。アメリカ陸軍の統とう計けいでは、転落事じ故こで年間三〇名が重軽傷を負うそうです。さいわい死者はまだないようですけど」


　えへん、といわんばかりにテッサが付け足した。


　初耳だった。そういうことは、いろいろ知っているのだな……と宗介はなかばあきれてしまう。


　いま、Ｍ９は正せい座ざをして両腕を垂たれるような、いささか情けない格かつ好こうをしていた。しかし、この格好がＡＳを格かく納のうする際の基本的な姿し勢せいなのだ。立っていると不安定で危あぶないし、寝そべっていると場所をとる。格納庫などで、ＡＳがこの姿勢でずらりと並んでいる風ふう景けいなどは──なかなか壮そう観かんだった。柔じゆう道どうかなにかの授じゆ業ぎようで、教師から説教をされてうなだれている生徒たちのように見えるのだ。


「足首に昇しよう降こう用よう装そう置ちのレバーがあります。引いてみてください」


「はい」


　テッサが従したがった。装そう甲こうの裏側、ちょうど人間のズボンでいったら裾すその縫ぬい合わせのあたりに、野の太ぶといレバーが隠かくされている。安全装そう置ちをはずして、それをねじるように引くと、『ぱしゅっ』と高こう圧あつ空くう気きの抜ける音が頭上でした。


　機体の背中のてっぺんから、ポリマー樹じゆ脂し製せいの黒い縄なわばしごが射ち出されたのだ。


「熟じゆく練れん者しやは、このはしごを使わずによじ登れるのですが──絶ぜつ対たいに真ま似ねはしないように。では、上がってください」


「はい」


　テッサが機体の背中にぶらりと垂れ下がった縄ばしごを、もたもたとよじ登りはじめた。


「よ……っと。こ、これはなかなか……むずかしい、です、ね」


　縄ばしごがぶらぶらと揺れる。テッサは一段、一段、苦く労ろうしながら登っていったが、機体の腰のあたりまで来たところで、


「きゃっ……」


　つるりと足を踏ふみ外して、まっさかさまに転落してしまった。


　どしんっ！


　とっさに受けとめようとした宗介を、テッサが勢いきおいあまって押おしつぶす。砂浜で練習をはじめたのは、まことに正せい解かいだった。


「大佐殿、お怪け我がは」


　下した敷じきにされながらも、宗介はけなげにそうたずねた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶです、これくらい……。ごめんなさい」


　二人はもつれ合うようにして、砂の上に横たわっていた。だれもいない砂浜で、二人きり。ぴったりと抱だき合うような格好である。それに気付いたテッサが、頰ほほをほんのり赤くする。


「それに……ちょっと得とくした気分ですし……」


　とろけそうな声。テッサはなかなか退どこうとしない。彼女のやわらかい体の感かん触しよくと、わずかな汗あせの匂におい、そして体温がほんのりと伝わってきた。


（いかん。これは……非ひ常じようによくない……）


　得え体たいの知れない感かん覚かくと、猛もう烈れつな後ろめたさが襲おそいかかる。宗介はその場で岩のように凍こおりつき、困こまり果てていた。
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　その後の練習は──宗介としては、ただひたすら頭を抱かかえるしかなかった。


　どうあっても、テッサはハッチまで登るのにまごついた。下へ手たをしたら今度こそ大怪我をしかねないので、宗介は仕方なくＭ９を操そう作さし、うつぶせに這はいつくばるような姿し勢せいをとらせてやった。その格好ならば、縄ばしごを使わなくてもハッチに潜もぐり込むことができるからだ。


　乗り込んでから、動ジエ力ネレ源ーターや電ヴエ子トロ機ニ器クス、各種センサーなどを起き動どうする作さ業ぎようは──まあ、スムーズにいった。こちらが教えられることさえあったほどだ。そのあたりはさすが、といったところだろうか。


　だが、そこからが大変だった。


　宗介たちはＭ９を自動で立ちあがらせてから、もっとも基本的な『歩く』という動どう作さの練習をはじめた。簡かん単たんなようだが、これが曲くせ者ものなのだ。


　少々、専門的な話をする。


　Ａアーム・Ｓスレイブの語ご源げんは『アーマード・モービル・マスター・スレイブ・システム』という。日本語に直すなら『主しゆ従じゆう追つい随ずい式しき機き甲こうシステム』といったところか。その名の通り、ロボット工学ではポピュラーな『主マス人ターと・奴スレ隷イブ』システムで操作する。基本的には、操マ縦スタ者ーの動きを機スレ体イブがまねるだけの単たん純じゆんな仕し組くみだ。


　ただ、操オペ縦レー者タがバタバタと大きく手足を振りまわせるような空間は、兵器としては大変な無む駄だとなるので──ＡＳの場合、もうすこし工く夫ふうした『セミ・マスター・スレイブ』と呼ばれる方式が使われている。


　コックピットは狭い。……というより、人間ひとりがぴったりと納おさまる空間しかない。


　搭乗者はその空間に納まって、機体にさせたい動きを、ほんのすこしだけ演えんじてみせる。機体の肘ひじを九〇度曲げたかったら、操縦者は自分の肘を二〇～三〇度くらい曲げてやる。機体はそれを読み取り、操縦者の動作を数倍にして実じつ行こうする。その間、動作がスムーズになるように、コンピュータがある種の『翻ほん訳やく』と『均ならし』のような処しよ理りをする（実は、この処理の優ゆう劣れつが機体の性せい能のうを左右する重要なファクターだったりする）。


　要ようするに。


　操縦者が『ちょこっ』と動くだけで、機体の方は『ずばっ！』とカッコよく動いてくれるわけである。


　そういう機械に運動音痴の娘が乗ると、はたしてどういうことになるか。


「では──まず一歩、踏み出してください」


　小型のＦＭ無む線せん機きに向かって、宗介は告げた。


『はい。それじゃあ……』


　すでに機ヽ上ヽの人となったテッサが、外部スピーカー越ごしに答えて、宗介の指し示じを実じつ行こうした。


　彼女はたぶん、ひょいっと足を踏み出しただけのつもりだったのだろう。ひょっとしたら、いくらかの気き負おいがあったのかもしれない。いずれにせよ、彼女は普通の感覚で歩こうとした。


　するとその動作を、最新鋭のＭ９は──律りち儀ぎに、力強く、大々的に増ぞう幅ふくした。


　柔じゆう軟なんな脚きやく部ぶが『ぎゅおっ！』と風を切って跳はね上がり、自分自身の胸に、猛もう烈れつな膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。


『ひあ……!?』


　人間ならば、決してありえない動どう作さだ。Ｍ９は完全にバランスを崩くずし、空中で半回転して背中から転てん倒とうした。巨体が地面につっこんで、砂すな埃ぼこりが盛せい大だいに舞まい上がる。


「大佐殿!?」


『う、あ……、ご、ごほっ！』


　転倒のショックで、テッサは大きく咳せきこみ、むせ返った。


　その動作も、Ｍ９はしっかりと増ぞう幅ふくしてしまう。背はい筋きんの力だけで、数メートルは浮かび上がる機き体たい。その衝しよう撃げきがさらにテッサを混こん乱らんさせ、彼女は手足をばたつかせる。Ｍ９はそれを忠ちゆう実じつに増ぞう幅ふく。


　あわてるテッサ。もっとあわてるＭ９。その繰くり返しだ。


　陸おかに釣つり上げられた魚のように、灰色の機き体たいがバタバタと暴あばれる様さまは──壮そう絶ぜつな間ま抜ぬけっぷりだった。Ｍ９はごろごろと砂浜を転がり、ヤシの木をぶち折って、砂さ塵じんを巻き上げ、海に突つっ込こみ、水しぶきをあげて、それでもなお、激はげしくもがき続けた。


「大佐殿！　動くのをやめてください！　大佐殿！」


　危あぶなくてとうてい近づけたものではない。宗介は無む線せん機きに向かって叫さけぶしかなかった。


『た、助けて……！』


「じっとするんです！　動かないで！」


『止まらない！　止まらないんですっ……！』


「大佐っ！」


　一日目の訓練は、こんな調ちよう子しだった。





　基地で唯ゆい一いつの居パ酒屋ブ、『ダーザ』のＳＲＴ要よう員いん指し定てい席せき──つまりカウンターの隅すみっこの狭せま苦くるしい席で、マオはうだうだとビールを飲んでいた。


　すでにジョッキで五杯目である。


　いい加か減げん、なにか別の酒に切り替かえてもよさそうなものだったが、マオはひたすらビールばかり飲む。ほかの酒を飲んでいるときに限かぎって、なぜかいつもイヤな出で来き事ごとが起きるというジンクスが、彼女にはあるのだ。


　自分を可か愛わいがってくれていた叔お母ばが、交通事故で死んだ知らせを受けたとき、マオはワインを飲んでいた。むかし付き合っていた日系の海兵隊員と、別れ話をしたときはバーボンだった。フローズン・ダイキリを飲んでいるときに、酔よっ払ぱらいからブラッディ・マリーを引っかけられて、お気に入りのイブニング・ドレスを台だい無なしにしたこともあった。ほかにもあれこれ。思い出したくもないようなことが、いくつかある。


　ビールだけは安心だったのだ。そう、ビールだけは。


　だというのに、その牙が城じようもまた、崩れ去さってしまったようだ。昨さく晩ばん、あの娘の部屋で、自分はまちがいなくビールを飲んでいた。


　これから自分はなにを飲んだらいいのだろう？　考えてもわからなかったので、彼女は仕し方かたなく六杯目のジョッキを注ちゆう文もんした。


「またか。いい加減、別のもんを頼たのめ」


　パブのマスターがだみ声で言った。


「いいの。じーさん。さっさと注ついで」


「ばかもん。じーさんとはなんだ、じーさんとは。わしゃ、まだ若い。その気になれば、おまえさんごとき小娘なんぞ、一ひと晩ばん中じゆう──」


「いいから。ちょうだい、おじさまぁ。……げふっ」


「ふん……まったく」


　マスターは泡あわのこぼれるジョッキを乱暴に置いた。その手つきは、まるで猫に餌えさをやる飼かい主ぬしのようだった。


　飽あきもせずに、その六杯目を飲んでいると、隣となりの席にクルツがやってきて腰かけた。


「うわっ、酒くせー。やってるねぇ、姐さん」


「なによ……？」


　大きな吊つり目をとろんとさせて、マオは言った。クルツはマスターに『いつものー』だのと注ちゆう文もんしてから、彼女をのぞきこむ。


「本気で練習してるみたいだぜ、彼女」


「だれが。なにを」


「テッサが、ＡＳを」


「バカな子……。ソースケも気きの毒どくに」


　無む関かん心しんな声でつぶやく。クルツは呆あきれ顔で、


「バカって、あんた。テッサとしては、そうするしかねーだろ」


「なんでよー」


「あの子はな、『お前にはできない』といわれたら、『できる』と証しよう明めいしなきゃならない生活をずっとして来たんだよ。これまで。それに向かって、よりによってあんたが、『ＡＳには乗れまい』だなんてよ……禁きん句くだよ、禁句。バカは姐さんさ」


　相手のしたり顔にマオはむっとして、


「知ってるわよ。あたしはねー、あの子のことは大たい概がい知ってるの。好きなおやつも、嫌きらいな虫も、ブラのサイズも。それでもって、あたしはあの子の、ああいう風に、不ふ必ひつ要ようなところまで肩かた肘ひじ張はってるところが気に食わなかったのよ、前から」


「そうなの？」


「そーよ。変な悲ひ壮そう感かん、背負っちゃってさ。自分が世界を変えられると思い込んでるんだわ。あたしもその一つ。支し配はいしたがってるのよ。ガキってのはこれだから……」


「姐さんがあれくらいのころは、どうだったんだよ」


「…………」


　そう訊きかれると、マオは考え込んだ。ニューヨークで悪ガキやって、それでも自分を主しゆ義ぎ主しゆ張ちようのある『いい不良』だと思い込みたがっていたあのころ。薬には手を出さない。仲間の結けつ束そくは血よりも濃こい。弱いものは守ってやれ。立りつ派ぱなことだ。


　あのとき、自分は世界を変えられると思っていただろうか？　あの少女ほどなにかを考えていただろうか？


　最初の疑ぎ問もんはイエスで、次の疑問はノーだった。


「まあ、たぶん。あの子よりずっとバカだったわね」


　正直な感想を漏もらすと、なぜかクルツはげらげらと笑った。


「なによ」


「いや。それが本ほん音ねか」


　マオは怒るでもなく、カウンターに突つっ伏ぷした。


「そうね。そうかもね。あたし、あの子に劣れつ等とう感かん、感じてるんだわ」





　訓練の二日目。


　テッサはとりあえず、Ｍ９を普通に歩かせるところまでは来ていた。操縦モードを半自動に切り替かえて、動作の増幅度──専門的には『バイラテラル角』といった──を最低に設せつ定ていしたのだ。


　白い砂浜には、無む数すうの足あし跡あとが残っていた。杖つえを失った老人のように、Ｍ９はよたよたと歩きつづけ、決められたコースを何往おう復ふくもして、ときたまバランスを崩しながらも──ぐっと踏みとどまる。


　最初の七しち転てん八ばつ倒とうに比くらべれば、ずいぶんな進歩といえるだろう。


「小しよう休きゆう止しをとりましょう」


　教官ぶりが板についてきた宗介が、時計をちらりと見てテッサに告げた。


『はい。……よっ……っと』


　Ｍ９は苦労して膝ひざをつき、両手をつき、ぎこちない動きで地面に這はいつくばった。


　胸と頭が一緒にスライドして、コックピット・ハッチが開かい放ほうされる。


「ふう……」


　汗だくになってコックピットから這い出してきたテッサに、宗介が手を貸かした。足がふらつき、倒たおれかかるのを、横から支ささえてやる。


「ありがとう。なんだか……自分の足で歩くのが変な気分だわ」


「たいていはそうなります」


「読んだ話だと、転落事故の大半は、搭乗前でなく搭乗後に起きるそうです。こうやってみると、その理り由ゆうがよくわかりますね。ふふ……」


　彼女はひどく疲れ、げっそりとしていたが、それなりの成せい果かを収おさめていることに満足しているようだった。


（しかし……）


　だからといって、テッサがマオに勝てるわけがなかった。歩ヽけヽるヽだヽけヽでは。この調子で行けば、走れるくらいのレベルまでには持っていけそうだが──それがなんの足しになるだろう？　照しよう準じゆん動作、跳ちよう躍やく、回かい避ひ運動、遮しや蔽へい物ぶつの有効活用。『戦闘じみたもの』をやるにしても、覚えねばならないことはあまりにも多い。


　ここまで付き合っているのだ。宗介としては、やはりテッサを勝たせてやりたかったが、事じ実じつはどう見ても明らかだった。


　その胸のうちを見み透すかしたように、テッサは言った。


「サガラさんも『勝てるわけがない』と思っているんでしょう？」


「は……？　それは──」


「いいんです。無理しないで」


　そう言いながらも、不ふ思し議ぎなことに、テッサの声はそれほど沈しずんではいなかった。


「でも、わたしだってバカじゃないし、いちおうは戦いのＡＢＣくらい知ってるつもりです。こうして彼女に挑いどむのは、別にカミカゼ精せい神しんではないんですよ」


「では、勝つつもりだと？」


「ええ」


　テッサはわけもない様よう子すで言った。


「おとといから、ずっと作戦を考えてきたの。サガラさんにコーチを頼んだのは、いろいろ意見を聞きたかったからでもあるんです」


　そう言って、テッサは近くに置いてあったバッグまで歩き、中から一枚の紙片を取とり出だすと、砂の上に広げて見せた。


　それはメリダ島の詳くわしい地図だった。第一演習場、区域Ｂ５のあたりに集中して、あれこれと赤ペンで書き込みがしてある。


「いいですか？　この付近はブッシュが濃くて、見通しが悪いんです。しかも土が柔やわらかくて──」


　テッサは要よう点てんをしぼり、自分の考えを一つ一つ宗介に説明した。地図のあちこちをつつき、現げん場ばの写真を見せ、よどみなく作戦を話していく。


　それを聞いて、宗介は素す直なおに驚おどろいた。


　そう奇き抜ばつな作戦だったわけではない。おびき出しと待まち伏ぶせを合わせた、簡かん単たんな不ふ意い打うち戦法だ。だいいち、超ちよう初しよ心しん者しやのテッサにできることなど、たかが知れている。だが、宗介自身も『彼女ならこうするしかないだろう……』と考えていた内ない容ようと、テッサのそれはぴたりと合がつ致ちしていた。


　宗介はＡＳの戦闘に関してプロである。その彼の考えに、こうもあっさり追つい随ずいしてくるとは──


（やはり、ただ者ではないということか）


〈トゥアハー・デ・ダナン〉の戦隊長を務つとめているのは、伊だ達てではないわけだった。


「いいやり方です」


「そうですか。良かった。苦労して考えた甲か斐いがあったわ」


「その手で行くならば、針しん路ろはこちらにした方がいいかもしれません。時じ刻こくを考えれば、逆ぎやつ光こうになるはずですから」


「なるほど……」


「ただ、いずれにしても、チャンスは一度しかありませんが」


　宗介が言うと、テッサは肩をすくめてみせた。


「一度もらえれば御おんの字じですよ。やってみてダメなら、諦あきらめます」


　テッサの様子は、なにか憑つき物ものが落ちたような──すっきりとした感じだった。この二日、あれこれとやっているうちに、最初のころのマオに対する怒りや不ふ満まんが、きれいに抜け落ちてしまったようにも見える。作戦を相そう談だんしている最さ中なかに、彼女は何度かマオの名前を口にしたが──すでに、その名前に悪意や敵てき意いはこもっていなかった。どちらかというと、懐なつかしい名前を口にしているように思えた。


「メリッサをびっくりさせてやるの」


　地図をたたんで、テッサは言った。


「びっくり……ですか」


「ええ。それさえできれば、裸で基地を一周くらい、どうってことないです。本当よ」


　彼女の小さな顔が、にっこりと微ほほ笑えんだ。





　小高い岩山が、黄たそ昏がれの色に染まっている。


　その小山のてっぺんに、妙な形の岩があった。頭でっかちで傾かたむいた大きな岩を、すこし小さめの岩が支えるようにしてそびえている。サイズはＡＳの半分くらい。この二つが、開けた山さん頂ちようにぽつんと立っているので、演えん習しゆう場じようの利り用よう者しやからは目め印じるしとして、簡かん単たんに『双子岩』と呼ばれていた。


　双子岩の前に、Ｍ９が一機、ひざまずいていた。マオの機体である。ペイント弾を装そう塡てんした、四〇ミリライフルを一いつ挺ちようたずさえてはいたが、そのほかはなにも持っていない。予よ備び弾だん倉そうさえも、だ。そんな装備など、必要ないからだった。


「…………」


　マオは黒の操縦服姿で、岩にもたれて腕うで組ぐみしていた。時計をちらりと見ると、一八三一時。約束の時じ刻こくから、すでに三〇分も過すぎている。


「遅おそいわね……」


　焦じれたようにつぶやくと、そばにあぐらをかいていたクルツが、小さくあくびをした。彼はこの件とは無む関かん係けいなのだが、結果が気になったので見けん物ぶつに来たのである。


「あのさー」


「なによ」


「姐さん、『宮本武む蔵さし』って読んだことある？」


「なにそれ？　戦せん艦かんの話？」


「いや。ならいいんだ。気にしないでくれ」


　そう言ってクルツは低く笑った。


　ほどなく。


　新たなＡＳがやって来た。茂しげみの向こうで姿は見えないが、まちがいなく、歩行音が聞こえてくる。ずしゅん、ずしゅんと駆く動どう系けいの音が響ひびき、ガスタービン・エンジンの低いうなり声が近付いてくる。


「？」


　いや、ガスタービン・エンジン……？　Ｍ９の動どう力りよく源げんはほとんど無む音おんのパラジウム・リアクターのはずだ。だとしたら、これは──


　高い茂しげみをかきわけて、ＡＳが姿を見せた。


　救きゆう命めい胴どう衣いを着つけたような、ややずんぐりとした胴どう体たい。がっしりと太い上じよう腕わん部ぶと大だい腿たい部ぶ。頭部は細長く、なにかの昆こん虫ちゆうを連れん想そうさせる形だった。腕にはテッサが乗っている。ここまで操縦してきたのは、宗介だろう。


「Ｍ６かよ、おい」


　クルツがつぶやいた。


　やってきたのは、Ｍ６〈ブッシュネル〉だった。Ｍ９よりも、一世代ほど古い機き種しゆである。普通の軍隊ではいまでも第一線の機体だが、Ｍ９に比くらべれば、運動性、静せい粛しゆく性せい、パワー、どれをとっても劣おとっている。


　にもかかわらず、マオは納なつ得とくしていた。


「なるほど……。まあ、そうだろうね」


　ほとんどの面でＭ９に劣るＭ６だが、少ないながら利り点てんもある。その一つが、Ｍ９とは比べ物にならない『扱あつかいやすさ』だった。どうせＭ９のスペックを活いかせないのなら、いっそのことこのベストセラー機に乗り換かえてしまえ……宗介がそう提てい案あんしたのだろう。


　Ｍ６が停てい止ししてひざまずくと、運動着姿のテッサが腕から降りてきた。


「ずいぶん待たせるじゃないの」


　マオが言うと、テッサは小さく微笑んだ。


「ごめんなさいね。おなかが空すいてたから、軽く食事を済すませてきたの」


「…………」


　これが一種の挑ちよう発はつであることを、彼女はすでに見み抜ぬいていた。だが、わかっていても、イライラするのは鎮しずめようがない。かわいい顔をして、味な真似をしてくれるものだ。いや。これは宗介の入れ知恵だろうか……？


　テッサは落ちついた様子だった。喧嘩した当初のような、苛いら立だちや焦あせりや怒りはもうない。ただ、その瞳にはなにか強い意思が宿っており──決して『勝負なんかやめよう』と言い出せるような雰ふん囲い気きではなかった。


　ひょっとして、本気であたしに勝つ気なのかしら、この子は……？


　マオはいぶかしんだ。


「じゃあ、始めましょうか。八〇〇ヤード離はなれて、用意スタート、っていう方式でどうです？　審しん判ぱんはサガラさんで」


「別にいいけど」


　宗介ならば、変な不ふ正せいはしないだろう。クルツは少々、信用できないが。


「けっこう。いいですね、サガラさん？」


　Ｍ６から降りてきた宗介が、こくりとうなずいた。


「では仕し度たくを」


　そう言って、テッサはＭ６へと向かった。そこで一度立ち止まり、


「メリッサ？」


「なに」


「手て加か減げんは無む用ようですからね」


「そのつもりよ」


　実じつ際さい、マオはさっさと彼女をやっつけて、基地に帰ろうと思っていた。もとより、勝ちを譲ゆずる気はない。さりとて熱ねつ意いがあったかというと──なかった。


（バカバカしい……）


　Ｍ６に乗った素しろ人うととやりあうなんて。こんな演習に熱あつくなれるわけがないではないか。


　なんで喧嘩なんかしてしまったのだろう。





　宗介がリボルバー拳けん銃じゆうを、空に向けて、発はつ砲ぽうした。


　銃じゆう声せいが演習場にこだまし、決けつ闘とうの開始を宣せん言げんする。


「さて……」


　たちまちマオのＭ９が動いた。


　〇・八キロほど離はなれたテッサの機体は、こちらからでは岩山が邪じや魔まになってまだ見えない。しかし、二、三度跳躍すると、それだけで密みつ林りんの木々をかきわけ、もたもたと移い動どうするＭ６の姿が夕ゆう闇やみの中に見えた。


《一一時、距きよ離り六。目標捕ほ捉そく。ＡＳ一機。Ａアルフア１に認にん定てい》


　Ｍ９のＡＩが簡単な報告をする。この場合、わざわざ言われるまでもないことだったが、実じつ戦せん──特に混こん戦せん模も様ようのときは、意い外がいにこの音声メッセージは役に立つのだ。


　その機き能のうでさえ、向こうのＭ６には付いていない。会話式の高度なＡＩシステムは、〈ミスリル〉のＭ９と戦闘ヘリだけが装備しているものだった。


　距離はおおよそ六二〇メートル。


　四〇ミリライフルの射しや程ていでは、充じゆう分ぶんすぎるほどの近さだった。


　機体を軽く振ふって、岩山の高台に膝をつき、無む造ぞう作さにライフルをテッサ機に向ける。もたもたと動くＭ６は、ただのうすのろな標ひよう的てきだった。


「はい、これでおしまい……と」


　セミオートで、一発撃うつ。


　ペイント弾がＭ６に飛んでいき──手て前まえの木の枝に当たって四し散さんした。赤いペンキの飛ひ沫まつが、テッサ機の肩にこびりつく。


　ところが──


『はずれだ』


　無線機越ごしに、宗介が言った。彼は双子岩のてっぺんに乗って、双そう眼がん鏡きようを片手にテッサの機体を観かん察さつしていた。


「はあ？　なんでよ？」


『直ちよく撃げきしていない。手前の木に当たった』


「なに言ってんの。実じつ弾だんだったら、木なんか一いつ緒しよに吹き飛ばしてるわよ!?」


『だが、あんたが撃うったのは実弾ではない。ペイント弾だ』


　そう言われると、反はん論ろんできなかった。『実戦を想そう定ていして』という理り屈くつも、テッサの乗ったＭ６が相手では通らない。なにしろ、こんな実戦、あるわけないからだ。


「あー、……ったく！」


　面めん倒どうくさそうに舌打ちすると、マオはさらにテッサ機に向かって、三発ほどペイント弾を撃うちこんでやった。しかしＭ６を取り囲む密林は濃こく、枝えだや葉っぱに当てずにペイント弾を命中させることは至し難なんだった。


　至し近きん距離で炸さく裂れつする、赤い霧きりに追い立てられるようにして、テッサのＭ６はあたふたと西の方へ逃げていく。


『すべて、はずれだ。直撃していない』


「なんなのよ、それは……!?」


　あっちは散さん々ざん、こちらのペンキを引っかぶっているのに。なんだってまた──


　ぱんっ！


　森の中から、Ｍ６が一発、撃ち返してきた。マオ機の至近距離でペイント弾が炸裂して、青い霧がぱっと広がる。


「おわっと……」


　我われに返って、マオ機は岩いわ陰かげに身を隠かくす。どうやら、照しよう準じゆんと発砲くらいはできるところまでこじつけたようだ。


『これもはずれだ。運が良かったな、マオ。実弾だったら、破は片へんでセンサーをやられていたかもしれんぞ』


　妙に神しん経けいを逆さかなですることを言う。さらにクルツが、横から口を挟んだ。


『そうそう。やるねえ、テッサも！　がんばれー！』


「あ、あんたたちねぇ……！」


　どうやら、宗介に審しん判ぱんを任まかせたのは間ま違ちがいだったようだ。だが──


「まあいいわ。要ようするに、直撃させればいいわけでしょう？」


『肯定だ』


「じゃあ見てなさい」


　次の瞬しゆん間かん、マオのＭ９は大きく跳躍した。視し界かいの開けた岩山を一いつ瞬しゆんで駆かけ下り、テッサの方に向かって機体を突とつ進しんさせる。それまでとは、うってかわって激しい動きだった。猫が虎とらにでもなったかのようだ。


　みるみると、マオ機はテッサのＭ６へと接せつ近きんしていく。


（覚かく悟ごしなさい、ベイビー……）


　相手の首根っこをつかんで、零れい距離から撃ってやるつもりだった。そうすれば宗介でも文もん句くは言えないだろう。





　とうとう追って来た。


　スクリーンの表示を見て、テッサは緊きん張ちように顔をこわばらせた。


　すでに彼女の息は荒あらく、顔にはびっしりと玉の汗が浮かんでいる。


　でこぼこした地面を歩くのは、ひどく骨ほねの折おれる作さ業ぎようなのに、もっと早く歩かなければならない。いや、走らなければ……！　しかも相手の位置を忘れないようにして、決めていたとおりのコースをたどり、障しよう害がい物ぶつをかきわけて──


　転んだら終わりだ。立つのにはまだ、一分近くかかってしまうから。絶ぜつ対たいに、転ぶわけにはいかない。そう。転んだら彼女に負けてしまう。


「はあ……はあ……」


　あまりにもたくさんのことに神経を配くばらなければならなかった。混こん乱らんして、頭が爆ばく発はつしそうだ。狭いし、暑いし、気分が悪い。歩行に伴ともなう機体のたて揺ゆれがひどくて、目玉が零こぼれ落ちてしまいそうだった。ＡＳでの戦闘とは、なんと過か酷こくなのだろう……？　みんな、こんな戦いを平気な顔でしているなんて……！


　これまでも、何度か聞いた警けい報ほうが鳴る。


　ぱしっ！　と鋭するどい音がして、すぐそばでまたもやペイント弾がはじけた。マオが撃ってきたのだ。


　さらにもう一発。いずれも直撃ではないようだったが、自分が追い詰つめられているのがよくわかった。驚いて身をこわばらせた拍ひよう子しに、機体ががくんと傾かたむいてしまう。倒れそうになるところを、手近な木にしがみついて、どうにか踏ふん張ばる。殴なぐりつけるような衝しよう撃げき。首がひどく痛いたんだ。膝と、肘と、おしりがひりひりする。


「っ……あっ……」


　あれが実弾だったらどうなっていただろう？　自分は何回死んでいるのだろうか？　彼女はいつも、こんな場所にいるのだ。いや、もっとひどい場所に。


　すごい人。同じ女なのに。次じ元げんがちがう。


　かなわない。とても──かなわない……！


『大佐殿、動きが鈍にぶってます。落ちついて移い動どうを』


　まるでＡＩの代わりのように、宗介が無線機から告げた。


「わ、わかってます。でも……」


『大丈夫。あなたならやれるはずだ。俺が保ほ証しようします』


　後にして思えば、その一言が、どれほどの力を授さずけてくれたことか。


「はいっ……！」


　テッサは歯を食いしばって、機体を前へと駆かり立てた。


　目もく的てき地ちまであと少し。あと少しなのだ。





　一方で、マオはわずかに感かん心しんしていた。


「意外に……速いな」


　最初はもたもたしていたが、テッサの操あやつるＭ６の速度は、次し第だいに速くなってきていた。一度、本気で当ててやろうと発砲したのだが──それは冗じよう談だん抜ぬきではずれてしまった。


　まあ、運が良かったということもあるが、それにしてもよく頑がん張ばっている。


　だが、それもそろそろ終わりだった。いまやマオ機とテッサ機の距離はわずか二〇〇メートルまで近づいている。さらに接近すれば、密林の木々も盾たてにはならないだろう。


「さあ、終わらせるよ……」


　そうつぶやいたとき──異い変へんが起きた。


　西へと沈しずみかけた太陽へ向かって、必死に走っていたテッサの機体が、突とつ然ぜんかき消えてしまったのだ。


「？」


《Ａアルフア１を失ロス索ト》


　ＡＩが報告する。


　逆ぎやつ光こうで、その姿が捉とらえにくかったのは確たしかだ。しかし、いきなり消えてしまうとは。ここらには、身を隠せるほど太い樹きは見当たらない。樹じゆ木もくのほかにも、身を隠すような自然物はまったくなかった。


「どういう手て品じなかしらね……」


　電Ｅ磁Ｃ迷彩Ｓとも思えないが。それに、Ｍ６には不ふ可か視しモードはついていない。マオは機体を停てい止しさせ、用心深く対ＥＥＣＣＳセンＣサーＳを作さ動どうさせた。電でん磁じ波はの隠かくれ蓑みのに対抗する、短距離・超ちよう広こう帯たい域いきのインパルス・レーダー波が、テッサ機の消えたあたりを走そう査さする。


　反はん応のうなし。


　高こう感かん度どマイクを作動させる。


　反応なし。ジェネレーターの駆く動どう音おんさえしてこない。どうやらテッサはエンジンを停てい止しさせたようだ。


　正面が太陽なので、赤せき外がい線せんセンサーは使い物にならない。


（どういうこと……？）


　どうやら自分は、なにかの罠わなにはまりかけているようだ。確たしかに、テッサのような頭のいい娘が、無む謀ぼうに真正面からぶつかってくるわけもない。


　マオは用心深く、Ｍ９を前に進めていった。


　樹木が折おれ、めきめきと耳みみ障ざわりな音を立てる。こうなると狩かる側は不ふ利りだな、と彼女は思った。どうやら本気にならざるをえないようだ。油ゆ断だんすれば、たぶん、負ける。嗅きゆう覚かくがそう告げている。


　彼女は最大に警けい戒かいした。集中力を総そう動どう員いんした。つまり──本気になった。


　これも宗介の入れ知恵だろうか？　どちらにしても、たいした娘だ。


（えらいわ、ホント。でも、ね……）


　マオはライフルの砲ほう口こうを、すこし先の地面に向けた。


　彼女は、見つけてしまったのだ。この位置からではまず気付かないようにしてあったが──穴あながあった。テッサのＭ６は、地面にあヽらヽかヽじヽめヽ掘ヽっヽてヽあヽっヽたヽたこつぼに隠れていたのだ。ＡＳ一機が、きれいにすっぽりとはまるほどの、深い穴。


　たぶん、昨夜のうちに掘ほっておいたのだろう。


　ここまで誘さそい込んで、この穴に飛び込み、近づいてきたところを一発でしとめる。そういう作戦だ。単たん純じゆんだったが、視界が開けていないことや逆光なことを考えれば──かなりうまい手だった。うっかりしていたら、引っかかっていたかもしれない。森の植生が不自然だからこそ、ようやく気付けたくらいの……巧こう妙みような偽ぎ装そうだった。


　しかし、ベテランのマオを破やぶるほどではなかった。よくがんばったとは思うが、これでゲームセットだ。


（かわいそうだとは思うけど、ね……）


　彼女はＭ９を穴の上へと跳躍させた。


　スクリーンの照しよう準じゆん円えんの中に、たこつぼの中で、それでもなんとかこちらに銃じゆう口こうを向けようとしているテッサ機の姿があった。


「無駄よ……」


　マオがトリガーを引き絞しぼろうとした次の瞬間──強い光が、真下からＭ９に襲おそいかかった。


「……!?」


　マオ機を照てらしたのは、基地が所しよ有ゆうするもっとも強力なストロボライトだった。穴の中に仕し掛かけてあったのだ。人間の目で直ちよく接せつ見たら、視し力りよくを失いかねないほどのすさまじい明るさ。その光が、Ｍ９のセンサーをわずかな瞬間、真っ白にさせた。


　発砲はもちろん、バランスをとることさえできずに、マオ機は左半身から地面にぶつかった。強い衝しよう撃げきが襲おそいかかる。


「くっ……！」


　センサーがあわてて明めい度どを補ほ正せいし、視界を回かい復ふくさせようとする。それを待つのももどかしく、マオは機体を起き上がらせようとした。


　ぱっと顔をあげると。


　スクリーンの正面には、光のあふれる穴から身を乗り出し、こちらに向かってライフルを構かまえたテッサのＭ６が映っていた。


　距離はわずか二〇メートルだった。





　かかった。うまくいった……！


　二段構がまえのこの作戦でも、彼女に通じるかどうか確かく信しんが持てなかったが──神は自分に味み方かたしてくれたらしい。


　テッサは無む我が夢む中ちゆうになって、立ちあがろうとするマオのＭ９にライフルを向けた。照準円の中に敵機が入ると、コックピット内にぴぴぴ、とアラームがなった。


　射しや撃げきＯＫ。発砲せよ。


（当たって……！）


　アラームの命じるままに、彼女はぐいっとトリガーを引いた。


　フルオート射撃。


　青い霧が、目の前で弾ける。テッサは肩で息して、まっすぐに前を見み据すえた。トリガーを何度も引き、何度も引き、弾が切れていることに気付いた。


　霧が晴れると──


　一四発のペイント弾が、灰色のＭ９を真っ青に染そめ上げていた。





　　　　●





「負けたわよ。完かん敗ぱい。ケチなんか付けないわ」


　Ｍ９から降おりると、マオはそう言って肩をすくめた。


「罠を用よう意いしとくのなんてズルいとか、審判がひいきばっかりしてるとか、基地のストロボライトを使うなんてアレだとか、そういう文句も言わないわよ。みんなでテッサの味方して、あたしはなんて不幸で孤こ独どくなんだろう……とか、そういうグチもこぼさない。これが実じつ戦せんだったなら、やっぱり勝ったのはあたしだろう……とか、そういう見苦しい主しゆ張ちようもしないわ」


　などと、マオはぶつぶつつぶやいた。


「思いきり不ふ満まんがあるみてえだな……」


　眉をひそめて、クルツが言った。


「油ゆ断だん大たい敵てき。いい教きよう訓くんだ」


　なぜか偉えらそうに反そり返って、宗介が言った。


「そーね。油断大敵ってことよね。ふん。もう。なんか……。あたし、なにやってんのかしらね。ったく……やれやれ。とほほ……」


　その場にぺたりとしゃがみ込んで、これ以上ないほどいじけまくるマオ。


　Ｍ６が、遅おくれて双子岩のところに戻もどってきた。もたもたしながら、テッサが降りてくる。彼女は全身、汗でびしょ濡ぬれだった。


「メリッサ……」


　勝ち誇ほこる風でもなく、テッサはふらふらとマオのそばに歩いていった。その顔はほうけたようにぽかんとしており、いまだに自分が勝ったことに、実じつ感かんが持てない様子だった。


　テッサとマオは、無む言ごんで見み詰つめ合っていた。


　なにか、また刺とげ々とげしいやり取りが出てくるのではないかと、宗介は気が気でなかった。


　やがて、マオの方が口を開いた。すこしぎこちなく。


「いろいろ、ひどいこと言ってごめんね」


「…………」


「よくがんばったわね。あんたには脱だつ帽ぼうよ」


　マオがそう言ってから、きっかり五秒後。テッサの瞳から、大おお粒つぶの涙なみだがぼろぼろと零れ落ちた。


「ごめんなさい。わたし……わたし……」


　上うわずった声を出すと、テッサはマオに『ひしっ』とすがりついた。


「ひどいこと言ってたのは、わたしの方です……！　なんだか、カッとなってしまって。でも、わたし、どうにかメリッサに認みとめてほしくて。むきになって、こんなバカなことして。本当、ごめんなさいっ」


　テッサはぐすぐすと泣きながら、マオの胸に顔をうずめた。その頭を、マオは『よしよし』と撫なでてやる。


「いや。負けて良かったわ。この方が、たぶん自然なのよ。でも、もうこれっきりにしましょうね」


「ええ。もうＡＳはこりごりです……ぐすっ」


「くすっ。ほんと、かわいいわねー、あんたは」


「そんな。やめてください……」


　なにやら仲直りしたらしい。


「あのー、それで。裸で基地を一周、って件は？　ねえ」


　クルツがおずおずとたずねた。目を輝かせる彼を見て、マオとテッサは異い口く同どう音おんに、


『最低……』


　と、つぶやいた。





[image: ]


　それきり、傍ぼう観かん者しやの存在など忘れたように、『このこの』だの『や、くすぐったいです』だのとじゃれ合う二人。その様子を宗介とクルツはぽかん、として眺ながめていた。


「なんか……あれだな」


「うむ。最初からああできないものなのか？」


　泥どろだらけ、ペイントまみれになった二機のＡＳを、宗介たちは見上げた。


　Ｍ６とＭ９は心なしか肩を落とした姿し勢せいで、どことなく『トホホ』とつぶやいているように見えた。


「俺も上官とかとモメたら、ああいう手使おうかなー」


「どういう手だ」


　するとクルツは、宗介の腕にいきなりしがみつき、薄うす気き味み悪い猫なで声を出した。


「ごめんなさいっ！　わたし。わたしぃ……！」


「…………」


「わたし、ソースケに認みとめてほしくてェ！　むきになって……って、ん？」


　クルツはがらりと元の声に戻って、宗介からさっと間ま合あいをとった。


「…………。おまえ、いま本気で俺のこと撃うち殺ころそうと思っただろ」


「よくわかったな」


　冷え冷えとした声で、宗介は言った。


　


　双子岩から六キロほど離れた、基き地ちの通つう信しんセンターで──


「一いつ件けん落らく着ちやくですな」


　カリーニン少佐が言った。彼が見下ろす小型のモニターには、マオのＭ９（Ｅ─００６号機）から転送されたリアルタイムの映像と音声が流れている。クルツ・ウェーバーに命じて、機体の電子機器にちょっとした細工をさせたのだ。マオたちはこのことを知らないはずだった。


「あの少女には、いつも驚おどろかされる」


　カリーニンと共に生なま中ちゆう継けいを見ていたマデューカス中佐が言った。


「まさか実力で勝つとは。ただの幸運では片づけられない、必ひつ然ぜん的てきななにかが彼女にはある……ということかね？」


「それは断だん定ていできません。今のはあくまでゲームです。命のやりとりで顕あらわれる要よう素そとは、根本的に質しつが異ことなりますので」


「そうだろうな」


　マデューカスは小さく鼻を鳴らしてから、渋しぶい顔をした。


「それにしても……大佐にも困ったものだ。機材の私的な持ち出しについては目をつむるがね。少々、ご自じ愛あいが足りなさすぎる。本来、ゆっくりと休養すべき時間を、あのような戯たわむれで浪ろう費ひするとは。明日にでも諌かん言げんしなければ……」


「その必要はないでしょう」


　カリーニンが淡たん々たんとした声で言った。


「なぜだね」


「彼女の顔をご覧らんなさい」


　言われて、マデューカスは暗い視し線せんをモニターに送った。


　画面の中に、テッサの輝かがやくような笑顔があった。玉の汗あせと、涙の痕あと。心地よい疲ひ労ろう感かんと達たつ成せい感かん。いつもの気品はまるきり影をひそめていたが、その代わりに、はち切れんばかりの生命力が、彼女の中からあふれ出している。


「なるほど」


　あいも変わらず陰いん気きな顔で、マデューカスは言った。


「まちがいなく、彼女は回復したようだ。君の部下たちに感かん謝しやせんとな」







〈猫と仔猫のＲ＆Ｒ　おわり〉







　　あとがき




　この本は月刊ドラゴンマガジン99年５月号から99年９月号まで掲けい載さいされた『フルメタル・パニック！』の連れん載さい短たん編ぺんに加か筆ひつ修しゆう正せいし、さらに書き下ろし一本を加えたものです。


　それでー。その。


『本気になれない二死満塁？』のあとがきで、「次は長編で、秋頃発売」などと書いてしまったのですが……作品のクオリティを維い持じするために、もう少々、時間を頂いただくことになってしまいました。ひとえに私の未み熟じゆくさゆえであります。長編第三弾は近日中に発はつ刊かんできるかと思いますので、どうかご辛しん抱ぼうのほどを。ホント、すみません。とほほ。


　とにかく、各話のコメントをば。





『すれ違ちがいのホスティリティ』


　パンといえば、私はコンビニで売ってるようなコロッケパンあたりなどが結けつ構こうお気に入りだったりします。ところが最近、話題の本『買ってはいけない』を読んでしまいまして。「コンビニのパンは危あぶない！」とか書かれているのを見て、単たん純じゆんな私はさっそくコロッケパンを控ひかえるようになってしまいました。


　そう。合ごう成せい着ちやく色しよく料りようはよくない。やはり健康は大切です。


　だというのに、タバコは毎日プカプカ吸すってたりするのですが。





『大だい迷めい惑わくのスーサイド』


　みなさんはこれまで、「死にたい」と思うほど辛つらい思いをしたことがあるでしょうか。


　私はあります。そう、あれは忘れもしないある冬の夜……。


　居い酒ざか屋やで変な海かい産さん物ぶつを食ったせいか、夜中に猛もう烈れつな吐はき気と腹痛に襲おそわれました。凍こごえるようなトイレの中でのたうち回り、半はん狂きよう乱らんでうめき声をあげ、全身汗あせだくになって五時間以上苦しみぬいたあのときは、本気で『だれか……だれか俺を殺してくれ！』と思いましたねぇ……。


　まあ、それだけなんですが。生きてるってすばらしいなあ。





『押おし売りのフェティッシュ』


　若わか菜な陽よう子こには実じつ在ざいのモデルがいるのですが、別にあんな不ふ良りよう警けい官かんではありません。真ま面じ目めな普通の婦ふ警けいさんです。どれくらい真面目かというと、私の友人をキリキリと駐ちゆう車しや違い反はんで取り締しまるくらい真ま面じ目めです。


　ぽに男おのセリフ『ぽに』については、友人の井上よしひさ氏に感かん謝しやを。連載がうまくゲットできるよう祈いのっております（←完全に私し信しん）。


　それにしても、四し季きさんの描くボン太くんはかわいいなあ。ホントにどこかで、ぬいぐるみとか作ってくれないかなあ。ふもっふ。





『雄ゆう弁べんなポートレイト』


　職しよく場ば恋れん愛あいというものは、私にはおよそ縁えんのない世界の話だったりします。なにしろ職場は俺ひとりだし。以前働いていた遊ゆう演えん体たいという会社には、男しかいなかったし。その前は学生だったし。


　酒飲み話で担たん当とう編集のＳさんと話してたら、「わたしもそういうの、全然ないんですよー。だれも声かけてくれないし。とほほ……」などと嘆なげいてました。まあこの人の場合は、それ以前に『疾はしる～』のあとがきで書いたようなノリを、どーにかする必要があるとは思いますが。ともあれ、これはチャンスですぞ、富士見編へん集しゆう部ぶの独どく身しん男性の皆みなさん！　彼女にアタックする際さいには、ぜひこの私に仲ちゆう介かい役やくを！　宗介のように、見み事ごと問題をこじれさせてご覧らんにいれます！





『暗くら闇やみのペイシェント』


　宗そう介すけ同どう様よう、私もいわゆる「霊れい感かん」というものがまるでないタイプです。そういう方面に強い友人が「出る。あそこは、本当になにかがいるんだ！」とか力りき説せつしている工事現げん場ばに、夜中、酒飲んで酔よっ払ぱらって遊びに行ったことがあります。真っ暗な部屋をひとりで歩いていたら、遠くの柱はしらの向こうで、赤い光が鬼おに火びみたいに、ふらふらとさまよってるのを目もく撃げきしました。


「やべっ、警けい備び員いんか……!?」とか思って隠かくれたところ、赤い光は音も無なく、一〇分以上はその付ふ近きんをうろうろしていました。それから光は私の方に近づいてきたのですが、途と中ちゆうでいきなり、なんの前まえ触ぶれもなく消えてしまったのです。跡あと形かたもなく。


　オチがないんですが、ホントの話です。あれは不ふ思し議ぎな出で来き事ごとでした。





『猫ねこと仔こ猫ねこのＲロツ＆クン・Ｒロール』


　こちらは予よ告こく通り、テッサのエピソードです。長編ではあまり描えがく機き会かいのない、彼女とマオとの関係を描く内ない容ようでもあります。


　単なる個人的な感想なのですが、女の子同士の喧けん嘩かというのは、傍はたで男の目から見ていると妙みようにハラハラしますね。なぜでしょう。作品の方は、あんまりリアルにやると、笑えなくなるので劇げき中ちゆうではほどほどにしてはありますが。


　ちなみに「Ｒ＆Ｒ」には、軍ぐん事じ用よう語ごで「休養と回かい復ふく」という意い味みがあったりします。





　さて。今回も多数の方々に感謝の意を捧ささげます。いつもお世せ話わになっている皆みなさん、そしてご迷めい惑わくをおかけしている皆さん、本当にありがとうございます。遅おくれがちなペース等、なんとかリカバーしてみせますので、なにとぞお許しください。





　では、また。次回もかなめのハリセンがうなります。












一九九九年九月　賀東招二















　初　出　月刊ドラゴンマガジン１９９９年５月号～１９９９年９月号


　　　　　「猫と仔猫のＲ＆Ｒ」書き下ろし










フルメタル・パニック！


自じ慢まんにならない三さん冠かん王おう？





賀が東とう招しょう二じ
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